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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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「颯はや斗と、心配するな。すぐ戻る。ちょっと行ってくるぞ」

　両手に手て錠じょうをかけられながら、日ひ毬まりは俺を見上げて微笑ほほえんだ。

　ここはアステッドプロ社長室。仕組まれたバッシングに対抗するため、日毬は白しろ装しょう束ぞくに身を包み、木刀一本を携たずさえ、マスコミを引き連れてここまで乗り込んできたのだった。

　そしてアステッドプロの仙せん石ごく社長と相対し、テレビで生中継されるなかを、木刀を振り下ろして木製テーブルを真っ二つにかち割った。仙石社長は気絶し、その場で伸びてしまっていた。

　白装束を着込んできた日毬は、逮捕される覚悟を最初から決めてきていたに違いない。

　各局のテレビカメラが状況を注視するなかで、警官たちも浮き足立っているようだった。しかし日毬が率先して社長室の出口まで歩ほを進め、警官たちを促うながした。

　日毬が廊下に踏み出すと、揉みくちゃになっていた群衆は壁ぎわに身を寄せ、日毬の道を押し開く。

　人々が日毬を見守る視線には、深い敬けい畏いがこもっていた。
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　テレビは騒然とした状況になっていた。

　あらゆるメディアがこの話題で盛り上がり、トップニュースで逮捕の映像を繰り返し放送したのだった。




「大変な事件が発生いたしました！　話題の美び貌ぼうアイドル──神楽かぐら日毬一六歳が、テレビカメラが見守るなか、不法行為を働き逮捕されるというショッキングなニュースです！」




「警察発表によりますと、神楽日毬容疑者の犯行は、暴行、器物破損、道路交通法違反となっております。多くの人がテレビを通してこの犯罪の模様をリアルタイムで目撃したことが、事態をより衝撃的なものにしています」




「警視庁がコメントを発表し、『公衆の面めん前ぜんで平然と少年非行が行われたことは、かつてない由ゆ々ゆしき事態であり、警察としては全力で再犯防止に努めていきたい』としています」




「映像をご覧下さい。神楽日毬容疑者の身み柄がらが移送された東京湾岸警察署の前には、マスメディアとファンの人々で溢あふれかえっております。東京湾岸警察署は女性向けの留置場が完備され、充実した設備を持つ拠点になっておりますので、急きゅう遽きょこちらに神楽日毬容疑者の身柄が移送されることになった模様です」




「現在、東京湾岸警察署には『処分はどうなってしまうのか？』という問い合わせが相次いでおります。なかには『自分が罪を被るから、身代わりになって留置場に入りたい』という申し出や、『なんで逮捕したんだ⁉』『日毬ちゃんは悪くない。おまえらの目は節ふし穴あななのか⁉』という抗議の電話が殺到しているとのことです。これに対し警察は、『非行少年として法に則って定められた対処をするだけだから、どうかお𠮟りの電話をかけてくるのは止やめて欲しい。通常業務に支障がでてしまう』と呼び掛けています」




　あの逮捕の直後、メディア各社からマイクを突き立てられた俺は、日毬を追うようにして社長室を抜け出し、人混みを搔かき分けてタクシーを拾い、日毬が乗せられた警察車両の後を追った。しかしメディア各社も同じように大挙して日毬の後を追い始めたため、周囲の大混乱は変わることなく続いたのだった。

　警察署に到着した俺は、日毬と会わせてくれるよう訴えたが、「家裁が判断することだから、ひとまず帰れ」と体ていよく追い返されてしまった。その場に留まっているとメディアの取材攻勢に巻き込まれるだけだったので、やむなく再びタクシーに乗り込み、事務所へと引き上げてきたというわけである。

　かといって他に何かできることもない。気持ちは焦あせるばかりだが、どうすることもできない。俺は日毬の無事を祈るような気持ちで、ただ呆ぼう然ぜんとテレビで状況を追い続けたのだった。

　チャンネルを回していく。どの局も日毬の話題一色に染まり、すべてのキャスターや解説者が興奮を隠さなかった。

　あるニュース番組では、この事件の解説者として著名な弁護士が登場し、キャスターと議論を交わしていた。

　弁護士が言う。

「同容疑者は一六歳、未成年です。メディア各局が平然と容疑者の本名を連呼する現状は、実にけしからん事態だと言えます。『少女Ａ』などという呼称を用いるべきでしょう」

「しかし、日本国民はリアルタイムで犯罪の経緯を監視できた状況だったわけで……今さら別の呼称で呼ぶのは不自然になるかと……」

　キャスターが困ったように応じた。

「いくらすべての人が事件を把握していたとしても、それは少年事件の基本なんです。非行少年の更生の余地がある限り、プライバシーを最大限に守らなくてはなりません。しかも少女Ａは、実は大した罪などおかしていないんですよ。いいですか、よく考えてみて下さい。道路交通法違反、暴行、器物破損……これらはいずれも微び々びたる罪状であって、普通の刑事事件ならば、すぐに釈しゃく放ほうされるようなシロモノなのです」

「たしかに……。よく芸能人が麻薬所持などで逮捕されることがありますが、それと比較すると、ずいぶん軽微なものですね。もちろん罪に軽いとか重いとか安易な判断はできないにしても……普通なら、あっという間に釈放されても不思議ではありませんね」

　そんなキャスターの言葉に、弁護士が何度かうなずく。

「そうです。少年法はいささか特殊ですから、このような軽微な事件に対しては、かえって面倒な扱いになってしまうこともあります。大人と同じ刑事罰で裁かれた方が、よほど簡単に解決するでしょう」

　そんなことはわかっている。一テレビ視聴者として事態を眺めていても仕方がない。

　俺はいても立ってもいられず、知り合いのツテを辿って少年事件に詳しい弁護士に当たりをつけ、無理をお願いして会いにいくことにしたのだった。
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「こんな事件、ちーっとも大したことありませんよ。気にする必要なんざありません」

　相談を持ちかけた弁護士は、俺が直接見聞きしてきた経緯の説明を終えると、あっさり言った。

　俺は念押ししてみる。

「先生にそう仰おっしゃって頂くといくぶん心が落ち着くのですが……。見方によっては、殺人未遂……なんて可能性はありませんか？　もちろん神楽にそんな意志はまったくありませんが、相手は『木刀で自分を殺そうとした。たまたま外れてしまった』と主張することも可能な気がします」

　弁護士は肩をすくめる。

「でもねぇ、私も映像を何度も見ましたけど、アレ、明らかに相手を狙ってませんよね。最初から狙っていたのはテーブルだ。神楽さんの剣の腕前は前からテレビでも有名でしたが……あれは演出とかじゃなくて、本当に剣の心こころ得えがあるんですよね？」

「ええ、神楽は相当な手て練だれです。実家が剣の道場を経営しており、神楽自身も毎日欠かさず剣の鍛たん錬れんに励はげんでいます。狙いを前にして、誤って外すようなことはないでしょう」

「なら、この程度の非行事実は大して問題になりませんよ。神楽さんの生活態度も、非常に良好だというお話でしたよね？」

「私も驚くほど、健全な生活を送っている子です。あんなに生き真ま面じ目めで、軍人のような子は見たことがありません。ボランティア活動にも熱心で、社会奉仕の精神が極めて旺おう盛せいです」

「ほうほう……ボランティア……。ちなみに、どんな？」

「土日や祝祭日には、決まって児じ童どう養よう護ご施し設せつに出向き、小学校や中学校に通う子供たちに対して学習指導を行ったりしています。それから一緒に遊んであげたり、相談相手になってあげたり、身の回りの世話などもやっているようです。日曜日などは、ほぼ丸一日を使って活動に勤いそしんでいますね」

「それは素晴らしい。聞きしに勝まさる立派な子ですねぇ。こと少年事件に関しては、そういう日々の行状やスタンスがとても大切なんですよ」

　感かん嘆たんのため息をついた弁護士は、滔とう々とうと説明をしてくれる。

「少年事件の基本はこうです。家庭裁判所の調査官が、少年が非行を犯すに至った経緯・背景・環境・生い立ちをきちんと調査して、少年が再び非行をしないために保護する必要があるかどうかを判断します。そこで、また非行に走るという可能性があれば、もちろん保護することになるわけです。在宅の形で保護観察をしながら少年を監視し続けることもあるし、少年院に送そう致ちされてしまうこともある。……整理すると、要点はつまり、再び非行を犯す少年かどうかです」

「なるほど……。日毬の日常的な行動を見れば、誰だって再び非行を犯すような子ではないと判断してくれるはずです。とすると、日毬はどんな処分になりますか？」

　そう質問する俺の気持ちは逼ひっ迫ぱくしていた。

「……たぶんね、審判も開かれないで終わるんじゃないかなぁ？　少年が、家庭裁判所の調査官の指導によって態度が改善されると判断されれば、あっという間ですよ。そもそも事件が軽微です。すぐに済むはずですよ」

「しかし、そんなにあっさりと釈放されるものでしょうか？」

「おそらく、普通ならね。大人と同じ刑事罰の処分にした方が、本当はもっとあっさり釈放されるくらいですよ。……いやでも、これはもうひとつありえるシナリオですが……今回は事件がいささかド派手に行われたから、警察も家庭裁判所も、すぐに釈放ということはしづらいかもしれない。メディアがこれほど注目してますからね。どう見ても再犯の可能性はないと判断していても、メディアの手前、少々悶もん着ちゃくする可能性はあるかもしれませんよ」

　ありえるシナリオだと思えた。事件自体よりも、今回は政治的な配はい慮りょの方が優先されるかもしれない。

「それが非常に心配です。その場合、どうなりますか……？」

「少年の心身の鑑かん別べつをする必要があるとして、少年鑑別所に送ります。これは期間が二週間なんですが、延長して最高八週間になることもある。その間に、心理学の専門家によってさまざまな角度から少年の調査を行い、調査結果を家庭裁判所へ報告します。それを元にして、家庭裁判所の裁判官が審判を下すという流れですね」

「そう聞くと、少年事件の現場を知らない自分のような者には、何か重大なことのように聞こえるのですが……」

「何にも心配することはない。二週間、もしくは八週間で審判が開始され……まぁ妥だ当とうなところですぐに釈放となるでしょう。あくまでマスコミの手前、もしかすると最悪のシナリオもあるということで……それに最悪といっても、ぜんぜん大したことはありませんからね」

　その後、弁護士は幾度も「心配することなどない」と繰り返した。

　少年事件は特殊な分野で、俺のような門もん外がい漢かんにとっては馴な染じみのないものだ。しかし少年事件を得意とする弁護士がここまで言い切ってくれたので、事件後はじめて俺はホッと胸をなで下ろすことができたのだった。





◇






　弁護士との面談を終えて事務所に帰り着き、日毬の状況を確かめるためテレビを付けた。

　すると、日毬の身柄が預けられている東京湾岸警察署が映し出されていた。警察署の前には、マスコミ関係者をはじめとして、押し寄せる人の群れでいっぱいだ。ニュースを見て近隣から集結してきた野次馬たちだろう。どうやら動きがあったようだ。

　映像を背景にしながら、スタジオのキャスターがまくしたてる。

「さて、ここで神楽容疑者の事件に動きがあったようです。ただいま行われた警察発表によりますと、神楽容疑者の、少年鑑別所への移送が決定致しました。現場から中継します。田中さん、どうですか湾岸警察署前の状況は？」

　画面は現場の記者に切り替わった。田中と呼ばれた記者は状況を説明しはじめる。

「見て下さい、すごい人です。とにかく人、人、人。東京湾岸警察署の前の道の両脇は、人波で埋めつくされています。沿道にはテレビカメラもズラリと並んでいますし、ファンや付近の住人が集結して大変な騒ぎになっています」

　身を乗り出すように映像を見やったスタジオのキャスターがうなる。

「いやそれにしても、本当にすごい騒ぎですねぇ！　道のずっと向こうまで、もう見渡す限りの人じゃないですか！　はて、それにしても……はためいているのは日本国旗……ですか……？」

「そうなんです。旭きょく日じつ旗きですよ！　ご覧になっていただいてわかるように、なぜか旭日旗を手に持っている人が非常に多いんですね。彼ら彼女らは旭日旗を振ることで神楽容疑者に応援する気持ちを伝えようとしているんです」

「なぜ旭日旗なんです……？」

「実はネット上で現在、神楽容疑者を応援しようという呼びかけが大きく広がっています。その呼びかけの旗はた印じるしとして、旭日旗を採用しているんです。おそらくは、神楽容疑者が運営している右翼団体に呼応させたものだと思います」

「そんな動きがあるんですか。では彼らは沿道で旭日旗を振ることで、神楽容疑者に激げき励れいを届けようとしているわけですね？」

「そうなります。旭日旗を持って集合する人は時間を追うごとに増えており、最も寄よりの駅は大混雑となっています。また、お手製の旭日旗をたくさん持ってきて、配る人まで現れているほどです」

「とても事件を起こした容疑者だとは思えない歓迎ぶりですね。ちょっと旗を振っている何人かに話を聞いてみることはできませんか？」

　キャスターの依頼に、現場の記者はうなずく。

「もうここにも一杯いますんでね、ではちょっと訊いてみましょう」

　実際、テレビカメラに向かって旭日旗を振っている人々が大勢いた。

　カメラの側にいた日毬と同じくらいの女子高生に記者が質問する。

「どんな気持ちで応援しようと思ったの？」

　向けられたマイクに、女子高生は明るく応じる。

「この事件をキッカケに、日毬ちゃんのファンになりました！　とにかくカッコいい！」

「やっぱりネットを見て？」

「いえ、うちがこの近くなんです。少しでも応援したくて来てみたら、こんなに人が集まっててびっくりしました。沿道で旗をもらったんで、一生懸命振ってます！　日毬ちゃーん、頑張って！」

　今度は、その隣の同じ制服を着ている女の子に、記者は問いかける。

「あなたも一緒？」

「はい、同じ高校に通ってまーす」

「神楽容疑者に言葉をかけるとしたら、どんなこと？」

「日毬ちゃんは容疑者なんかじゃありません！　あのアステッドとかいうところに脅おどされて、仕方なかったんですよ！」

　固有名詞が出てきてやばいと思ったのか、記者はさっそくインタビューの相手を切り替える。

　戦闘服に身を包んだヤンキー風の三人組が、テレビカメラに向かって旗を振っていた。

　その一人に記者がマイクを向ける。

「その恰かっ好こう、コスプレか何か？」

「何言ってんのアンタ。族だよ族！　いつもは川崎の方で流してんだけどさぁ、ひまりんをみんなで応援するっつーから、今日はオレら急いでバイクかっ飛ばしてやってきたんだよね」

　まだ二〇歳前に見える族の男は、日毬を『ひまりん』と当然のように呼んでいた。この族たちの間では『ひまりん』と呼び交わされているのだろうか、それとももしかするとネットの一部ではそう名付けられているのだろうか。

　記者は感心したように言う。

「本当に？　わざわざ川崎から？　気合入ってるねぇ」

「ひまりんほどじゃねぇよ。あんなに気合入った子、見たことねぇし。ひまりんパネェッス！」

　隣で旗を振っていた同じ格好の族が、質問に答えている仲間にしなだれかかり、カメラに身を乗り出してはしゃぐ。

「ひまりんが総理になってくれるなら、俺もう何でもやるよマジで。俺だってボランティアもするしマジで、一生懸命働くしマジで。ひまりんのボディーガードだってしてやんよ、命がけでな！」

「暴走族も止やめる？」

　記者の質問に、その族は大声を上げる。

「なんでそうなるんだよ。これは人生なんだっつーの！」

　さらに隣の族の男に、記者はマイクを向ける。

「あなたは神楽容疑者に何て言葉をかける？」

「応援してる、魂にかけてだ。ひまりんは悪くねぇよ」

「ところで、みんなの言う『ひまりん』って神楽容疑者のこと？」

「てめぇなぁ！　ひまりんは容疑者じゃねえっつってんだろこのタコ！　おめぇらどこに目ぇついてんだよ、ああ？」

　怒りを露あらわにした族のヤンキーは、カメラに向けて中指を立てて息巻く。

「おいテレビさぁ、ひまりんを叩いてばかりいないで、もっと本当の姿を報道しろっつんだよ！　こっちはおめぇらテレビのカスっぷりにうんざりしてんだよ！　おめぇら、ぜってーオレらをバカだと思ってるだろ？　ああ？」

　放送事故ギリギリだ。

　生中継だと、どうしてもこういうことはある。とくに現場が混乱状態にあるときは尚なお更さらだ。

　しかし俺は、メディアの言論ではなく、沿道に集つどう人々の気持ちを声にして聞けたことで、心から安あん堵どしていた。日毬は、必ずアイドルとして復帰できる──その確信を持てたからだ。

　記者が慌てて次の相手に向かおうとし、カメラが必死で男を振り払ったが、族は記者に向けて抗議しはじめる。

「ちょっとちょっと、俺の話聞いてる？」

　スタッフが族を押さえ込んだ場面がチラと映った瞬間、すかさずスタジオへと映像が切り替わった。

　スタジオのキャスターは何事もなかったような顔でニュースを読み上げる。

「神楽容疑者の少年鑑別所への移送はもう間もなくのようです。実況中継しますので、しばらくお待ち下さい」

　そして隣の席に座る解説者に質問する。

「いやぁ横よこ峰みねさん、それにしても大変な騒動になってきましたね。少年鑑別所への移送が決まったことについて、横峰さんはどう思われます？」

「なかなか厳しい対応ですね。事件の内容を考えると、送致書一枚を家庭裁判所に送る簡易送致で終了すると考えていました。少々意外な展開です」

　鑑別所への移送は想定していた範囲内だ。弁護士も、この騒動なら可能性はあると言っていた。しかしそれほど重大なことでもないから安心していいというアドバイスをしてもらったばかりだ。そこまで悲嘆する必要はない。逆に言えば、どんなに少なくとも、鑑別所にいる間は日毬の話題で世間が沸ふっ騰とうしているということだ。

　解説者は重々しい声で続ける。

「ですが何より予想外だったのは、神楽容疑者への支援の声が非常に大きいということですね。かえって事件が、神楽容疑者への支持を固めてしまったかのようです」

「そうですね。この事件によって、神楽容疑者の日常におけるさまざまな姿勢がクローズアップされることになりました。ですが、彼女のどこをどう見ても、大それた事件を引き起こすような非行の事実は見当たらないんですよね。極めて真面目一いっ徹てつといいますか……」

　キャスターが首をかしげると、解説者が何か重大なことでもあるように言う。

「これは単なる少年少女の非行とは違いますよ。事件としては未成年の非行として処理されるのでしょうが……彼女のことを調査すればするほど、罪であることを重々承知した上で犯行に及んでいる姿が見えてきます。その意味では、これはかえって恐ろしいことですよ」

「恐ろしいとは？」

「彼女は右翼団体を主しゅ宰さいし、常日頃から政権を奪だっ取しゅすると主張していることは有名ですね。だからつまり……状況さえ整えば、それが犯罪だとわかっていても、決然と実行する意志を持っている少女だと言えます。万が一、仮にですが、彼女が主宰する団体が力を持った暁あかつきには、クーデターに発展する可能性すら考えられるということではないでしょうか」

「なるほど……そういう見方もできるわけですね。たとえ小さな事件だったとしても……すべてを理解して実行したからこそ、むしろ恐ろしいのだと」

「そういうことです。いずれにせよ、彼女の今後の動向からは目を離せないということですね。ある意味で、存在しているだけで周りに旋風を巻き起こすほどの逸材……タレントとしても、政治家としても、非常に希け有うな資質を持っているということかもしれません」

　キャスターに紙が差し入れられた。

「おっと、現場に動きがあったようです。田中さん、そちらはどんな状況ですか？」

　再び映像が現場へと切り替わり、先ほどの記者が声を上げる。

「はい！　湾岸警察署前の扉が開かれました！　もうすぐ、神楽容疑者を乗せた車が出てくるはずです！」

　人々の声が渦巻いていた。

　万歳を叫ぶ声もあれば、怒号のような声もある。女の子たちの叫きょう喚かんも響く。各局のマスコミ記者たちがカメラに向かって張り上げる声も入り混じっている。

「あーっと！　出てきました！　神楽容疑者を乗せた警察車両が、ついに！」

　記者が叫んだ。

　護送車両に向けて、激しいフラッシュが一斉にたかれた。猛烈な光を浴びせかけられたせいで、一瞬、日毬がテレビに映り込んだ。口元を引き結び、しっかり前を見み据すえている。

　フラッシュは途切れることなく、車両がゆっくりと門から沿道に出るまで続いた。

　交通整理をする警察官たちの笛の音が激しく響き、軽装備の機動隊員らが車両の道を確保しようと躍やっ起きになっている。

　車両が道路に乗り上げると、沿道の両脇には、一斉に大量の旭日旗がはためいた。

　歓喜と声援と怒声が混じり合った狂きょう騒そう。

　門の前で待ち構えていた大量のテレビカメラ。

　空から中継する幾台ものヘリのプロペラ音。

　群衆の前に一定間隔で整列している警察官や機動隊員たち。

　日毬が乗る車両を先導する二台の白バイと、その後もぞろぞろと続くパトカーや警察車両の群れ。

　遥はるか先まで、ズラリと沿道に並ぶ旭日旗の煌きらめきがヘリから映し出されたときは驚いた。勝利を収めた戦争の凱がい旋せん式しきとは、おそらくこういうものではないだろうか。

　日毬を乗せた護送車両の両側は、見渡す限り一面の旭日旗で敷き詰められているようだった。

　それは、ただただ壮観な光景だった。
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　日毬の小さな非行は、前代未聞の大騒動に発展していった。

　そりゃそうだろう。芸能界で、これだけの事件が大っぴらに行われたことだけでも衝撃的だ。日毬が話題の渦中のアイドルであったことや、アステッドプロ本社前で行った演説が多くの人の興味をかき立てたこと、テレビで生中継されるなかでの非行であったこと、白装束を纏まとって何もかも覚悟を固めた少女が討ち入りに臨のぞんだ行為など、あらゆるメディアを通して絶賛と批判が渦巻くことで、事態はさらに喧しくなっていった。

　さらには、全世界でこの話題が取り上げられるほどセンセーショナルな扱いになっていった。海外では「日本のトップスターが巻き起こした大騒動」として、面白おかしく取り上げられた。日毬の芸能活動における実績はトップスターと言えるレベルではなかったが、ほぼすべての海外報道は「日本のトップスター」と断定したものになっていた。

　とくに海外の報道では、日毬が木刀で何倍もの厚さを持つ木製テーブルを一刀両断したのが「クール！」という評価だったり、日常的にはボランティアに勤しんでいる善良な彼女が、いざというときには剣を持って敵の陣地に乗り込むサムライ然ぜんとした姿が受けていたりと、日本とは一風変わった騒がれかたをしていた。もちろん日毬の美貌やスタイルにも脚光が集まり、日本を代表する美女として一気に地位を確立したのだった。

　とにかく、討ち入りを行う理由を述べる演説の模様から、実際に刀で敵を気絶させる場面、そして逮捕の瞬間まで、すべてが生々しく映像に残っている極めて珍しい事件である。

　もはやここまで来ると、アステッドプロがテレビに圧力をかけて情報を操作するなどというレベルではなくなっていた。日毬の存在それ自体が、すでにアステッドプロの力を超えるものになっていたのだ。

　連日にわたる大騒動によって、日毬はまさに一夜で、革命的にその名を全世界へと轟とどろかせることになったのだった。
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　日毬は練ねり馬まにある少年鑑別所に移送された。その直後、俺は家庭裁判所の調査官に呼ばれて少年鑑別所へと出向くことになった。そこで日毬にも会うことができると聞き、俺は勇んで出かけていった。

　少年鑑別所で調査官と挨あい拶さつを済ませると、部屋へと案内され、そこで日毬が待っていた。

「日毬！」

　俺は日毬に駆け寄り、両肩に手を置いて声を上げた。思わず泣きそうになる自分を、必死でこらえた。

　日毬も嬉しそうに口にする。

「颯斗！　ずいぶん心配をかけてしまったな」

「辛くなかったか？」

「安心しろ。私の心は健すこやかだ」

　日毬はそう言い切り、まじまじと俺を覗のぞき込んでくる。
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「それにしても、颯斗は疲れているように見えるぞ。目の下も真っ黒だ。まるで颯斗が捕まったようではないか」

「眠れなかったからな。日毬のことばかり考えてたよ」

　ちょうどそのとき、調査官がコーヒーを持ってきてくれた。コーヒーを置いた調査官は、気を遣ってくれたのか、すぐにまた部屋を出ていってしまった。

　俺と日毬は小さなテーブルに向かい合い、腰かけた。

　コーヒーをすすって俺が微笑ほほえむと、日毬も微笑み返してきた。こんな場所だが、こうして相対しているだけで、とても晴れやかな気持ちになれる。言葉はいらなかった。できることならいつまでも、こういう時間が続くといい。

　俺はあえて事件のことに触れるつもりはなかった。日毬を責めたりするつもりは毛頭ない。言葉を交わさずとも、お互いすべてわかっている。今はただ、日毬の無事を確認できただけで感無量だ。

　しばらく無言でお互い見つめ合い、コーヒーをすすっているだけだった。十分に満足だ。

　しかし今回、調査官が与えてくれた面会時間は三〇分だけである。残念だが、今日は終わりが来てしまうのだ。時計を見やり、俺は言葉をかける。

「元気そうで本当に安心したぞ。不自由なことはないか？」

「もともと私は、いついかなるときでも節制できるよう心がけている。食事も、休息時間も、ありとあらゆることで自分を律して生きてきた。だから私にとって、不自由は不自由ではない。心身を鍛たん錬れんする良い機会に恵まれたと言えるだろう」

　日毬の答えに、俺は思わず微び苦く笑しょうした。いかにも日毬らしく剛健で、それでいて小柄な美少女の言葉にしてはギャップがありすぎ、ついつい笑みがこぼれてしまったのだ。

　日毬が眉をひそめる。

「颯斗？　何がおかしいのだ？」

「おかしいんじゃない。らしい答えだなと思ってさ。いつもの日毬だから、ホッとしたんだ」

「私はいつでも同じだぞ。鍛え抜かれた剣士は、どのような状況にあっても変わらないものだ。剣の道は、心を鍛える道でもあるのだからな」

　大真面目に語る日毬は、なんて可愛らしいんだろう。

「世間はすごいことになってるぞ。連日にわたって、日本は日毬の話題一色だ。海外でも盛んに報道されててさ、日毬は一いち躍やく、日本のトップスター扱いだ」

「アステッドプロが行っていたバッシングはどうなってるんだ？」

「吹き飛んだよ。もうそんなレベルじゃない。日毬の存在自体が、そんなものを遥かに超越しちまったんだ」

「そうか。私が仙石に活を入れたことは、無駄ではなかったということだな」

「仙石社長にっていうより、日毬は世間に対して活を入れたようなものさ。みんな、日毬のことを待ってるぞ。日毬が護送されるとき、沿道で旗を振ってる人たち、見えたか？」

「ああ……。あの大量の旭日旗のオンパレードは何だったのだ？　あのあと、やんごとなき御おん方かたの行ぎょう幸こうでもある予定だったのか？」

「あれはみんな、日毬に向けて振られていたものだ」

　俺の言葉に、日毬は目を見開く。

「私の……？」

「そうだ。みんな日毬のことを応援して、旭日旗を振っていたんだよ」

「バカな……。どうして私があれほどの歓迎を受けるというのだ？　颯斗は私を喜ばせようとして、偽いつわりの言葉を口にしているのではないのか……？」

「俺が日毬に、噓を言ったりするか？」

「……」

　日毬は小さく、フルフルと首を振った。

「あの沿道の人たちはみんな、日毬を慕したって旗を振っていたんだよ。ネットで日毬を応援しようって運動が始まってさ、それが口コミでも広まっていって、続々と人が集まってきたんだ。日毬が右翼団体を運営しているから、旭日旗が選ばれたらしい」

「しかし私は……非行少年として逮捕されたのだぞ……？　私は……颯斗を助けたいという気持ちだけで頭がいっぱいになって……世間の誹そしりを一身に受けることを覚悟して行動を起こしたのだ……。それなのに……世間が私を歓迎したりするわけが──」

　尚も日毬には信じがたいことのようだった。

　しかし俺は強く言う。

「本当だ、日毬。本当なんだ。アステッド前で行った日毬の演説がテレビでライブ中継されていた。その真しん摯しな気持ちが、視聴者たちに伝わったんだよ」

「……」

「あの事件をキッカケにして、日毬の本当の姿が頻ひん繁ぱんに報道されるようになったんだ。どうしてこんな事件が起こったのか、検証する番組が相次いだ。そんな番組では、日毬の日常生活は切り離せないものだからな。もちろん賛否両論あるし、日毬を攻撃する人たちも少なくはない。それでも、日毬の節度をもった生活スタイルとか、ボランティア活動を頑張ってることや、本気で政治を憂うれえている姿勢なんかが、ちゃんと届くべきところに届いてるってことだな」

「そんなことが……あるのか……。旭日旗を掲かかげてくれたあの膨大な人たちは、私のことを応援してくれていたんだな……。信じられない……。私は……アイドルになって良かった……」

　ふと日毬は涙ぐんだ。

　俺がティッシュを取り出して渡すと、日毬はそれで涙を拭ふいて洟はなをかんだ。

「あの沿道の旗の煌きこそが、日毬に対する本当の声だ。一部の輩やからがどう日毬を非難しようとも、着実に日毬の声は広がり始めてる」

「……」

「だから大丈夫、日毬は日毬らしく堂々と生きていい。そうすればきっと、いずれ日毬の目標に届くだろう」

「……私は……」

　ついに日毬は涙が止まらなくなったようで、すすり泣き始めた。

　テーブル越しに俺は身を乗り出し、ティッシュをあてがってやる。そして俺は優しく日毬の頭を撫なでながら口にする。

「ほら日毬、泣くな」

「あうう……」

　俺は腰かけ直し、しばらく日毬が涙に暮れるのをジッと見守っていた。

　日毬にとってまったく予想外のことだったためか、感動もひとしおなのだろう。

　やがて日毬の涙が収まったころ、俺は微笑みながら口にする。

「落ち着いたか？」

「ああ……すまない……。恥ずかしいところを見せてしまった……」

「鍛え抜かれた剣士は、どのような状況にあっても平静を保てるんじゃなかったのか？」

　場を和ませようと、軽い口調で俺はジョークを言った。

「わっ、私は常に平静だぞ……！　颯斗が、私を混乱させたのが悪いんだ……」

　そんな理由にもなっていない理由をまくしたて、日毬は腕で、頰ほおの涙の跡を拭いた。

　そのとき、コンコンとノックが鳴り、扉が開かれた。

　時間だ。

　調査官が入ってきて、俺たちに声をかけてくる。

「面会終了ですが、よろしいですか？」

「はい、大丈夫です。気を遣って頂き、二人だけにして下さってありがとうございます」

　俺は立ち上がって礼を言った。

「いえいえ、いいんですよ。どこからどう見ても、神楽さんは本来、ここに来られるような子ではありませんからね。神楽さんの方は、いいですか？」

「うむ。こうして颯斗と会えただけでも良かったぞ。またしばらく世話になる」

「すぐに会えるようになりますよ」

　穏やかな口調で調査官は日毬に応じ、次に俺を見やって口にする。

「では織おり葉ばさん、調査へのご協力をお願いします」

「わかりました。全面的にご協力します」

　そして日毬に別れを告げ、調査官の後に続いて別室へと移ったのだった。
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　先ほどとは違う部屋で、今度は俺と調査官が向き合っていた。

　調査官が丁寧に口にする。

「お呼びだてして申し訳ありません。織葉社長は重要な調査対象だったものですから、できるだけ早くお話しする機会を持てればと思っておりました。むしろこの事件は、織葉社長にだけヒアリングできれば、ほぼ全ぜん貌ぼうを網もう羅らできるのではないかと思っているほどです」

　事件に手慣れているのか、さすがに調査官は要点を摑つかんでいるようだった。

「ご指摘の通り、私が一番詳しく事件のあらましを知っていると思います。私自身が当事者と言えるかもしれません。あらゆる協力を惜しみませんから、どんなことでも訊いてください」

「ありがとうございます。ところで少年事件の流れというのはご存じですか？」

「詳しいわけではありませんが……こういった事件に詳しい弁護士に、おおまかなところを聞いて参りました」

「なるほど。では専門家からの、神楽さんに対する処分の予想なども、すでにお聞きになっておられるわけですね」

　そんな調査官の言葉に、どう答えるべきか思案した。しかし隠しても得になるようなことはなさそうだったので、ありのままを告げることにする。

「そう、なるんでしょうね。比較的、楽観的なご回答を頂きました。ですがこの事件は、マスコミや国民が注視しているという特殊な状況ですから……通常の分類には当てはまらない可能性もあるのかもしれないと、気を引き締めているところです」

「いや、とくにマスコミや国民の視線は気にしてませんね。もっと重大な非行だったら慎重になるべきところですが、元来、大した事件ではありませんでしたから。おそらく、弁護士先生の予想に近い形で落ち着くことになると思いますよ。突発的な再犯の可能性はまったくのゼロと想定できるケースです」

　調査官の口から「大した事件ではありません」という言葉を聞けたことで、俺の緊張は一気にゆるんだ。

「そうですか……。心からホッとしました。弁護士も、通常ならば大ごとにはならないはずだという見解でした」

「本当ならそうだった可能性が高いはずなんですが、ここに身柄を送致してきたということは、警察が世論におもねたということでしょうね。……しかしですよ、私が神楽さんご本人と議論したり、彼女の背景を調べたりしても、どうしても非行を繰り返すような子には微み塵じんも見えないんですね。調べれば調べるほど、あんなに立派な子はいないと舌を巻く思いです」

　心底から、調査官は日毬に感心している風だった。

　この俺も、日毬のことを知れば知るほどに驚くばかりだったのだ。普通なら誰でも同じ想いを抱くだろう。

「日毬は特殊な子ですよ。公共の精神に溢れているし、社会に対する使命感も持っている。私心を極力、押し殺そうとして生きています。この事件を起こしたのも、自分ではなく私を守るためでした。広い意味で、彼女のなかにある公共の理想を踏みにじる行為を相手が行ったからこそ、彼女は決死の思いで不正を糾ただそうとしたのです」

　調査官は俺を指差してくる。

「そこです、その点を詳しくお聞かせください。神楽さんが非行に走ることになった周辺の環境についてですね。まぁ事前調査で、だいたいのことは把握しているつもりですが、肝心の織葉社長の口からお聞かせ頂ければと思います」

　それから俺は、流れを追って、今回の経緯に至るまでのすべてを話して聞かせた。

　日毬との出会いから今に至るまで、包み隠さずすべてをだ。

　街頭演説を行っていた日毬を、防衛省への仕事に向かう最中に目撃したこと。公安警察の捜査を俺が誤解し、日毬を守ろうと捜査員を叩きのめしてしまったこと。日毬が政治団体を運営している理由。俺が蒼そう通つうを辞めることになった訳。幾つかのタイミングが重なり、日毬を売り出すためのプロダクションを俺が運営することになったこと。最初は泣かず飛ばずの成果しか収められなかったが、それでも二人で必死に売り出しを頑張ってきたこと。ある日をキッカケに、日毬の右翼的な音声が日本中に広まり、一いち躍やく時の人になったこと。メディアの取材がたくさん入り、日毬には仕事が殺到し始めたこと。業界大手の一角であるアステッドプロが、日毬を引き抜きにやってきたこと。移籍を断ると、突然、テレビを中心にして日毬のバッシングが始まっていったこと。それが俺のバッシングにまで発展したせいで、日毬は我慢の限界に達しつつあったこと。俺が記者会見を開いて事の成り行きを記者たちに説明しようとしたところ、白装束を纏まとった日毬が会場に躍り込んできて、マスコミ記者らを連れだし、アステッドプロに殴り込みをかけたこと──。

　整理しながら話して見ると、ほんの短い期間の出来事だったのに、日毬と二人で長い時間を一緒に過ごしてきたような気がする。

　俺は説明を続けてゆく。

「──本来私は、自分の父親に打ち勝つために新しいことを始めようと思っていて、そのなかでたまたまプロダクションが最初にあったというだけのはずだったんです。しかし、いつの間にか私は、日毬の理想を応援してあげたい気持ちの方が強くなっていました。たしかに彼女の思想はいささか過激ですし、行き過ぎている部分もあるんですが……傍はたで見ていると、あんなに生真面目で真摯な子なんていないので、つい応援したくなってしまうんですね。今では私自身が、日毬のファンだと言えるかもしれません」

「痛快なドラマですね。こうして聞いているだけでもワクワクしましたよ」

　それが、俺の話を聞き終えた調査官の第一声だった。

　俺は苦笑いを浮かべる。

「そうですね、自分でも、とんでもない話だと思いますよ。でも本当なんです」

「私も事前に調査は終えてますからね。織葉社長が誠実に事実を語っておられたくらい、わかります。それ、いずれ本にでもして出版してみたらどうですか？」

「あはは。調査官がそんなことを仰っていいんですか？　もっと事務的なやり取りかと思っていましたが……」

「そりゃもちろん、普通は事務的に対応するものなんですけど……このケースはねぇ……」

　調査官は腕を組んで、椅い子すに深々と腰を沈めながら続ける。

「私も調査官をやって長いんですが、こんなケースは初めてですよ。それもこれも、すべて神楽さんの殊しゅ勝しょうな人となりによって成立した特殊な事件と言えるんじゃないでしょうか」

「日毬は間違いなく特殊なんですが……それでも本質的には、ごく普通の、心優しい女の子でもあるんです。本当はか弱いのに、私心を犠牲にして、必死になって公共のために身体からだを張ろうとしているところが、彼女を特別な存在にしている唯一の理由なんじゃないかと思いますね」

「まさにその見解は、ここの鑑別所の専門家たちの意見とも合致しています。彼女は女の子として、ごくごく普通の感性を持っている。専門家らの調査報告によると……ああいう言葉遣いとか、意い気き軒けん昂こうな態度は、自分の弱さを押し隠すための、彼女のできる限りの突っ張りなんですよ」

　なるほど……。俺にも参考になる報告だった。

　ここの専門家たちは、当然ながら心理学のベテランたちだ。その人々が日毬をさまざまな角度から調査・分析した結果なら、まず間違いないことなのだろう。

　俺が推測していた通り、やはり日毬は普通の女の子だったのだ。むしろ弱々しくさえある。その心を強い公共心によって支え、本気で国家のために己を犠牲にして取り組んでいるのだ。

　調査官は続ける。

「彼女はまだ若いから、いずれ年齢を重ねれば、もっと丸くと言いますか……穏おだやかに社会のことを見つめることができる時期がやってくるはずです。その頃、彼女がどういう成長を遂げているか、非常に楽しみなケースですね」

「そう仰って頂けると、大いに心が安らぎます」

「さて、今回はご協力、誠にありがとうございます。ひとまずこれにて、織葉社長についての調査は終了とさせて頂きますが、逆に何かご質問はございますか？」

「そうですね……日毬は、早く出られそうですか？」

「ご安心ください。あの子が保護観察処分に付される理由はないだろうと思います。事件に世間の注目が集まっているだけに、裁判官とも相談しながら慎重に事を進めておりますが、裁判官も私とほぼ同じような見解を持っています。鑑別所の職員たちも、すっかり神楽さんのファンですよ」

　俺の顔は思わず綻んだ。

「ありがとうございます。ここ数日の沈ちん鬱うつな気持ちがすっかり吹き飛びました」

「私自身、心から神楽さんのファンになりました。この事件を担当できて良かったですよ」

　調査官は笑顔でそう言った。
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　鑑別所を離れるときには日毬の姿を見ることはできなかったが、俺は安心して帰路についた。

　だが事務所に戻ると、少しばかりショックなニュースが報道されていた。日毬の通う私立高校が、日毬を退学処分にしたというニュースだった。

　小さな扱いのニュースだったが、「学校としては、非行の事実があった以上、退学を求めざるをえなかった」という見解であった。日毬と常日頃から喧けん嘩かしている教師もいたから、ここぞとばかりに、その教師の思おも惑わくも働いたのかもしれない。

　このことで学校を退学させられるのは、俺としては我慢ならないことだった。そりゃもちろん、日毬が通っていたのは私立学校だったから、誰を退学させようと学校の自由だろう。だが、少なくとも家庭裁判所の調査官は事件の経緯を納得したのに、よく事情を知りもしない学校が、一方的に日毬を退学に追いやるのはやめてほしかった。

　日毬が通う学校の電話番号をネットで調べ、俺はすぐに電話をかけた。

「突然のお電話失礼します。私は神楽日毬の関係者で、織葉と申し──」

　俺が名乗り終える前に、電話口の相手は甲高い声を上げる。

「あなたは何なんですか？　また神楽さんの退学についての抗議ですか？　非行があった以上、やめてもらうのは仕方ないじゃありませんか！　今日ずっとこの件で抗議の電話が鳴りっぱなしで、学校としても困ってるんです！」

　女性の、脳のう髄ずいに響くキンキン声だった。

「あのですね、私は──」

　話を続けようとすると、いきなり電話が切れてしまった。

　なんて乱暴な対応なのだろうか。おそらくこの件では学校に抗議の電話が殺到し、本当に苛いら立だっているのだろう。

　このまま終わらせるわけにはいかない。

　どうすべきか思案した末、俺は学校へと出かけることにしたのだった。
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　職員室に入っていっても、先生がたは俺のことに興味も示さず、忙しそうにそれぞれの授業の準備に励んでいた。

　そのとき、ちょうど電話が鳴り、俺のすぐ傍そばにいた女の教師が電話を受ける。

「もしもし」

　俺の電話に出た教師と同じ声だ。

「またですか⁉　抗議はやめてください！　非行があったんですから、やめてもらわざるを得ないんです。今日ずっと電話が鳴りっぱなしで困ってるんです！　失礼します！」

　職員室にヒステリックな声が響いた。

　前の席の男性教師が、困ったように問いかける。

「また？」

「ええ、そうです！　忙しいのに！」

　教師たちはピリピリしていた。

　俺は電話の女教師へと進み出て、声をかける。

「あの、すみません。お話があって訪ねて来たんですが」

「はい？　どちら様？」

「織葉と申します。学校とお話しできないものかと──」

　ありありと警戒した表情を浮かべた女教師は、後じさりしながら叫ぶように口にする。

「なんのお話ですか⁉」

「神楽の退学について──」

「もう勘弁して下さい！　抗議の電話ばかりだと思ったら、わざわざ来る人までいるんですか⁉」

　泣きそうな声になっていた。

「いや、まったく無関係な者じゃないんですよ。神楽が所属していたプロダクションを経営している者で──」

「あのですね！　正直、私は神楽さんの退学について関係ないんですけどね！　私が決めたわけじゃないんですけどね！　ただ急きゅう遽きょ、窓口をやらされてるだけなんですけどね！」

　女性教師はわざと職員室いっぱいに聞こえるよう、声を大にして息巻いた。他の教師たちへの当てつけの意味もあるのだろう。

　居並ぶ教師たちは黙々と机に向かい、無関係を装っていた。

「話を──」

　俺が話しかけるのも構わず、女教師は激しく言う。

「いいですか。神楽さんのお母様にも退学をお伝えしたら、お母様は二つ返事で了承してくれたんですよ。もう身内の方が納得して下さってるんです。終わってる話なんです。どうして赤の他人から抗議活動を受けなくちゃいけないんですかね⁉」

「赤の他人じゃ──」

　またもや電話が鳴った。

　あからさまにわかる大きなため息をついて、女性教師は俺に構わず電話を取り上げた。

「もしもし」

　再び甲高い声で、女教師はわめきたてる。

「神楽さんの抗議なら受け付けてません！　もう身内の方ともお話が済んでいることです！　健全な学校運営の邪魔にもなりますから、抗議活動はやめてください！」

　ガチャンと電話を置いた女教師は、俺に向き直り、声に怒りを滲にじませる。

「あなたも勘弁してもらえませんか。今日ずっとこんな感じなんです。警察を呼びますよ！」

　警察を呼ばれてもまったく臆おくする必要はなかったが、女性教師が話を聞く耳を持っていないことは確実だった。

　俺は話し合いを諦め、一度撤退し、作戦を考え直すことにした。そのためにも、まずは日毬の母親と話し合ってみる必要があるだろう。もしも母親が納得しないまま日毬の退学を受けたのだとしたら、俺が最後まで力を尽くして抗議しなくてはならない。弁護士を立ててでも闘う必要がある。

「対応策を検討し、また来るかもしれません。では失礼」

　俺の言葉に、女教師は答えもしなかった。
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　菓か子し折おりを持参し、俺は日毬の家の門を叩いた。

　いずれにせよ、日毬の処分が決まる前には一度顔を出しておく必要があった。高校退学のニュースのせいで急きゅう遽きょやってくることになったが、丁度いい機会だ。

　通された床の間で、テーブルを挟んで母親──神楽京きょう子こと向き合った。日毬の姉──神楽凪なぎ紗さは、前回来たときと同様、座敷の隅で謙虚に正座して控えている。

　俺は二人に頭を下げた。

「今回のことは私の責任です。なんとお詫びしていいか……」

「うちにやってきた調査官にお聞きしましたが、日毬にお会いになられたそうですね。日毬は、後悔していましたか？」

　凜りんとした声で京子が確認してきた。

　俺は控え目に首をふる。

「いえ……それはまったく……」

「そうでしょう。ならば、誰の責任でもありません。もちろん織葉さん、あなたが責任を感じる必要もないことです」

「そう仰って頂くと、いくぶん気分が和らぎます。ですが高校から退学を申し渡された件は、やはり残念に思わざるをえません」

「いいではないですか。もし今後も日毬が高校に通いたいならば、公立に移ればいいだけの話です。新しい学校への転入を日毬が望むなら、すぐに手続きを取ります。すでに日毬は社会で仕事をしている身分ですから、日毬が必要だと感じなければ、わざわざ通う必要もないでしょう。日毬はもう十分に大人です。私たちには、日毬を正しく育て上げてきた自信があります。あとは、日毬が判断すべきことです」

　たしかにそうなんだろう。日毬が誰よりも立派な教育を受けていることは一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。教育が行き過ぎている気もするが、日毬の礼儀正しさや誠実さはこの家庭での教えによって培われてきたはずで、どこに出しても恥ずかしくない女の子であることに疑いない。

「なるほど……。調査官はいつ来られたんですか？」

「昨日、いらっしゃいました。織葉さんとも長々とお話をされ、だいたい調査は終わっていると仰っていました。おそらく、日毬はすぐにでも家に帰れるだろうという見解でしたね」

「そうですか、それは良かった」

「私の方もお礼を述べなくてはなりません。織葉さんがわざわざ少年鑑別所まで足を運ばれ、日毬にまで会って下さったことに感謝しています。あの子はきっと、とても喜んでいるでしょう」

「私としても、日毬さんとは一刻も早くお話ししたいところでしたから……。……ところで、湾岸警察署から少年鑑別所への移送の騒動を見る限り、日毬さんが釈放となった場合、大変な混乱が予想されます。保護者の方のどなたかが日毬さんを引き取りに行くことになると思いますが、その際は私も同行させて下さい。騒動を少しでも収めるお役に立てればと思います」

「あれほどの騒動になるとは思いもよりませんでしたね……。うちにも記者たちが頻繁にやってきて、追い返すのに一苦労です」

　京子の言葉に、俺はハッとした。

「それは配慮が足りませんでした！　誠に申し訳ありません。さまざまな出来事に混乱し、ここに記者たちが押しかけてくることまでは気が回らないでおりました……」

　考えてみれば当然のことだ。しかし俺は、そこまで頭が回らなかった。迷惑をかけたことを、俺はひたすら陳ちん謝しゃした。

「お気になさらずに。追い返しても帰らない記者もおりますが、扉を開けなければいいだけです。買い物などは、道場に通っている門もん弟ていらに頼めばやってくれますから」

「しかし、放置しておくわけにもいきません。……そうですね、ではこうします。私が記者会見を開いて、事件のあらましや、日毬さんの人となりについて、記者たちが知りたいことを可能な範囲で受け答えしていくことにします。そうすれば、情報を探し歩いてここまで押し寄せる記者たちはいなくなるでしょう」

「ご迷惑ではないのですか？」

「それがプロダクションの仕事です。もっと早くに気づいて差し上げられなくて、お恥ずかしい限りです……」

「……これだけ有名になってしまったということは、日毬は目標に一歩近づいたということなのでしょうか？」

　京子の問いかけに、俺は深くうなずく。

「ええ。着実に、日毬さんは目標に向けて前進しています。すごい女の子だと思います」

「やはり日毬を迎えに行く際は、マスコミの方々がたくさんやってくることになるのでしょうか？」

「間違いありません」

「……」

　無表情のまま京子は目を瞑つむった。どう対応すべきか思案しているようだった。

　ふいに部屋の隅に控えていた凪紗が、物柔らかに口にする。

「母上、日毬の迎えには私が参りましょう。母上は足が悪い。何があるかわかりません」

　足が悪いのか……気がつかなかった……。言われてみれば、ここに礼儀正しく腰かけている姿しか俺は見たことがなかった。

　京子が凪紗を振り返る。

「……凪紗も民法上は未成年ではないですか。裁判所はそれで良いのですか？」

「事情は斟しん酌しゃくしてくれるはずです。それに日毬も、母上がわざわざ少年鑑別所へ足を運ぶことは望まないでしょう。私と織葉殿にお任せ下さい」

「はい、任せて下さい。ご心配には及びません」

　俺も追従した。身動きが取りやすい俺と凪紗で足を運んだ方が、マスコミに囲まれるような不測の事態にも対応しやすいに違いない。

「……わかりました。ではお二人にお任せしましょう。織葉さん、どうかよろしくお願い致します」

　京子は決断し、俺に頭を下げてきた。

　凪紗も続く。

「裁判所から何らかの連絡がありましたら、すぐに織葉殿にご連絡差し上げます。お手を煩わせてしまい恐縮ですが、お手伝い下さると嬉しく思います」

　俺は丁てい寧ねいに応じ、神楽家からの連絡を待つことにしたのだった。
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　日毬の本宅に訪問しようと躍起になっている記者たちを黙らせるため、母親とも約束した記者会見を開くことになった。

　各メディアに対してＦＡＸとメールで通達すると、予定した日時に、待ってましたとばかりに記者たちが押し寄せてきた。

　記者会見場は、昨日も借りた事務所の傍の仮会議室で、一番大きな部屋をレンタルした。二〇〇人は入れる部屋だ。

　しかしフタを開けてみれば、記者会見にやってきた記者やカメラマンの数は二〇〇人を優に超え、会場いっぱいを埋めつくし、立ち見が出るほどの盛況だった。四、五〇〇人はいるのではないだろうか。あらゆる媒体、メディアからこぞって参加者があった。

　記者たちを前に、俺は話を切り出してゆく。

「今日はお集まり頂きありがとうございます。まさかこれほどの数になるとは、私も予想していませんでした。手狭な場所になってしまい申し訳ありません」

　会場を見渡しながら続ける。

「さてまずは、神楽が現在おかれた状況を、簡単にご説明させて頂きます。神楽が少年鑑別所に移送されたことは皆さんご存じだと思いますが──」

　それから俺は、当たり障りない範囲で日毬の状況を語って聞かせた。あくまで一般的な範囲内であり、俺が喋しゃべる情報の大部分は、すでに記者たちも調べていることだった。それでも、こうした公的な場で語るということは大事なことだ。一度放送してしまった内容だったとしても、二度目のニュースとして放送できる。

　もちろん「もうすぐ家に帰れると思う」などという調査官の見解には一切触れることはない。せっかく家庭裁判所が良い形で終結を図ろうとしてくれているのに、俺が下へ手たなことを言ってマスコミの反発を招くようなことがあれば、事が荒立ってしまうからだ。

　約一五分間にわたり、滔々と俺は説明を続けていった。

　最後に、日毬とは少年鑑別所で面会を果たし、非常に元気そうだったということを付け加えた。

　質疑応答の時間に移ると、記者たちは次々と手を挙げてくる。

　目の前の記者を俺は指名し、マイクを渡した。記者は立ち上がる。

「芸スポの木村です。ひまりんの芸能界への復帰はいつくらいになるのでしょうか？　国民が最も知りたがっているところなので、ぜひお聞かせください」

　いつの間にか日毬を『ひまりん』と呼ぶ人が増えているようだった。以前、三人のヤンキーが『ひまりん』とテレビの前で呼び掛けて以来、普通に使われ出した愛称だ。もしかすると、それ以前からネットで使用されていた言葉なのかもしれないし、あの族たちが産み出した言葉なのかもしれなかった。語ご呂ろが良く、呼びやすい。日毬もきっと気に入ることだろう。

　俺は淡々と質問に応じてゆく。

「それは第一に、家庭裁判所が、いつ、どのような処分を下すかにかかっていると思います。それほど掛からずに結論が出るものと思われますので、この場での具体的なコメントは差し控えさせて頂いてもよろしいでしょうか」

　あくまで今日の目的は、公的な記者会見をすることでメディアの鬱うっ積せきを和らげ、日毬の家に記者たちが押しかけるような事態をなくすことだった。だから、芸能界復帰の期待感を醸じょう成せいする必要性もそれほど大きくない。むしろ話題が今後も継続していくことは確実だから、あえて期待させないでおいて、ふとした瞬間に記者たちの不満を一気に解放した方が広告宣伝としては正解だ。

　記者は食い下がってくる。

「ですが少年鑑別所に入っている期間も終わるはずですし、保護観察が必要な事件かどうかも微妙な気がします。すぐに復帰しようと思えばできますよね？」

「ですから、いま私の口から具体的な日取りを申し上げる段階にはないということです」

「活動の自じ粛しゅくもありえるということでしょうか？」

「それは考えておりません。復帰を待ち望んでくれているファンがいる以上、一刻も早い活動の再開は最低限の礼儀だと考えております。ただし復帰時期の明言は、現時点ではできかねるということです」

　それからしばらく、根掘り葉掘り日毬の復帰話が続いたが、俺はあえて断定的なことは言わなかった。

　次の記者だ。

「東洋テレビ、島野です。ひまりんの復帰の意志は堅いのでしょうか？」

「はい。神楽が政治団体を運営していることは有名になってしまいましたが、もともと彼女は政治家を志こころざしています。彼女としては、アイドル活動と政治活動は同一のものと考えており、復帰するのは当然のことと言えるでしょう。ただ、時期についてはお答えできないということです」

「復帰後、どのような活動が中心になる予定ですか？　今までのようにグラビア中心でいくのか、ドラマや舞台などの女優の方向性がありえるのか、あるいは歌の方に進出してみるとか……計画が決まっていれば、教えて頂ければと思うのですが……」

「グラビアは神楽の中心になっていた取り組みで、根強いファンの方もいます。そのため、復帰後もグラビアに登場していくことになると思います。楽しみにしておいて下さい。それ以外の活動ですが、まだそこまでの青写真を描いてはおりません。方向性が決まれば随ずい時じ告知して参りますので、今しばらくお待ちください」

　嫌なヤツが手を挙げた。しかし応じないわけにはいかない。

　以前、日毬の取材で敵対姿勢だった記者だった。

「東西新聞、伊藤です。今回の事件では、ずいぶん国民を騒がせたと思います。彼女は酷ひどいことをした。そもそも、彼女は反省しているのでしょうか？」

「はい、非行事実は厳げん粛しゅくに受け止め、つとに反省しております」

　そう言うしかない。質問を発する記者自身も、そういう答えを望んでいるのである。茶番だが、付き合ってあげねばならない。

「言葉だけでは信用なりませんね。彼女は、どういう贖しょく罪ざいをするつもりなんですか？」

「警察や少年鑑別所において厳しく処遇をされていることで、みそぎは済んでいるものと考えています」

　俺が粛しゅく々しゅくと応じると、記者はバカにしたような声を上げる。

「それだけ？　何にもやってないじゃないですか！」

「そうでしょうか。神楽は同年代のどんな子よりも、社会のために活動しています。いや、大抵の大人たちですら、とても神楽の域には達していないでしょう。彼女が日々ボランティア活動に勤しんでいることは、ここ最近、ずいぶん頻繁に報道されることになりました。彼女は誰に褒ほめられることも求めず、芸能界入りするずっと以前から、熱心にボランティア活動に取り組み続けていることは周知の通りです。そういう神楽の心からの取り組みを視聴者の方々が見て取って下さったからこそ、これだけ短期間でファンが増えたのだと思います。……東西新聞……ええと、伊藤さんでしたっけ……。あなたは、どんな社会奉仕をやっていますか？」

「……私は記事を書くことで社会奉仕をしています。以上、質問は終わりで結構です」

　さらに追い打ちをかけてやりたいところだったが、記者は一方的に質問を打ち切って座ってしまった。こういう輩を深追いしても仕方がない。

　別の記者にマイクが回された。

「週刊ウェンズの石井です。神楽さんは学校を退学になりましたね。このことについて──」

　それから質疑応答は約一時間半も続いた。

　俺は終始、当たり障りない応答で、記者たちの質問を捌さばいていった。大事なのは、今このタイミングで行う俺の説明ではない。すべては、日毬が戻ってきた後の記者会見だろう。

　しかしひとまず日毬の家庭に迷惑をかける心配も減るだろうし、日毬の復帰直後、話題が盛り上がる役目は果たしてくれるのではないだろうか。
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　日毬のニュースをテレビで追っていたときに、携帯に連絡が入った。日毬の自宅からだった。

「織葉殿の携帯でよろしかったですか？」

　凪紗の声だ。

「はい織葉です。凪紗さん？」

「そうです。家庭裁判所から連絡がありまして、明日、日毬を引き取りにいくことになりました」

「了解。鑑別所の周辺にはマスコミがいるはずだし、この事件に関係してる人はたくさんいるから、おそらく事前に情報が漏れると考えていい。日毬の釈放となれば大変な騒動になる。だから、こっちを出るときから一緒しよう」

「そうしてもらえると心強いです。織葉殿にはお手間ばかり取らせてしまって申し訳ありませんが……」

「じゃあ若わか松まつ河かわ田だで待ち合わせでいい？　大江戸線で練ねり馬ままで行けるから」

　そして落ち合う時間を決め、一言二言会話を交わして電話を置いた。
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　若松河田駅の前。

　午前一〇時三〇分に凪紗とここで待ち合わせである。日毬の引き取りは一三時だから、その前には鑑別所に入っている予定だ。

　時間通りに凪紗はやってきた。凪紗の姿は、遠目にも一いち目もく瞭りょう然ぜんだった。あまりに際立っていたからだ。

　もともと凪紗は超然とした美人だから歩いているだけで目立つのだが、そういう際立ち方ではない。使い古した白の道場着に、紫し紺こんの袴はかま──稽けい古こ着ぎだったのだ！　靴はゲタか草鞋わらじではないかと心配したが、ごくごく普通のスニーカーだった。

　凪紗は俺の下へとやってくると、礼儀正しくお辞儀をしてくる。

「おはようございます、織葉殿」

「今日はよろしく。じゃあ行こう」

　駅を降り改札をくぐると、電車はすぐにやってきた。

　電車は空いている。俺たちは並んで腰かけた。

　どうしても気になって仕方ないので、話を振ってみる。

「……稽古着、なんだ……」

　似合っている気もするが、その際立った美貌と相まって、あまりに目立つ。

　生真面目な表情をしていた凪紗の顔が、急にゆがむ。

「……。へ、変、でしょうか……？」

「まぁ、剣道の練習をした帰りだと考えれば納得できるけど……街中をずっとその格好だと、少し不自然かも」

「……ランニングの時に着るジャージもありましたが……お役所にジャージはどうかなと思いましたので……」

　どうしてジャージという発想になるのだろうか。もっと普通の服でいいのだが……。日毬と同様、普通の女の子が着るような洋服はあまり着用しないのかもしれない。

　さらに俺は突っ込んで訊いてみる。

「買い物とかもその格好だったりする？」

「この格好のときもありますし、ジャージのときもあります……」

「もしや普段着も、稽古着かジャージ？」

　そう確認すると、凪紗は視線を伏せ、赤くなってしまった。困らせるつもりはなかったのだが……。

「そう、です……。やっぱりどうかと思いますよね……。最近、日毬がいろんな格好をするようになって、羨うらやましいなって思います」

　凪紗の口調は弱々しかった。

「日毬も最近まで、普通の洋服は着たことなかったからね」

「でもあの子は高校生でしたから、制服を着ていれば良かったんです。私はもう制服を着るわけにもいきませんし、自分でもどうかなと思っていました……。だからといって、お洒落しゃれなお店にお洋服を見にいけるような服も持っていないので……」

　なるほど、すべてわかった。別にジャージや稽古着にこだわりがあったわけではなくて、単に他の服がなかっただけなのだ。

　それにしてもだ……「服を買いにいくための服がない」というのは、典型的な引ひき籠こもりのパターンではないだろうか。

　もっとも凪紗は引き籠もりではないだろうし、すでに道場主という仕事も持っている。それでもやはり、恥ずかしがる彼女の姿は、なんだかとても微笑ましい。

「日毬の服を借りればよくない？」

　そう俺は訊いてみた。

　凪紗は、日毬より背が高めで、若干スレンダーかもしれない。パッと見、凪紗は一六〇センチを少し超えたくらいだと思える。日毬は一五七センチ弱。バストは日毬の方があるように思えたが、それは単に身長が低いからだろうか。背が低めだと、同じスリーサイズでも胸が大きく見えるものだ。

　しかし姉し妹まいだけに、そこまで違いがあるわけでもない。その気になれば同じ服を着られるだろう。

　凪紗は視線を上げたり下げたりと、きまり悪そうに口にする。

「そうですね……日毬も、着てもいいと言ってくれるんですが、慣れていないので、なんだか恥ずかしいのです……。しばらく日毬のお洋服を借りて慣れないと……。とても今日、いきなり着てくる勇気は持てませんでした……」

　普通の服を着るのに勇気がいるとは新鮮だ。家で会ったときは毅き然ぜんとして見えた凪紗は、実は想像以上に繊細な子なのかもしれない。

「大丈夫。凪紗なら、どんな服を着ても似合うはずだよ。日毬だってすぐに洋服を着るようになったし、今じゃファッションモデルまでやってるわけだからね」

「あの子は、私よりもずっと努力家ですから。どんなに辛いことでも、お洋服を着ることでも、日毬は懸命に踏ん張って乗り越えようとするんです。織葉殿なら、わかりますよね？」

　わからない。洋服を着るのに努力とかあるのだろうか。

　俺は話を切り替える。

「そうだ。凪紗に聞いてみたいと思ってたんだけど、アイドルとしてデビューするつもり、ないかな？　日毬がこれだけ有名になったから、凪紗も今なら確実にスターダムにのし上がれる」

「できません……。絶対に……」

　凪紗は顔を伏せ、大きく首を振った。

「無む理り強じいするつもりはないけどね。でも最初は恥ずかしがってた日毬だって、こなせるようになってる。凪紗も、もしその気になればやれるよ」

「日毬だって、本当は今でも、嫌で嫌で仕方がないはずです。水着撮影をする前の晩とか、ずっと遅くまで道場で坐ざ禅ぜんを組んでいるんです。きっと精神統一して雑念を振り払わないと、なかなかできないんじゃないでしょうか。それでも自分の目標があり、そこに到達するためにやむなしというのが、あの子の判断なのでしょう」

　日毬は水着になるために、坐禅で精神統一までしていたのか……。初めて聞いた……。

　凪紗は続ける。

「……私には、日毬のような高い目標はありません。ひたむきに剣の腕を磨き、新しい精神の境地を見出していくことが私の喜びなんです。ですから、私がアイドルになるなんて、天地がひっくり返ってもありえないことです……」

「そうかぁ……残念だ。もしアイドルになってくれたら、姉妹しまいで相当な人気がでると思ったから……。凪紗って、かなり男に言い寄られたりしない？」

　俺の問いかけに、凪紗は顔をゆがませる。

「……どうでしょう……。……中学や高校では、恋こい文ぶみをもらったり、告白されたりしたことは何度もあるんです。でも、私は剣一筋に生きていこうと決めていましたから、すべてお断りしました」

「日毬は、男の子に言い寄られたことはただの一度もなかったらしい。凪紗はどうして違ったんだろう？」

「日毬はいつでも政治活動に懸命でしたから……。私は日毬と違って、学校でも、目立たない静かな方だったと思います。だから男の子たちに狙われたんじゃないでしょうか……。告白されるたびに、なんだかとても怖かったのを覚えています……。幸いにも私は剣の腕があったので、意を決して断り続けることができたんです」

　昨日まで俺は、凪紗はもっと勇ゆう壮そうな女の子だと思っていた。しかし、いざこうしてゆっくり話す機会をもってみれば、意外にもデリケートな子で、俺はただただ驚いていた。

　日毬も堅けん剛ごうに見えるが、その実、根底は決して強い女の子ではない。やはり姉妹だけあって、大本の部分で二人は似通っているようだった。しかし目指す方向性や理想はまったく違うものだから、外向きの姿勢が逆方向になってしまっているに違いない。

　日毬は決して表で弱音を吐と露ろするようなことはせず、いつでも頑固一徹な姿勢を貫く。そして政権の奪取という、とんでもない目標を持っている女の子だ。

　一方の凪紗は、礼儀正しく真摯だが、俺の目の前で弱々しい姿を隠さない。剣の道にさえ生きられれば十分に満ち足りていて、それ以外の浮き世の出来事には大して興味を持っていないようだった。

　それから俺は神楽家の日常生活などを聞きながら、地下鉄で鑑別所へと向かったのだった。
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　地下鉄の駅から地上へ出ると、さっそく携帯に電話が鳴った。

　知らない電話番号である。

「週刊イーストの坂上です。織葉社長、ひまりんが釈放されるのは本日の一三時という情報がありますが、本当ですか⁉」

　電話を取るとすぐ、出し抜けに記者はまくしたてた。

　記者会見のあとに名刺交換した記者だった。

　それから軽いやり取りを交わして携帯を切ると、またすぐに次の記者から掛かってきた。情報が行き渡り始めたようだった。これは大変な事態になりそうだ。

　俺は電話の電源を切った。鳴りっぱなしになることが予想されたからだ。

　心配そうな様子の凪紗に、俺は言う。

「やっぱり記者たちには広まってる。たぶんテレビでは今頃、すでに報道されているんじゃないかな」

「そうですか……。こんな格好で来てしまって、やはりまずかったのでしょうか……」

　電車で俺が服装について指摘したせいで、凪紗はしきりに稽古着を気にし始めてしまったらしい。

「大丈夫さ。凪紗はメディアに気を遣つかう必要なんてないんだから、自分が過ごしやすい格好で十分だ」

　そう言って安心させようとしたが、凪紗は落ち着かないようだった。

　俺は辺りを見回した。駅周辺にはメディアの影はない。

「近場のレンタカーショップで車を借りて行こうと思う。湾岸警察署のときのような騒動になる可能性があるから、歩いて帰るわけにはいかない」

「なるほど……。やはり織葉殿に同行して頂いて良かったです。私一人だと大変なことになっていたでしょう」

　念のためと思い、俺は予め用意していた道具をカバンから取り出した。

「それから、これ、着けておいた方がいい。一〇〇円ショップで買ったキャップと、うちにあった俺のサングラスだけど。日毬の姉だと知られると、鑑別所に辿り着く前に取材を強行しようとするメディアに遭そう遇ぐうするかもしれない」

「わかりました。ありがたく、お借り致します」

　少しも躊ちゅう躇ちょせず、凪紗は無地のブルーのキャップと、サングラスを取り付けた。

　凪紗の稽古着姿は日常の風景にはそぐわないものだったが、彼女自身の美しさと相まって堂々としたものだった。しかし安っぽいキャップと、男性用のサングラスをかけると、稽古着とのギャップが大きすぎ、いかにも怪しい感じが漂ただよいだした。

「……着けない方が似合うんだけど……今は仕方ないか……」

「では参りましょう、織葉殿」

　そして不自然な出いで立たちになってしまった凪紗と一緒に、レンタカーショップに向かったのだった。
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　鑑別所に着くと待合室に案内され、俺と凪紗は静かに座って待っていた。

　もうすぐ一三時、日毬が釈放される時間だ。

　コンコンとノックが鳴ったので、俺たちは揃って立ち上がった。

　最初に姿を現したのは、日毬の周辺の下調べを担当した調査官。その後ろに、日毬が続いていた。

　調査官は明るく声をかけてくる。

「先日はどうも。積極的にご協力頂けたおかげで、スムーズに事を運ぶことができました」

「颯斗……姉上……」

　日毬は小さく口にし、凪紗に歩み寄った。

　凪紗は優しく応じ、日毬に両腕を伸ばす。

「おかえりなさい、日毬」

　そして日毬と凪紗は自然に抱き合った。

　二人の様子を眺めながら、俺は調査官に礼を言う。

「この度はいろいろありがとうございました。こうして素早く対処して頂けたのも、あなたのおかげです」

「とんでもない。神楽さんがどこから見ても立派だったからですよ。それに尽きます。今回のことで、私も熱烈なファンになりました。これからはひっそりと、ひまりんを応援しようと思います。プロダクション、頑張って下さい」

　しばらく日毬は凪紗の肩のあたりに顔を沈めていたが、やがてゆっくりと顔を上げる。

「姉上にも母上にも、ずいぶん面倒をかけてしまった。嫌な思いをさせたろう」

「少しも面倒ではありませんし、嫌な思いもしていませんよ。日毬、おつとめご苦労さまです」

「ところで姉上、その格好はどうしたのだ？」

「……け、稽古着のことですか？　先ほども、織葉殿に指摘されたばかりなのです」

　凪紗は頰を染めて口にした。

「違う。姉上にサングラスは似合わない。それに、稽古着に帽ぼう子しを被っているのはあまり絵にならない気がするぞ」

　凪紗の代わりに俺が応じる。

「外にマスコミがたくさんいてな。凪紗が目立たないよう、身につけてもらったんだ」

「余計に目立っていると思うが……」

　日毬はしげしげと凪紗を見やった。

「そうだけど、姉妹だけに、日毬だと誤解されたら大変なことになるからな。凪紗にマスコミが殺到しかねない」

「なるほど……そうかもしれない。うむ、ミステリアスな格好だが、今はこちらの方がいいな」

　納得したように日毬は何度かうなずいた。

　凪紗は悲愴感を漂わせて俺を見る。

「メディアの人たちにマイクを突き立てられたりしたら、私はきっと卒倒してしまいます……」

「大丈夫だ姉上。あのような連中など、私が追い払ってみせる。姉上には指一本触れさせないぞ」

　俺が答える代わりに、日毬が力強く請け負ったのだった。





◇






　調査官の案内に従って玄関にいくと、そこにはぞろぞろと人が待っていた。

　少年心理を鑑定する専門家たちだろうか、白衣を着た女性や、スーツ姿の男性など、多種多様な人たちが並んでいた。

　居並ぶ人たちが日毬に声援を送ってくる。

「日毬ちゃん、お外でも頑張ってね！」

「大活躍してくれよ。応援してるからな、ひまりん！」

　すぐに日毬は取り囲まれ、握手を交わしていった。

「ありがとう……。恩に着るぞ……。私は少年鑑別所に来ることができて良かった……」

　調査官が俺たちに向けて言う。

「外は大変なことになってますよ。一応、交通整理のために警察署からたくさん人員を派遣してもらいましたが……簡単には車で出られないかもしれません」

　窓の外を覗くと、人混みは大変なことになっていた。

　そろそろ日毬が出て行く時間だということが知れ渡っているからだろう、少年鑑別所の表玄関には、テレビ局のカメラがズラリと居並んでいた。もちろん新聞社や雑誌社のカメラマン、記者たちなども忙しく立ち回っている。そのさらに外側には、旭日旗を掲げた群衆が、今か今かと日毬の登場を待っていた。湾岸警察署のときよりも、さらに数倍増しの人波に見えた。

「すごいことになってるな……」

　思わず俺は感嘆の声を上げた。

「私を待ってくれていた人たちなのか……。ありがとう……」

　日毬は感極まったように言った。

「帰れるんでしょうか……」

　凪紗は憂いをいっそう強くしていた。

　大変なことになるのは明らかだったが、かといっていつまでもここにいるわけにもいかない。帰らなくてはならないのだ。

　意を決し、俺たちは表玄関を押し開く。

　すると群衆は、一斉にどよめいた。

　日毬が外へと踏み出すと、フラッシュは辺り一面を包み込む。激しい閃光に目が眩くらんだ。

　事前に警察はロープを張り、帰り道を作ってくれていたようだ。ロープ際では、警察官たちが群衆を制止している。

「ひまり───ん！　ひまり───ん！」

　今にもロープを乗り越えるようにして絶叫しながらハンカチを振る女の子は、なぜか大粒の涙を流していた。

　あらゆる方向から声援が届く。

「こっち向いてひまり───ん！」

「ひまりーん！　総理大臣になる日を待ってるからな！」

　やがて群衆の声はひとつにまとまり始め、地響きかと思われるほどの日毬コールが一面を覆い尽くしていった。

「ひまり！　ひまり！　ひまり！　ひまり！　ひまり！」

「ひまり！　ひまり！　ひまり！　ひまり！　ひまり！」

「ひまり！　ひまり！　ひまり！　ひまり！　ひまり！」

　あまりの喧けん騒そうに、ただただ俺たちは呆然と立ち尽くしたのだった。
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　日ひ比び谷やにあるホテルのホールを借り、日毬の記者会見を開くことになった。

　前回の俺の記者会見の際に、借りた会議室の倍の人数が集まってしまったことを反省し、数百人が優に入れるホテル会場を借りることにしたのだった。また当然、このタイミングで大々的に記者会見を行うことで、日毬の芸能界復帰をセンセーショナルに扱ってもらいたいという狙いもある。

　詰めかけた記者とカメラマンは合わせて七〇〇人を超え、会場は熱気と喧騒に包まれていた。取材クルーが揃ってやってきたような大手もあるし、ネットニュース媒体やフリージャーナリストの類まで、芸能記者に留まらず幅広い取材陣が集まっていた。

　予定時刻ちょうど。

　日毬が先頭に立ち、続いて俺が壇だん上じょうへと上がっていった。

　会場のざわめきは収まり、代わって拍手が鳴り響く。

　日毬を中央に座らせ、俺はその隣に腰かけた。

　司会進行役を務める女の子は用意していないので、俺が兼ねることになっていた。由ゆ佳か里りに頼めば喜んで引き受けてくれるだろうが、勤務時間中の会社員にやらせるわけにはいかない。万一部長に見つかったら──いや、目立つ席だから見つかるに違いないが──ただ事では済まなくなってしまう。

　詰めかけた会場いっぱいの記者たちを眺め回し、俺は話を切り出してゆく。

「さて、お忙しいなか、こうしてお集まり頂き誠にありがとうございます。これより、神楽日毬のアイドル復帰記者会見を開かせて頂きます。まずは神楽自身の言葉で今回の事件について語ってもらい、その後に質疑応答に移らせて頂きます。質疑応答の時間は十分に取っておりますので、慌てずごゆっくり、質問の方をお願いいたします」

　そして俺は日毬を見やり、うなずいた。

　日毬もうなずき返してきて、マイクに顔を近づける。

　そして淡々とした口調で、日毬は語り出す。

「真正なる右翼は、日本に私ただ一人である。私は人生のすべてをかけて、国家の未来のために戦う覚悟だ。日本とは、つまり私のことである」

　いつもの日毬の第一声。

　しかし声には激した様子もなく、落ち着いたトーンだった。

「真正なる右翼は、日本に私ただ一人である。日本の行く末は、私の両肩に掛かっているのだと自負している。私は天下万民らの期待を背負い、全身全霊をかけて闘う。私は日本国家のためにこの一命を捧げる所存である」

　そこでいったん言葉を切った日毬は、大きく息をはき出した。記者たちを眺めやり、そして静かに語り出す。

「これから私が、今回の事件を引き起こした理由を説明していこう。……私のマネージャーは、ある同業者によって恫どう喝かつされていた。もちろん我々はそんな脅おどしには屈しなかったが、すぐにメディア各社に圧力がかかり始めた──」

　それから日毬は、ゆっくりと、かいつまんで状況を説明していった。アステッドプロの名前までは出さなかったが、日毬の討ち入りはアステッドプロに対して行われたわけで、この映像を見ている視聴者は誰もが予想できるだろう。

　細かな説明は省はぶきつつ、かいつまんで要点を取り上げていく日毬の説明はわかりやすかった。今日の記者会見のために頭を整理してきたのだろう。

「──私が何より苛いら立だたしく感じたのは、メディア各社の姿勢だった。こうした圧力にあっさり屈するメディアの姿勢は、ブラックな筋を遠ざけようとする近年のスタンスと、まったく矛盾したものではないのか？　いや仮にブラックな相手を敬遠したとしても、まともな相手からの圧力だったら、すぐに報道姿勢を変えるのか？」

　いくらか日毬の声には熱が籠もり始めているようだった。自分の演説に気持ちを制御できなくなることはあるものだ。こうなると、つい演説者は、言わなくてもいいことにまで言及してしまうものである。かといってスピーチを止めるわけにもいかない。

　案の定、日毬は会場を指差し、声を荒らげ始める。

「貴き公こうらが自分のネットワークで勝手にやるというなら自由だ。好きにするといい。だが公共の電波をタダ同然で使い、見て見ぬフリを決め込んで商売第一に考える姿勢は、天下万民に対する背信行為として裁かれるべきだ。公共の電波を返還せよ。さもなくば貴公らが稼ぎ出した高給の一部を国民に返還せよ。……貴公らの薄汚い二に枚まい舌じた、いずれ成敗してやらねばなるまい。私が政権を奪取した暁あかつきには、まっさきに貴公らに行政処分を加えてやるから覚悟しておくことだ」

　明らかに言い過ぎである。

　俺は眉をひそめてうなだれた。俺たちとて、メディアに乗っかって商売をしなくてはプロダクションが成り立たないのだから、テレビを敵に回すような言動は慎つつしむべきだった。

　しかしだ……もうこれは素のままの日毬だと言うしかない。

　当初の俺は、日毬の素をなんとか世間から隠し通しながら、アイドルとして成功させようと四苦八苦してきた。しかし結局、それはあまり芳かんばしい成果を収められなかった。

　翻ひるがえって、ある日を境に日毬が全国的に名を馳せることになったのは、素のままの日毬が世間に広まっていったからだった。右翼的な言動の数々は世間を瞠どう目もくさせ、賛否両論を巻き起こした。それがさらに日毬の知名度を押し上げる力になったのは疑いない。そしてついには、ライブ中継された非行が日毬を決定的に人々に印象付ける事件になり、ここまでの名声を得ることができたのだ。

　要するに、俺の常識的なやり方は、すべて間違っていたということだ。俺とて蒼通に在籍し、広告宣伝には精通していると思い込んでいたのに、自身を過信していただけだった。

　日毬のスピーチに意見したい気持ちはある。「ほとほと困った」というのが正直な思いだ。しかし、力を振り絞ってでも、口を出してはいけない。ことマーケティング面においては日毬の方が正しいと、ありありと証明されたのだから。

　俺は腹に力を込め、静かに日毬を見守った。

　日毬は演説を続けている。先ほど荒らげた声よりも、いくらか落ち着いたものに戻っていた。

「私はかつて、現マネージャーから次のようなアドバイスを受けた。『政治的な頂点を目指すのならば、アイドルとして成功することが最短の道だ』と。当時の私は半信半疑だったが……今にして思えば、その意見はまったく正しいものだった。社会とはそんなものだったのかと知ったことは私の成長であり、かつまた残念極まることでもあった。あまりにも正しすぎて、とうてい信じたくないほどだ」

　普通のタレントならば、ここまで自分を打ち明けることなどしないだろう。隠していた方が得なはずだ。しかし日毬はそんな器用な子ではないし、何もかもを真っ正面から貫き通そうとするサムライのような子でもあった。

「万民が真に賢くなることだけが、優れた社会を形作る唯一の道だと私は思う。……その道のりは遠かろう。不可能に近い目標かもしれない。それでも私が政治的な頂点に到達した暁には、ぜひともそのような社会の実現に邁まい進しんしてみたいものだ。いつの日か、一人でも多くの国民がテレビを捨て去ることを、私は強く希望している」

　そこで日毬は大きく息をはき、俺を向いてうなずいた。スピーチは終わりだという合図だ。

　俺は会場に視線を向けて、何事もなかったように装って司会進行していく。

「さて、それでは次に、質疑応答に移りたいと思います。手を挙げて頂いた方にマイクを手渡しますので、立ち上がってメディア名とお名前を名乗った上で、ご質問して下さい。それではどうぞ」

　一斉に手が挙がった。

　俺は壇上を降り、最前列の一番近い質問者にマイクを手渡す。

　彼はマイクを受け取り、立ち上がった。

「デイリープレス、今西です。先日ライブ中継されたスピーチの、ひまりんの言葉『私は処女である』が大ブレイク中です。ネットを中心にあらゆるところでこのフレーズが語られるようになりましたが、何かご感想はありますか？」

「……ふむ。私は事実を述べただけだ。なぜブレイクしているのかわからないな」

　日毬は不思議そうに眉をひそめた。

　最初は非行事件の話題が中心になると思っていたのに、まったく違う質問だった。もうメディアは、あの事件のことなど半ばどうでもいいのだろう。日毬自身のことを知りたくてたまらないのだ。それに日毬を相手にする場合、下手にアステッド絡みの質問をして切り返されると、メディアは自分自身の首をしめかねない。

　記者は質問を続ける。

「なるほど……。『私は処女である』は流行語大賞へのノミネートが確実視されていますし、これほど話題になっているのなら、大賞も狙える可能性が高いです。これについてコメントを頂けますか？」

「流行語大賞がどれほど重要なことなのか私には不明だが……それがアイドル活動や政治活動にプラスになるのであれば歓迎したいところだ」

「ひまりんは貞てい烈れつを守るのは当然だと断言されましたね。それと比べれば、昨今の女性の貞てい操そう観かん念ねんはずいぶん違うものになってしまっていると思われます。ひまりんは、他の若い女性たちに語っておきたいことはありませんか？」

　記者の質問に、日毬は真剣に考える表情になった。中空に視線を走らせる。

　やがて考えがまとまったのか、日毬はマイクに口元を近づけた。

「もともと我が国において、一般庶民が貞操観念というものを強く認識するようになったのは、明治以降のことである。それほど歴史がある観念ではないし、貞操観念を当然とする見方は、女性差別にも繫がる可能性があるだろう。女性の貞操を当然だとするなら、男性にも同様に貞操を求めるべきだ。男性諸氏はそれでいいと言うのだな？　まずはその辺りからよく考えてみることだ。……であればこそ、最終的には個々人の自由であるように私は考える」

　ゴホンと咳払いし、日毬は続けてゆく。

「……一方、子孫の正統性を確保しなくてはいけない公家や武家の間では、遥か昔より女性の貞操は大切だと考えられてきた。我が神楽家は一三〇〇年ころから、天子様より拝はい受じゅした所領を守るために武器を取り、武士に近い形態に変化していった。それゆえ、家訓として貞烈を守ることは当然のことと、長い月日に亘わたって教えられている。好むと好まざるとにかかわらず、私が貞烈を守り通すのは当然のことだ。私は結婚するまで貞操を誓い、亭主となる者に操を尽くすだろう。これは個人的な趣味趣向などという次元の話ではなく、日本の歴史そのものである」

「……そ、そうでしたか……。ありがとうございます……」

　期待していた答えとは桁けた違ちがいのものだったのだろうか、記者は口元を引きつらせ、礼を言って腰かけた。そして傍で待機していた俺にマイクを返してきたので、すぐに手を挙げた次の記者へと預け渡す。

　今度は女性の記者だった。

「ヒノテレビの新しん庄じょうです。日毬さんは処女ということですが……キス……は、ありますよね？」

　いかにも意味深な口調で、記者は質問した。

　なんという低劣な質問だろうか。非行事件はどこへいったんだ？

　その質問が予想外で意表を衝つかれたのか、日毬はわずかに頰を染めた。すると、カメラのフラッシュが集中した。

　日毬はうなるように答える。

「何を根拠に。キスもまだだ」

「えー、本当ですか⁉　それほどの美貌の持ち主なのに？」

　ワイドショーの記者がするような、思わせぶりな口調で女性記者は言った。そういう番組を担当しているのだろう。そう言えばこの新庄記者は、ワイドショーの芸能担当だったことを俺は思いだしていた。何度かテレビでも見かけたことがある。

「キスと顔がどう関係すると言うのだ？　私には、貴公の疑問を理解しかねる」

「男性に迫られたことはありませんか？」

「な、ない……ただの一度もだ……」

　日毬は伏し目がちに、哀しそうな表情で言った。

　本当のことだろう。以前、本人が「私は男の子たちから嫌われている」と口惜しげに語っていたことを思い出す。

　姉の凪紗は多くの男たちから迫られたと語っていた。しかし日毬は政治活動と性格のせいで、さしもの男たちも近寄りがたかったに違いない。

「もし今後、ドラマや映画などに出演するとして……キスシーンがあれば、やりますか？」

　記者はしつこいくらいに似たような質問を続けた。どうしても日毬と、キスや恋愛を結びつけたいようだった。

「……わからない。マネージャーが決めることだ。しかし私はファーストキスもしたことがないから……できることなら受けたくないと願っている……。きっとマネージャーはわかってくれると、私は心から信じている……」

「では、ひまりんは好きな人、いますか？」

　日毬は顔を赤らめ、口元を震わせた。再びフラッシュが集中する。

　喘あえぐように日毬は応じる。

「……。……私とて人間だ……とても大事に想っている相手くらいいる……」

「大事とは、好きという意味ですよね？」

「……そうだ……」

　日毬の声は、か弱いものになっていた。

「それは、ひまりんが通っていた学校の同級生とかですか？」

「違う」

「その幸運なお相手は、他の学校の学生さんですか？」

「違う……」

「タレントさんだったり？」

「ちっ、違う！」

　ついに日毬はテーブルを叩き、大声を上げた。

「じゃあ例えば──」

　記者の質問を日毬は制して立ち上がり、逆ギレし始める。

「しつこいぞ！　前々から芸能メディアはどうかしていると考えていたが、今改めて、貴公らはどうかしていると確信した。一流大学を出てやっと大手メディアに就職したと思ったらそんな仕事か？　タレントを毎日追いかけ回して、こんな下らないネタを待ちわびるバカ視聴者たちに媚こびて……そんな仕事は不毛で恥ずかしいと思わんのか⁉」

　日毬は記者を責め始めたが、記者は引きつった愛想笑いを浮かべただけだった。

　身を乗り出すようにして日毬は訴える。

「貴公とて、もっと重要なニュースを扱いたいと願っているはずだ。必死に努力して、テレビ局への就職を勝ち取ったときの気持ちを思い出せ。親御さんが泣いているぞ。ゲスな仕事しか回してもらえないなら辞めてしまえ。人は誰しも、天下国家の為になる仕事に就くよう努力するべきだ」

　呆然と言葉を途切れさせた記者から慌てて俺はマイクを受け取り、騒ぎにならないうちに次の記者へとマイクを渡す。

　別の記者が立ち上がった。

「旭日新聞、吉本です。神楽さんの今後の活動方針について教えて頂いてもよろしいでしょうか？　どのような分野で活躍されていきたいと考えていますか？」

　日毬は腰かけ、淡々と応じてゆく。

「芸能界は、私は素しろ人うと同然だ。本などを通して理解を深めようと努めているものの、ほとんど何も知らないと言っていい。ゆえに活動の方針はマネージャーが決めることだ」

「個人的なことでいいのですが……こんなことにチャレンジしてみたいという活動はありませんか？　たとえばライブとか、舞台とか……」

「あくまで私の目標は政権の奪取である。それ以外のことは小しょう事じにすぎない。今後の活動方針については、マネージャーに私のすべてを委ゆだねている」

　高らかに言って、日毬は胸を張った。

「そう言えば……神楽さんが今回の事件を起こすキッカケになったのは、マネージャーを守ろうとしたことに端を発していますよね。それほど信頼しているということでしょうか？」

「そうだ。マネージャーは私の政治的理念を把握しており、何もかもを安心して任せることができる。世界で一番信頼している」

　ここまで断言されると、もちろん嬉しいが、さすがに気恥ずかしい気持ちもあった。

　記者は礼を言って腰かけた。

　次の相手を近場で探すと、見覚えのある記者が手を挙げていた。

　──嫌なヤツが来た……。

　事あるごとに日毬の取材にやってきて、文句ばかりをつけてくる東西新聞の記者だ。先日の俺が行った会見のときも、こいつは腹立たしい質問ばかりだった。

　マイクを渡すのを躊躇したが、しかし質問が出尽くすまで記者会見を続けることにしている。だから、避けて通ることはできない。

　嫌々ながら、俺はマイクを手渡した。

「東西新聞、伊藤です。先ほどあなたは、メディアを二枚舌呼ばわりしましたね。しかしそんなメディアに出るあなたこそ二枚舌だ」

　それは質問形式ですらなかった。因縁をつけただけだ。

　日毬も記者にはよく見覚えがあるのだろう、うんざりして言う。

「私がどのような二枚舌なのか、的確に質問してもらわないと答えようがないな。加えて私は、二枚舌を責めているわけではない。人生の機き微びを解するならば、人はときに二枚舌にならざるを得ない局面もあろう。私は、カネ優先の薄汚い二枚舌を責めているのだ」

「現に今こうしてテレビに出ているじゃないか。メディアを非難するなら、メディアに出るな」

「極左は思考が単調すぎていけない。社会とはもっと奥深いものであることを、貴公は学ぶべきだろう」

　日毬に極左呼ばわりされたうえ、子供扱いされた記者は、怒りを露わにした。

「どこが単調なんだ！　ぼくのどこが短絡的なのか言え！」

　これにはさすがに周りの記者も苦笑していた。

　日毬が答えようとするのを、俺は手を掲げて制し、記者へと向き直る。

「質問でないなら終了です。マイクを返してください」

　記者はなかなかマイクを離そうとしなかったので、最後は力任せにもぎ取った。いったん指名は終わっているから、次に手を挙げても、「二度目はダメ」と正当に拒否しやすい。

　次の記者にさっそく俺はマイクを渡す。

「ＴＢＭ、社会部の柏かしわ木ぎです。神楽さんは政治団体を主宰していますよね？　ひまりプロダクションと、ご自身の政治団体の棲み分けというか……違いを教えてください」

「誰が見ても違うものだろう。ひまりプロダクションは株式会社であって、日に本ほん大たい志し会かいは政治結社だ。適応される法律はまったく別のものだ」

「ですが政治団体が、生活の糧を得るために企業を設立するケースも多々あります。ひまりプロダクション自身が、実質的に日本大志会と同一のものではないかと指摘する有識者もおりますが、これについてはいかがですか？」

「ひまりプロダクションは私の名前を冠しているが、あくまで私は所属する一タレントにすぎない。私のマネージャーが経営している会社であって、私が総そう帥すいを務める日本大志会とは明確に別組織だ。マネージャーとは政治理念について議論をしたこともあるが、マネージャーはエドマンド・バークを源流とする新保守主義的な方向性を理想としている。政治思想的には、私と折り合う部分もあるし、相容れない部分もある。その事実だけでも、別組織だと断言できるだろう」

「しかし、マネージャーにすべてを委ねていると仰いましたが……神楽さんの理想と違う相手と組むことに不満はないのでしょうか？」

「私は満足だ。そして私は幸運だ。私が現マネージャーと離れることなど、絶対に考えられない」

　記者は一定の満足を得たようで、俺にマイクを返してきた。

　次の記者である。

「芸能読広、岩いわ垣がきです。今回の非行事件に絡み、ひまりんは通っていた高校から退学を申し渡されましたね。ニュースにもなりました。この高校の対応について、一部ファンの間では怒りの声も出ています。ひまりんはどうお考えですか？」

　非行事件に関連した質問は初めてではないだろうか。

「残念には思うが、かといって未練を感じているほどでもない。今までは高校生活と政治活動の二足のわらじだった。しかしこれからは政治活動一本に絞り、全力を挙げるいい機会を得たのかもしれないと私は考えている」

「お友達に会えなくなるのは寂しくありませんか？」

「もちろん親しい友達は何人かいたが、彼女たちとは今後もメールや電話を通して話していけばいいだけだろう？　会いたいときに普通に会えるのに、なぜ寂しく感じる必要があるのだ。永遠に別れたわけでもあるまい」

「別の高校に通う可能性はありませんか？　退学を受けて、ひまりんの受け入れを即座に表明した高校が幾つかありますが……」

「私のような非行事件を犯した者を、温かく迎えてくれようとしている高校が幾つかあるのは実にありがたいことだ。心よりお礼を申し上げる。だが、先にも申し上げたように、退学を前向きに捉えようと思う。今のところ即座に高校に復帰する必要性があるとは考えておらず、マネージャーと話し合っていこうと思う。高校に再入学する可能性はゼロではないが、今はまだ何も決めていない。しばらくは政治活動に邁まい進しんするつもりだ」

　別の記者。

「政経新聞、高たか峯みねです。神楽さんの運営されている政治団体が、危険な極右団体であるとの見方もあります。実際、右翼団体に良いイメージを持っている人はまずいません。その点を、政治団体運営者としてどうお考えになっていますか？」

「その指摘はもっともだ。なぜなら私自身、右翼団体にはあまり良いイメージを持っていないのだからな」

「ではなぜ──」

　記者が話し出そうとするのを、日毬が手で制する。

「待て、まだ話の途中だ。……私は中学の頃から政治活動に積極的に取り組んできたが、一五歳の誕生日に、やっと自分の政治結社を持つに至った。我が神楽家では一五歳になるまでは一人前の大人と考えられていないから、それまで我慢していたのだ。そして自分の政治結社を設立するのと同時、私は右翼を束ねるいくつかの団体を訪ね歩いた。私も加盟しようかと考えたからだ。しかし話を聞いたり活動を調べたりするうちに、やはり既存の右翼団体とは一線を引くべきだと考えた。結局、私は加盟するに至らず、独立した政治団体としての旗を揚げることにしたのだ」

　日毬は会場を見回し、一呼吸置いた。

「およそ八割の右翼団体が、右翼とは名ばかりである。その実態は総そう会かい屋やと似たようなものだ。企業や個人の不正を探し出し、それを種にして街がい宣せん車しゃで脅し、お金を巻き上げるビジネスモデルとなっている」

　そこで日毬は少し考える風になった。どのように話すべきか思案しているのだろうか。

「なるほど、企業や有名人の不正を発見し、追及することまでは立派な活動だろう。大手メディアでは決して追及できない闇を、彼らだからこそ追及できることもある。……それでも、お金を得た瞬間にすぐ活動をやめてしまうのはいかがなものか。いや、それ以前に、不正を発見することと、右翼であることには何の関係性もない。少なくない街宣右翼団体はビジネス行為をしているのであって、本当の意味での右翼とは言えない。だからこそ、任にん俠きょう団体から流れてくる者や、日本国籍を持たない者までが平然と右翼団体を名乗っているのだ。……もちろん中には真剣に国家の未来を憂い、命をかけて活動に取り組む者もいる。しかしそれは少数だ。人の脳みそをこじ開けて、どのような意思で活動をしているか調査することなどできないのだから、判別することは難しい」

　日毬はゆっくりと、丁寧に説明を続けてゆく。

「彼らもまた生活していかねばならないのだから、私は彼らのビジネス活動をことさら責め立てるつもりはない。彼らとは平和裏に、お互い我われ関かんせずという関係性であれば十分だ。要は、私の政治結社と、既存の八割の右翼団体とは、存在理由が違うというだけにすぎない。……ただし、私こそが日本で唯一の真正なる右翼であると、私は常に信じている。真に日本を背負うことができるのは私だけだ」

「なるほど！　明快なお答え、ありがとうございました」

　記者は納得したようだ。

　すぐに次の記者である。

「月刊政財界の塚本です。昨今、ネット右翼が勢いを増しています。そこで右翼を名乗るひまりんが、彼らをどう思っているのかお聞かせ頂いてもいいでしょうか？」

　またもや右翼に関する質問だった。しかも今度はネット右翼である。右翼団体の構成員と比べれば、ネットの住人ははるかに数が多い。日毬の支持母体のひとつにもなっており、答え方には注意しないと、無闇に敵を作ることになってしまう。日毬がどのように答えるか、俺は固かた唾ずを吞んで見守った。

「どうとも思わない。私にはまったく無関係だ。彼ら集合体が右翼を名乗っているとすれば、任俠系右翼や商売第一の右翼と同様、まったく迷めい惑わく千せん万ばんである。だが彼ら自身が右翼を名乗っているなど聞いたこともなく、大方、どこかの誰かがレッテルを貼り付けたのだろう。答える筋合いにはないと私は思う」

　ギリギリ、アリだ。ネットの住人はあまり良い感想を持たないかもしれないが、それでもネットを攻撃しているわけではない。別の存在だと言っているだけだ。ひそかに俺は胸をなで下ろした。

　しかし記者は食い下がる。

「そこをあえて、ひまりんの言葉を聞きたいのです。苦言でも賞賛でも何でも結構ですから」

「一つ明確に断言できることは、何の覚悟も力も持たない者が何を言おうと、社会には微み塵じんも影響がないということだ。日本に限らず、いかなる国にもネットでしか声を上げられない者はいる。ネットに生活の力点を置いている者は社会的弱者が多いから、何らかの手を差し伸べる措置は必要かもしれない」

「なるほどですね。ここでひとつ、ひまりんが考える右翼像を教えてもらえますか？」

「右翼を自任するのなら、いざ決起となった暁には、国賊を何人も葬ほうむるくらいの心意気が必要だ。一人十殺の覚悟で臨むべし。君くん側そくの奸かんを討つのが民族右翼たる者の使命。そして政権奪取こそが、真の右翼を自任する私の重要な中継地点である。そして最終目標は、日本の輝かしい未来を創り上げることだ。魂を国家のために捧げることが、右翼としての最低限の姿勢であると私は心得ている」

　日毬の強硬な答えに驚きょう嘆たんしつつも、記者は満足したように腰かけ、マイクを返してきた。

　これが日毬の貫かん禄ろくだ。だいたい今どきの右翼で、政権奪取を掲げたり、政権に本気で影響力を行使できる勢力になろうと考える団体があるだろうか。戦前は、あった。もちろん戦前の右翼団体とて良し悪しはあり、下手に暗殺などを多用しようとするから、政治混乱を引き起こす大きな原因にもなっていた。日本中を震しん撼かんさせた二・二六事件などはその典型だろう。それでも、思想性はあったのだ。

　今では戦前、戦中、戦後を通して生きた大物右翼らは寿命でいなくなり、日毬の言う通り右翼の見分けが付かなくなってしまった。日毬と同じように真剣に闘う右翼もいるだろうが、それは少数派だと言わざるを得ない。

　さらに別の記者がマイクを手に立ち上がる。

「テレビ日本、橋本です。たとえば近いうちに、政治団体日本大志会から候補を立てるなど、国政選挙に打って出る可能性はありますか？」

「ひとつの可能性としてはあるだろう。しかし可能性は無数にあり──」

　その後も質疑応答は長々と続いた。記者たちは右翼の話題が面白くなったのか、それに関連した質問が多く続くことになった。

　日本中が注目する日毬の記者会見は、終わってみれば二時間半。質問はなかなか尽きず、最後まで熱気が衰えることはなかったのだった。
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　記者たちを帰し、控え室に戻った俺はどっと疲れ、椅子に崩れ落ちるように腰かけた。

　俺の真向かいに腰かけた日毬が声をかけてくる。

「おつかれさま、颯斗」

「日毬は演台の中心人物だったってのに、元気そうだな……。俺なんて大して何もやってなかったのに、一気に疲れちまったよ……」

「気疲れしたんだろう。それだけ今回の会見を心配してくれていたということだ」

　日毬は少しも疲れているように見えず、それどころか興奮しているようでさえあった。

「どうだった、これだけ注目が集まっているのを直接その目で見て？」

「……感動した……とにかく、すごく感動した……。こんなにたくさんの人が私を知るために集まってくれたんだ……」

　たしかに日毬にとっては初めての体験だ。政治的な成功を標ひょう榜ぼうする日毬には、これ以上ないくらいの大舞台に感じたのだろう。だが日毬なら、これからもっと大きなステージはたくさんあるはずだ。

「例の東西新聞の記者も質問してきたな。日毬に付きまとってる嫌なヤツ。もっと早くマイクを取り上げれば良かったよ」

「それは仕方ない。手を挙げているのに、無視するわけにもいかないからな。たしかに私にとって良い質疑ばかりではなかったが、私のような政治的人間には反発もつきものだ。概して、素晴らしい記者会見だったと言えるだろう」

「日毬が満足なら、それが一番だ。華々しく復帰記者会見を開いた意味があったというものだな」

「日本の頂点に向かうための、必要不可欠なステップなんだと思う。すべて、颯斗のおかげだ。ありがとう……」

「いや、日毬自身の力さ。素の日毬を知れば知るほど、人々の関心が大きくなっていく。アステッドプロの仙石社長が、『日毬は、そこにいるだけで旋風を巻き起こす存在』だと言っていたが、まったくその通りだと思ったよ。事件では敵対した相手だったが……やはりタレントを見極める目は一流なんだな」

　ふと日毬は、心配そうに口にする。

「アステッドプロは、私の非行について何かコメントを出しているのか？」

「いいや、だんまりを決め込んでる。しかし多くの人は、日毬が乗り込んで事件を引き起こした先はアステッドプロだって知ってるから、そのうち週刊誌なんかが色々と書きたてるかもしれない。そのとき、彼らがどんな風に考えてて、何をやってくるかが少しはわかるんじゃないかな」

「ヤツらはまたメディアに圧力をかけようとしてくるのか？」

「仮に何らかの圧力をかけたとしても、あまり意味はないだろう。以前なら一言口を利けば芸能界から簡単に追放も可能だったろうが、今じゃそんな状況にはない。今の日毬のパワーは、アステッドプロの影響力を上回ってるのは間違いないからな。国民が日毬の一挙手一投足に注目してるなかで、この大きな流れに逆らうメディアなんて存在している意味がないさ」

「では、ひまりプロダクションは、アステッドプロの圧力を完全に振り払ったと見ていいのだな？」

　念を押す日毬に、俺は大きくうなずく。

「そうなる。アステッドプロほどメディア業界に力を持つ組織が、アイドルたった一人に押し切られるなんて初めてのケースなんじゃないか？　仙石社長もショックを受けているに違いない」

　日毬は椅子に深々と腰かけ、眉をひそめて思案するような表情をした。

　やがて日毬は静かに口にする。

「ふむ……。ならばこのタイミングで、アステッドプロと話をつけてしまうのはどうだろうか？　ここは、我々が引いてみせる絶妙なタイミングだと私には思えるのだ」

「アステッドと話し合いを持つのか……？」

「剣の勝負は押し引きが肝心だ。押した瞬間に引く。引いたと見せかけて押す。これは、あらゆる決闘の基本原則と言っていい。そういう鍔つば迫ぜり合いを幾度も繰り返したその果てに、刹せつ那なの勝機を見出すのが剣の神しん髄ずいだ」

「……つまり、どういうことだ？」

「私はアステッドプロに一撃を喰らわせたが、相手の息の根を絶ったわけではない。芸能界で活動する以上、今後も頻繁に顔を合わせることがあろう。ひまりプロダクションがアステッドプロを圧倒したこの刹那のタイミングで、逆に相手の懐ふところに飛び込んでみせるのがいいのではないか？」

　日毬は身を乗り出して続ける。

「今は我々が圧倒しているといっても、この状況が永遠に続くわけもない。本来、芸能界における底力はアステッドプロの方が遥かに上なのだから、流れに身を委ねているだけでは、再び逆転されるときもくるだろう。だから、目一杯こちらが押している今、意図してスッと引いて見せることが、真の勝利を得る秘訣ということだ」

　日毬の提案に、俺は目が見開かれる思いだった。

「なるほど……。日毬の言うことはもっともだ……。目先のことに打ち勝ったと喜ぶよりも、中長期的には落としどころを見つけてしまった方がメリットが大きいに違いない……。まさか日毬から、アステッドプロと話し合いを持とうなんて言葉が聞けるとは思わなかったよ」

　強硬な言葉ばかり並べ立てる割に、日毬には意外と柔軟な側面があった。街宣活動ばかりだった日毬が、俺と由ゆ佳か里りの話にすぐに納得し、その日のうちにアイドルとしてやっていこうと決めたことも、やはりこの柔軟性の為せる技なのだ。こういう円えん転てん滑かつ脱だつな息づかいが自然と身についているのは、剣の修練を積んできたからなのだろうか。

　俺はポンと膝を打つ。

「よし、さっそくアステッドプロにコンタクトしよう。……なんならアポイントも取らず、いきなり押しかけてみるか？」

「名案かもしれないな。相手の意表を衝く足捌きは、リスクもあるが効果も大きい。当事者である私がいきなり顔を出せば、ヤツらの驚きは生半可なものでは済まないだろう」

「決まりだ。抜き打ちでアステッドプロに飛び込んでみよう」

　話が決まり、明日さっそくアステッドプロ本社を訪ねてみることにしたのだった。
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　いくつかの雑誌と新聞がアステッドプロにインタビューを試みており、公式な回答として「アステッドプロは、ひまりプロダクション及び神楽日毬に対する民事訴そ訟しょうを検討している」と記事を載せていた。話題としては小さな扱いだったが、日毬絡みということもあって報道されており、今後の動向が注目されるところだった。

　日毬が非行事件で逮捕されているから、民事訴訟の方面で賠償金を取ろうとするのは、一般的にはありえる流れだ。アステッドプロ本社ビル前で日毬が敢行した演説のなかで、度々アステッドプロを名指しで攻撃しているから、名誉毀き損そんを主張する可能性は高い。名誉毀損は、それが事実であっても成立する。また、テーブルの弁償代金も、訴訟しようと思えばできるだろう。

　しかし仮に民事訴訟になったとして……アステッドプロが勝訴しても、名誉毀損ではせいぜい賠償金一〇〇万、テーブルの賠償金に至っては一〇万円程度を勝ち取るのが関の山に違いない。そのくらいなら、俺個人でもなんとか払える。

　だからアステッドプロは、民事訴訟で賠償を勝ち取ろうとしているわけではないはずだ。マスコミが来たら、そういう公式通りのことを話して、手早く追い返すのが目的なのだろう。

　だから本当にアステッドプロほどの会社が、雀すずめの涙ほどの賠償金を求めて民事訴訟をしてくる可能性は低いと思われた。訴訟には時間がかかるから、下手に日毬絡みで話題を継続させれば、アステッドプロにとっては墓ぼ穴けつ以外の何物でもないからだ。

　また、仙石社長も狩かり谷や常務も、一切表に顔を出すことはなかった。彼らが今、どういう想いを抱いているのかわからない。

　記者会見の翌日、さっそく俺と日毬は連れだって、麴こうじ町まちのアステッドプロ本社を訪ねていた。

　受付には内線電話が一台置かれているだけだったから、俺は総務を呼び出し、名前を告げて玄関で待った。

　しばらくしてやってきた事務員は、俺と一緒に日毬がいることに瞠目し、緊張に身を固めたようだった。

　息をのむ事務員に俺は用件を告げる。

「どうも、ひまりプロダクションの織葉です。仙石社長にお会いしたくて参上しました」

「政治結社日本大志会、神楽日毬だ。話をつけにやってきたぞ。仙石社長に会わせてもらおう」

　日毬も堂々と続いた。

「……あの……社長とのアポイントは……」

　たじたじになっている事務員に俺たちは声を揃える。

「ありません」

「ない」

「……ならば時間が取れるのかどうか……ちょっと確認して参ります……」

　そそくさと部屋に引き返した事務員は、なかなか戻ってこなかった。向こうも、どう対応したものか困り果てているのかもしれない。

　俺と日毬は入り口の来客用ソファに腰かけ、漫まん然ぜんと垂れ流されるテレビを眺めていた。

　五分経ったころ、やっとのことで事務員が再びやってきた。

「お待たせしました……。社長は今忙しく……誰にも会えないと……」

「では狩谷常務でもいいのですが」

　俺は丁寧にお願いした。

「申し訳ありませんが狩谷常務も……」

「いるはずだ。出せ」

　日毬が強硬に言い放った。

「そうは言いましても無理なものは無理──」

　事務員の話を日毬がさえぎる。

「ここで私を追い返せば、またマスコミを率いてやって来るぞ。今度は、前回の三〇倍のメディアが集まるに違いない。それでもいいのだな？」

「……」

　事務員は言葉をなくし、震え上がったようだった。

「そうか、わかった。颯斗、引き上げるぞ。仙石社長は、私の謝罪を受け入れるつもりはないようだ」

「では、失礼します」

　ここで引けば必ず事務員の方が追いすがってくると思い、俺も日毬に追従してビルを後にしようとした。

「待って下さい……！　念のため、もう一度確認してきますんで……！　あんな風にまた押しかけられたら、うちも敵いませんから……！」

　事務員は俺の袖そでを摑つかみ、必死でまくしたてた。
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「……なんの用だ？　何しに来た？」

　社長室で俺たちと相対した仙石社長は、警戒の色を隠そうとしなかった。

　日毬が淡々と言う。

「来ては迷惑だったか？」

「迷惑だ。気分も悪い。貴様らの顔なんざ見たくはない。関わり合いになるのもゴメンだ」

「アステッドプロは民事訴訟を検討していると、マスコミが書いていたぞ。関わる可能性があるということではないか」

「マスコミ向けの方ほう便べんに決まってるだろうが！」

　新しいテーブルを、仙石社長は力任せにぶっ叩いた。日毬に両断された古いテーブルは、すでに廃棄処分になっているだろう。

「テーブル代金は、私から弁償させて頂こうと思っております。せめて、こちらをお納め頂ければ幸いです」

　そう言って俺はポケットから封筒を取り出し、テーブルの上に置いた。三〇万円が入った封筒だ。テーブル代は一〇万円ほどだろうが、それに色をつけた謝罪代わりだった。

　仙石社長は封筒を取りもせず、再びテーブルにバンと手を叩きつけて大声を上げた。

「テーブル代だと⁉　端はした金がねだバカもんが！　一〇億円でも払うっていうのか！」

「一〇億円は無理ですが……テーブルを破壊した以上、お受け取り頂かなくては困ります」

「いらんと言ってるだろうが！　だから、何をしに来たと聞いてるんだ！」

　まったく取り入る余地がなく、為なす術すべがなさそうだった。

　せっかくこうして会うチャンスを得たが、ここは黙って引き下がるしかないのだろうか。

　そう考えていた矢先──。

　唐とう突とつに、日毬はテーブルに両手をトンと付いた。そして仙石社長を見やり、大きく息を吸い込んだかと思うと、深々と頭を下げた。

「……テーブルを壊したこと、木刀で気絶させたこと……すべて私の責任だ。誠に、申し訳なかった。心から謝罪申し上げたい。武道の素人しろうとに対し、剣を持って威い嚇かくしたことは、私の人生において初めてのことだった。そのくらい私は、この場に命を懸けて臨んでいた」

　サッと日毬は頭を上げ、真摯な口調で続けてゆく。

「颯斗の敵は私の敵であり、私の敵は日本国家の敵である。信じてもらえないかもしれないが、私は死をも覚悟していた。最悪の場合、貴公を本当に切り捨て、その場で自らの命を絶つことすら考えていた。刺し違えずに済んだのは、一刀目で貴公が気絶してくれたからだった。全国中継されるメディアの前、貴公は許し難い大恥をかいたと考えているかもしれないが……せめて貴公がこうして生き長らえ、いま私と再び向かい合っていることだけでも良しとしてもらえないだろうか」

　その主張に一点の曇くもりもないといった態度で、日毬はもう一度テーブルに頭を下げた。

　誰も口を開かず、俺と仙石社長は頭を下げた日毬をただ眺めていた。

　仙石社長がゴクリと息を吞む音が聞こえた。

　俺も、日毬が滔々と口にする言葉と態度に、ただただ毒気を抜かれる思いだった。まさか、刺し違えることまで覚悟していただなんて……。

　日毬はブラフで虚きょ言げんを並べるような子じゃない。あの場で少しでも状況が違っていたら、日毬の小さな非行は、全国に生中継される殺人事件にまで発展していたかもしれなかったということだ。

「今日ここに私が来たのは、きちんと謝罪の言葉を貴公に伝えたかったからだ。いかなる事情があるにせよ、公衆の面前、非行を犯したのは私の責任。剣の道を違えたのは私の責任」

　日毬は腹に力を込める。

「貴公が私の罪を許さずというのなら、私は腹を切って詫びても構わない。だがしかし、ひとつだけ頼みがある。私が国家の首しゅ班はんとなり、日本の栄光をこの目に見届けるまで待ってもらいたい。そのためにこそ私は生まれてきた。私は本気だ。私は必ずやり遂げてみせるから……だから、どうか、この度の非行に対する𠮟責は、一時保留ということにしてもらえないだろうか」

　ふと気づけば、仙石社長は目を見開き、ただただ打ち震えていた。

　俺も、自分の手が震えているのを知覚した。どうしたわけだろうか、血が逆流するような感覚だ。横から聞いている俺でさえこうなのだから、日毬の言葉を真っ正面から受け止める仙石社長の驚きょう愕がくは、一体どれほどのものだろうか。

「貴公が帰れというのなら、今日は帰ることにしよう。だがいずれ、貴公の考えを聞かせてほしい。私が貴公に死を賭して打ち掛かったのは動かしがたい事実だから、その罪を背負う私が、貴公の望む形に近い責任を取るのが筋だと思う。すぐには応じられないかもしれないが、いずれ貴公の望むものに近い決着ができるよう努めるつもりだ。私は切せっ腹ぷくする覚悟を持っている」

　そう言って日毬はスックと立ち上がった。

　呆気に取られる俺を、日毬は見下ろしてくる。

「颯斗、用件は済んだ。今日は帰ろう」

「ああ……」

　思考が定まらないまま、俺は促されて力なく立ち上がった。

　呆然としている仙石社長に俺は軽く会釈をして、日毬の後に続く。社長室を出ようと、日毬が部屋の扉に手を掛けたときだ。

　後ろから、仙石社長の掠れた声──。

「……待ってくれ……」

　俺と日毬は立ち止まり、仙石社長を振り返った。

「座れ、座ってくれ……」

　無視して部屋を去るわけにもいかない。催さい促そくされ、俺たちはもう一度、相対して腰かけた。

　だがしばらくの間、社長室を沈黙が支配した。呼び止めた仙石社長は言葉を発しなかったし、日毬も無表情のまま、ジッと見据えているだけだ。

　しばらくそうしていると、仙石社長は大きく息を吸い込んで、顔が引き締まり、覚悟を決めた様子になった。

「俺のほうこそ申し訳なかった……。この通りだ、許してくれ……」

　俺は仰天した。今度は仙石社長がテーブルに両手をつき、先ほどの日毬よりも深々と、頭を下げてきたのだ。ほとんどテーブルに額ひたいを打ち付けるようだった。

「き、急にどうしたんだ……？」

　さしもの日毬も戸と惑まどいの色を隠さなかった。予想外、といった様子だ。

　仙石社長は苦しげに声を絞り出す。

「グループを拡大させるためにならと、どんなことでもやってきた。ツバを吐きかけてやりたい仕事を、苦悩に身を焦がしながらやってきたこともある。事業に失敗しかけ、自殺を図ったこともある。それでも、俺を信じてついてきてくれるタレントたちのため、業界の発展のため、死に物狂いでやってきた。しかしそれとて、国家の安あん寧ねいがあったればこそ……。俺とて日本人として生を受けた身。日本の未来を憂える気持ちは持っているつもりだ……」

「……」

「……」

　今度は俺と日毬が押し黙る番だった。茫然と目の前の仙石社長を眺めやり、俺たちは次の言葉を待った。

「ひまりプロダクションへの妨害行為は、もう二度としないと誓おう。そして今後、ひまりプロダクションへのあらゆる便べん宜ぎを図るよう努めよう……。支援は、惜しまないつもりだ……」

　──え─────⁉

　俺は腰を抜かすほど仰天した。まったく想像を超えた言葉だったからだ。何らかの譲歩を重ねて表向きの手打ちにする可能性ならあると思っていたのに、それが一転して、仙石社長が日毬に全面降伏といった様相である。これはどうしたことだろう。

　日毬も驚きを隠さず口にする。

「貴公はいささか興奮しているようだ。今すぐ私に答える必要はない。もっと冷静になって、じっくり考えてからでもいいのだぞ」

「バカを言え。たかだか一六歳の小娘風ふ情ぜいが生意気な。貴様より、ずっと場数は踏んでいる」

　そう言って、仙石社長は日毬を睨にらみつけた。眼光鋭く、決して日毬に敗北した軍の将軍という雰囲気ではなかった。

　そして仙石社長は急に席を立ち、自分の机の上にある内線電話を乱暴に取り上げる。

「俺だ。狩谷を呼べ。今すぐだ」

　それだけを早口に告げ、仙石社長は再びドスンとソファに腰かけた。

　またも部屋を静寂が支配した。誰も口を開かない。仙石社長は腕を組み、中空に視線を向けているだけだ。

　やがて部屋がノックされ、狩谷常務が姿を現した。

　狩谷常務は、俺と日毬に激しい敵意に満ちた視線を投げかけ、部屋に入ってくる。

「お呼びでしょうか？」

「話は決まりだ。今日を限りに、ひまりプロダクションには二度と手を出すな。それから、今後は適宜、仕事の便宜を図ってやれ」

　仙石社長は事務的な口調で言った。

「……よ、よろしいのですか？」

　狩谷常務は目が点といった有様だ。

「決まったと言ったのが聞こえなかったのか？」

「了解しました……。仰せの通りに……」

　背筋を伸ばして同意した狩谷常務は、まじまじと仙石社長を眺めやる。

「しかし社長……どうして泣いているんです……？」

「……わからない……」

　仙石社長は溢れる涙を拭きもせず、空ろに言った。

「……は？」

　狩谷常務はポカンと口を開け、困ったようにその場に立ち尽くしたのだった。
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　アステッドプロから出てすぐ、麴町駅近くの喫茶店に入った。

　ぼんやりとした頭でなんとかコーヒーを二つ注文し、俺は力が抜けたように口にする。

「……信じられん。いったい、何があったんだ……？」

　そりゃもちろん目の前で話し合いを聞いていたのだから、決着したことは頭ではわかっている。しかし、心が追いついていない──それが今の俺の偽らざる心境だった。

　俺の前の席に腰かけた日毬は、生真面目な面持ちで言う。

「私も予期しない決着だったぞ。思いの外、素早い成り行きにびっくりだ」

「揺るぎない日毬の信念に瞠目して、心を動かされたんだろうか……。改めて俺も、日毬の言葉に心臓が止まる思いだったよ。なんて言えばいいんだろうな……とにかく痺しびれた」

「なぜ驚くことがある？　私はいつもと寸分も違っていない。ありのままをぶつけたまでだ」

　そう言って、日毬は不思議そうに俺を覗き込んだ。

「その日毬のありのままを、初めて間近で受け止める身にもなってみなよ。誰もが肝を潰すだろう」

「颯斗は大げさだな。私はただ真面目に生きようとしているだけだ。私の生き方は、日本国籍を有する者として、ごくごく標準的なものであると私は信じる。取り立てて騒ぐほどではなかろう」

　日毬が本心からそう思っているようだったので、俺は危うく吹きだしかけた。もし日毬の生き方が標準ならば、俺なんて一瞬で落第を言い渡されてしまう。いや、俺だけでなく、ほとんどすべての日本人は人間失格になってしまわざるを得ない。

　そんな日毬の飄ひょう々ひょうとした態度が、なんだかとても微笑ましく見えた。

　俺は言う。

「これでハッキリしたことは、仙石社長も男だったということだ。やっぱり大きな企業グループを創り上げた実業家というのは、どこか違うものだな。大したものだ」

「うむ。あの男の謝罪は、実に見事なものだった。切り替えの速さ、決断の速さ、そして若輩である私に頭を下げる姿勢……天あっ晴ぱれだ。日本国家の敵呼ばわりしたことを、私は撤回しなくてはなるまい」

　日毬は毅然として言った。

　改めて俺は、日毬に対する尊敬の念を強くしたのだった。
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　復帰直後、未だ仕事もこれからなのに、日毬は数々の取材攻勢を受けた。その大半が好意的な取材であり、こうまで状況が変わってしまうことに俺は驚きを隠せなかった。

　すべては先日ホテルで大々的に執り行った日毬の復帰記者会見が大成功を収めたからだ。それに加えて、アステッドプロと良好な関係を再構築できたことも少しは役に立っているのかもしれない。

　数々の取材を捌くなかで、海外メディアからのアプローチも多くなっていた。そのため、海外からの反響にできるだけ多く応えるために、外国人記者クラブでも会見を開くことになった。

　外国人記者たちも、日毬には興味津しん々しんだった。

「ひまりんは木刀でどのくらいの厚さのものまで両断することができるんですか？」

　開始から、こんな質問ばかりだ。しかし外国記者たちは非常に熱心で、日毬の言葉を一語一句聞き漏もらすまいと真剣だった。

　その記者たちの熱意に応えようと、日毬も丹念に応じていく。

「試してみたことがないから具体的なことは言えない。材質にもよるだろう。しかし、木刀と同じ硬度のものであれば、五センチ程度なら確実に両断できるのではないだろうか」

「ですが、ひまりんは実際に、あのライブ中継の際に、厚さ一〇センチの木製テーブルを両断してみせました。もっといけるのではないでしょうか？」

『ひまりん』は海外の記者の間では完全に定着したものらしかった。むしろ『ひまりん』が日毬の正式名だと誤解している記者もいるらしい。

「ふぅむ……誤解を与える言い回しになるかもしれないが……基本的に、この世に切れないものは存在しない」

　記者たちから感嘆の声が上がった。記者たちが望んでいた回答が、ズバリきたのかもしれない。

　日毬は手振りを交えながら説明を続ける。

「つまり……切る瞬間、頭で『切れる』とイメージしたものなら、どのようなものでも両断できるはずなんだ。武道の心得がない者には理解しづらい感覚かもしれないが、そういうものだと思ってもらうしかない」

「それが人の身体であっても？」

「そういうことになる。だが実際には、やってみないとわからないことだが……。とにかく、神楽家が代々受け継いできた剣の道においては、切れるか切れないかは私の心のなかの問題であって、本当にそれが一刀両断できるかどうかは問題ではないことだ。……ううむ……ますます理解しがたくなったかもしれないが……すまぬ、そう説明するしかない」

　別の記者が嬉々として立ち上がる。

「ひまりんの家はサムライの家系ですよね？　日々の生活のなかで、自分が武士であると感じることはありますか？」

「指摘のように私の家は長い年月に亘って武家であり、その名残が色濃く残る。しかし武士になる前は社しゃ職しょくを司つかさどっていた。歴史の成り行き上、周囲の村々を守るために武家に身をやつしただけだ。もしかしたらサムライというよりも、より日本人であろうとしているのかもしれない。事実、私は日本人として相応しくあろうと常に心がけている」

　聴き入る記者たちのなかから、「クール」というため息のような声が聞こえた。俺には外国記者たちの感覚がわからないが、何か感じ入る部分があるのだろう。

「ひまりんは忍者と関係がありますか？」

「特にこれといって関係はないものと思われる。しかし我が家には、隠密が使用していた『まきびし』や『くない』が残っているから、ややもすると何かあった可能性はあるだろう」

「忍者のことをどう思います？」

「剣にも道があるように、忍びにもまた道がある。武道を探求する一学徒としては、やはり興味を持っている。いつか剣の道を究きわめた暁には、忍びの道にも触れてみたいものだ」

　さらに別の記者。

「ひまりんはナショナリスティックな右翼団体を運営されていますが、サムライとの関係はあるんでしょうか？」

　ようやくまともな質問かもしれない。いや、まともかどうかは微妙にしても、比較的、日本での話題に近い方面だ。

　そんなこんなで、日本との話題とは若干ずれていたが、次々と質問が続いた。日毬にインタビューをすることに、終始、記者たちは興奮した様子だった。

　外国では、日毬は日本のトップスター扱いで、センセーショナルな扱いだった。リアル・サムライガールとして、ある種の衝撃を以て迎えられていたからだ。日毬には当の日本人ですら瞠目せざるを得ないのだから、外国人たちの驚嘆と感動はそれを何倍も上回っているのだろう。
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　復帰第一弾目の仕事としては、やはり手堅くグラビアを選んでいた。掲載される雑誌は、刷り部数一二〇万部を誇る青年漫画誌である。

　もともとグラビアモデルが日毬の仕事の中心だったし、一定のファンもついていた。グラビアなら、誰かと話す必要もないし演技する必要もなく、日毬は確実な成功が見込める。それに、少数とは言えど復帰を待ち望んでくれていたファンのためにも、グラビアの仕事から入るべきだった。

　企画を持ち込んだ青年漫画誌は驚きょう喜きしてくれ、二つ返事で掲載が決まり、大々的にプッシュすることを約束してくれた。巻頭カラー一二ページという異例の特集を組み、すべて日毬のグラビア写真が掲載される。しかも、日毬掲載号だけは、なんと約七〇％増しの二〇〇万部を刷って全国にばらまいてくれるという。

　ギャラも試しに三〇〇万円を要求してみたら、すんなり通ってしまい驚いた。ここから交渉していこうと思っていたのに、肩すかしを喰らった気分である。五〇〇万円でも通ったかもしれない。以前のグラビアの仕事は、まともなギャラなど出なかったし、せいぜい交通費が出ればラッキーくらいの気持ちだったから、ずいぶん一変してしまったものだ。

　今回は撮影現場に足を運ぶこともなく、即日の掲載である。実は、グラビア用の写真は、ずっと以前にすでに用意していて、まだ公に使用していないものを利用するだけだ。スピードを優先したのである。話題が沸騰している今こそ、最速で企画をぶつけて、日毬の実力を世間に問うてみるべきだった。

　この漫画誌への日毬の登場は、全国ニュースでも大掛かりに取り上げられた。青年誌の編集部がここぞとばかりにメディアへの売り込み攻勢を強めたこともあり、たかだか漫画誌のグラビアへの登場なのに、全国民に知られることになったのだ。

　おかげで発売日前日の夜間には、漫画誌を求めてコンビニに押しかける人が殺到し、それもまたニュースになってしまった。日付が変わる〇時には多くの人が漫画誌を入手して、わずか一日で二〇〇万部の漫画誌が完売してしまうことになったのだった。

　この話題と売れ行きを見て、ありとあらゆる雑誌からグラビア掲載やモデル掲載の打診があり、高額のギャラの提示もあった。同時にさまざまなテレビ番組への出演依頼も殺到し、とても俺一人で仕事の案件を検討しきれないほどの状況になっていったのだった。
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「よろしくお願いする！」

　スタジオに入る際、日毬は大声で挨拶した。

　俺も続く。

「おはようございます。今日から、よろしくお願いします」

　スタッフたちが集まってきた。

　若い男性タレントたちが日毬を取り囲む。

「おはよう！　ひまりん、これからよろしく！」

「あの事件すごかったよ！　生中継だもんね！」

「マジかっこ良かったッスよ！　まさかアステッドさんにあれは──」

「おいバカやめろ、名前出すなって。消されるぞ」

　タレントらは笑顔でジョークを言い合っていた。

　ここは『学校ＤＡＩＳＵＫＩ！』の収録スタジオである。撮影の大半は実際の学校で行われるが、番組の最初と最後はスタジオでタレントたちが会話を交わす場面がある。スタジオは熱気で包まれていた。いい雰囲気だ。

　日毬がタレントたちと挨拶を交わすのを横目に、俺は番組プロデューサーのところへと向かった。この番組だけはディレクターも兼ねている相手である。

「どうも、お世話になります。まさかこんなに早くまたお話しできるとは思いませんでしたよ」

　俺は言葉に、ほんの少しの皮肉を込めた。以前はアステッドプロの圧力に負け、あと一歩のところで番組出演が叶わなかったからだ。

　プロデューサーは軽い口調で応じてくる。

「いやいや、前回は本当に申し訳ない。言い訳させてもらうと、あれは仕方なかったんですって。ぼくは出て欲しいと思ってたんですけどねぇ～」

　微み塵じんも反省している風ではなかった。

「わかってます。おたくだけじゃなく、すべての仕事が壊滅状態でしたから。それがまさかの大逆転で、こっちが驚いてますよ。今後、ぜひ日毬を長く使ってやってください」

「ひまりんのキャラクターの為せる技ですね。ぼくはきっと、こうなると思ってましたよ」

　よく言うよと思ったが、言葉にするのはヤメにした。こういうことをサラリと口にしてしまうタイプには、いくら言っても馬ば耳じ東とう風ふうだ。まぁ、テレビマンにはこういうタイプが多い。テレビの内幕では、世間の常識など通用しない。

　それに、このプロデューサーは口が軽い男だが、番組自体は悪くないし、活気があっていい現場を作っている。人物像はともかく、面白い番組を作る能力は高いのだろう。

　プロデューサーは飄ひょう々ひょうと口にする。

「ひまりんのことは、がっちりプッシュしてみせます。でも、ひまりんが出てくれることで得するのはうちの方かな」

「ともかく、今後ともよろしくお願いします。いい番組作りに貢献できるなら嬉しい限りです」

　うなずいたプロデューサーは、日毬の下に集まっているスタッフたちへと進み出る。

「さあ、やろう！　木島お前、台本、大丈夫か？」

「うっす」

「ひまりんもＯＫ？」

　プロデューサーの問いかけに、日毬がすかさず応じる。

「もちろん私は万全だ。任せて欲しい」

「よっし、じゃあ行くぞ。撮影開始だ」
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「先ほど私が教授した教育勅ちょく語ごこそは、我が国の伝統的道徳観に基づく日本人としての根本倫理である。当然、高校生ともなれば全員が正しく諳んじることができるはずだ。まさかできない者はおるまい！」

　竹刀しないに両手を載せた日毬は、壇上から一同を見回した。

　高校生のなかに混じっているタレントが手を挙げた。

「すみません……できないッス……」

「貴公らは、どうだ⁉」

　日毬の問いかけに、生徒たちは口々に言う。

「……できません……」

「声が小さい！」

「はい！　できません！」

「なんという嘆なげかわしい事態だ……保護者や学校はどのような教育を施ほどこしているのか……。この現実こそまさに文部科学省、ひいては現行政府の敗北の証拠であるッ！」

　そう一喝した日毬は、竹刀でドンと地面を叩いた。

「教育とは単に知識を与えればいいというものではない。地域共同体として望ましい姿を保つため、日本人としての価値観を提示し、国家や地域の社会的機能を円滑にしていくことが教育のもっとも重要な役割である。教育は、一部の保護者やＰＴＡのものではない！　過去に生きた人々、現在に生きる我々、未来に生まれる子供たちのすべてを繫ぐ、日本人すべてのものである！」

　そんな日毬の雄姿を眺めやりながら、俺と日毬と由佳里は、事務所で『学校ＤＡＩＳＵＫＩ！』を見やっていた。由佳里が持ってきてくれた寿司を食べながらである。

　由佳里が感嘆の声を上げる。

「ほんと、日毬ちゃんブレないわね～。半端じゃなさすぎてお姉さんびっくりよ。こんなタレントさん、見たことないなぁ」

「いや、日毬の本気はこんなもんじゃないんだよ。アステッドの仙石社長なんて、日毬を前にして泣いてたんだぞ。あれだけの大物がさ……。俺も隣で震えてたよ……鳥肌まで立ってたし……」

　俺はそう説明してやったが、あの場にいない相手にいくら口で説明しても、理解してもらうことは難しいだろう。

　テレビを見やっていた日毬は、なぜか打ち震えていた。

「私は今、猛烈に感動している……。これこそまさに私の政治活動そのものではないか……。早く日本の首班となり、国政のすべてを担当したいものだ」

「日毬ちゃんならすぐにでも政治家になれそうね。問題は年齢だけか……」

　つぶやくように由佳里が言った。

「私は一代だい議ぎ士しになるつもりなどないぞ。日本大志会が政権中枢を担い、私が首班にならなくては……。それ以外、日本が復活できる道を見出すことができない」

　テレビからは、教育勅語の音読が繰り返されていた。うるさいくらいの大声だ。

「ひとつ。広くすべての人に愛の手をさしのべましょう」

「ひとつ。広く世の人々や社会のためになる仕事に励みましょう」

「ひとつ。正しい勇気をもって国のため真心を尽くしましょう」

　そして竹刀を振るう日毬は、鬼教官のように言い放つ。

「声が小さい！　たるんでいる証拠だ！　校庭を一周してこい！」

　生徒たちは追いたてられるようにトラックに向けて走り出していく。

　やがてぞろぞろと日毬の下に戻ってきた生徒たちに対し、日毬は訓辞をたれる。

「口語訳には適切ではない点も散見される。意味を覚えたのち、できうるならば原文を暗唱せよ。非常に短い原文だ。その気にさえなれば、一日で覚えられるだろう」

　テレビから視線を戻した由佳里は、ポツリと感想をもらす。

「なんかこの番組……普通に面白いんですけど……。同い年の熱血教師に指導される高校生って、一見シュールなシチュエーションですが……日毬ちゃんがやたらと真剣だから、妙なおかしみを感じます。決して日毬ちゃん人気を利用するだけの番組じゃないですね。これ、視聴率かなり出ますよ」

「日毬の配置がいいよな。一六歳の熱血教師日毬っていう役割は新鮮だ。しかも日毬の場合、演技じゃない。それを逆さか手てにとってちゃんと番組に活かしてると思うんだよな。この番組のプロデューサー、ちょっとヘラヘラしててどうかなと思ってたんだが、番組作りはなかなかのものだよ」

「私も楽しくやれたぞ。スタッフたちが明るくてやる気になる。再来週も二本分の撮影があるらしいが、今から待ち遠しいくらいだ」

　日毬も番組作りを楽しんでくれたようだった。日毬は普通のタレントのように演技することが難しい。しかし素の日毬にピタリとはまる番組があれば、好結果をもたらしてくれそうだ。

「そいつは良かった。日毬が心地好く取り組んでくれるのが一番大事だよ」

「プロダクション、早くも軌道に乗ったと考えていいですね。一時はどん底でどうなることかと思いましたけど……ハリウッドもびっくりの大逆転じゃないですか」

「まぁ、日毬の力だな。世界中探したって、日毬みたいな存在はいないよ」

「安売りはもう終わりですね。日毬ちゃんは大スターなんですから！」

　そう言った由佳里は、ふと気づいたように声を上げる。

「そうだ！　ここで私から提案していいですか？」

「なんだよ、由佳里はひまりプロダクションの言い出しっぺなんだから、遠慮せずに言ってみな」

「そうですよね！　日毬ちゃんを見出したのは先輩ですけど、プロダクション創業のキッカケになったのは私なわけです。それ、忘れないで下さいね。やっぱり私が発ほっ起き人にん、創業者みたいなものじゃないですか。あは、やっぱり見る目があるっていうか、秘められし才能があるっていうか、江戸っ子っていうか……なんかもう私がすごい、みたいな」

「うっせ。提案とやらを早く言え。江戸っ子も関係ない」

　話に乗ってこない俺に、由佳里は舌打ちする。

「ちぇーっ。先輩は今テレビで、日毬ちゃんの教育勅語の言葉を聞いてなかったんですか？　『友達はお互いに信じあって付き合おう』って言葉があるんですよ」

「『自分の言動をつつしもう』って言葉もあったけどな」

「……。まぁいいです。先輩もそのうち、私の力を大いに認めることになりますよ。……で、言いかけた提案ですけど、このタイミングでプロダクションを拡充するべきだと思うんですよ」

「どういう意味だ？　そりゃ日毬の仕事は急増してるけど、なんとか俺ひとりでもやれてるぞ」

「アイドルの募集をかけてみるってことです。オーディションですよ！」

「……アイドルを？」

「どうして目が点になってるんです？　ここはプロダクションじゃないですか！　アイドル募集なんて当たり前でしょう」

「まぁそうなんだが……考えてなかった……。日毬は、どう思う？」

「ふむ。……そうだな……うーん……。私もわからない……。そもそも私はプロダクションや芸能界に詳しくないから、経営方針についての判断はできかねるぞ」

「じゃあさ、自分以外のタレントが所属してるってことに対して、抵抗あるか？」

　俺がそう確認すると、日毬は首をふる。

「あるわけがない。仲間がいるのはいいことだ。私も学べることがあるだろう」

「ほら、決まりですね！　さっそく募集かけちゃいましょうよ！」

　由佳里はすっかりその気になっているようだった。

「待て待て……アイドルが集まれば済むって話でもないぞ。第一、マネージャーはどうするんだ？　俺一人じゃ、日毬のマネージメントだけで一杯一杯だぞ」

「マネージャーも一緒に募集したらいいじゃないですか。こっちは普通に求人誌あたりで」

「……」

「……」

　俺と日毬は、意味深に由佳里を見やった。たぶん考えていることはおんなじだ。

「……え？　何ですか二人して？　まさか、私に……？」

「そりゃ、最有力候補の一人だと思ってな。日毬もそう思うだろ？」

「そうだな。由佳里なら申し分ないだろう。由佳里にマネージャーとしてついてもらえるなら、タレントも幸せなはずだ。これから複数のアイドルを所属させていくなら、由佳里はやはり必要な人材だろう」

「ちょっと待って下さいよ～。私に蒼通を辞めろと……？　一生懸命に頑張って、やっと入ったんですけど！」

「半分は冗談だよ。だけど半分は、そうだったらいいなと思っただけさ」

「同意見だな。蒼通ほどの会社を、私たちから辞めろなんて言えるわけがない。だが、期待は抱いているということだ」

　さらに俺が追い打ちをかける。

「ひまりプロダクションが不安定なままだったら、俺だってそんなことは考えない。だけどこれからは、給料は同じだけ出せる。いや、もっと出せるんじゃないか。それに、よっぽどのことがない限り、日毬ひとりだけで将来もいけそうな気がする」

「もう～、二人して困っちゃうなぁ。木こっ端ぱ役員になるくらいなら全然ＯＫですよ。ううん、ぜひなるべきだと思うんです。でも蒼通の退職は、どーなんでしょ～？」

　本心から、由佳里は弱り果てたようだった。負けん気が強い由佳里にしては珍しい。

「勧めはしないが、そういう方向もありえるってことさ。考えてみてくれ」

「長い目で考えて下さいね。今すぐってのは心の準備ができてないんで。もう少し時間ください！」

「ああ、そう思っとくよ。いずれにせよ提案通り、アイドルのオーディションもやってみることにするし、求人誌でマネージャーの募集も出してみるよ。良いマネージャーが見つかるまでは、俺がなんとかこなしていくってことでさ」

「颯斗の負担を軽減できるよう、私も努力を重ねることにしよう。なんなら、私が一人で現場に行ってもいいのだぞ。わざわざマネージャーに付き添ってもらう必要はない」

「それは避けたいな。できる限りくっついておきたい。マネージャーってのはスケジュール管理や営業だけじゃなく、万が一の場合のボディーガードのような役目も兼ねてるのさ」

「私には武道の心得がある。棒きれさえあれば、いかなる相手でも切り伏せることができるぞ。ボディーガードは必要ない」

「いや、実際に妙なヤツと戦うことにはまずならないと思う。マネージャーが一人傍についているだけで、抑止効果ってのが期待できるものなんだ。……いずれにせよ、新しくスカウトしたアイドルにはそんなに仕事もないだろうし、日毬と仕事時間が被る心配も最初のうちは不要だろう。まずは本当に質の良いアイドルが見つかるかどうかだ」

　由佳里が俺を指差す。

「それですよ、アイドルのタイプ。ひまりプロダクションは、普通のアイドルなんていらないんです。プロダクションは他にもたくさんあるんですから、普通の子は余所よそ様に任せちゃいましょう。うちは日毬ちゃんのような、もうなんかすごいアイドル限定なんです。とにかくスーパーな子。そんなプロダクションっていいと思いません？」

　由佳里は力説した。

「すごいすごいって言うけど、実際に日毬みたいな子は見つからないと思うぞ」

「なに弱気なことを言ってるんですか先輩！　たとえそうでも、志は高く掲げるべきじゃありません？　ひまりプロダクションはすごいんです。もうほんと、ものすごいんですから！　世界がひっくり返っちゃうくらい最強なんですよ！」

「わかった、わかったから興奮すんな。そういうコンセプトで行こう。それで決まりでいい。……でだ、オーディション企画、由佳里に任せていいか？」

「……私？」

「別に蒼通にいたってできるだろ。つーか広告の手配が大半だ。広告の内容も任せた。代理店の通常業務の範囲内だよ。手伝ってくれ」

「もーう、気軽に言ってくれちゃいますねー。事業部、ぜんぜん違いますから。それに、もっと小さな代理店に頼んだ方がいい案件だと思いますけどね！」

「今はほんと、信じられないくらいアポが埋まってるんだよ。日毬の仕事にも同行しなくちゃいけないし。もう少ししたら時間に余裕ができると思うけど、最近の日毬フィーバーがすごくてな」

「わ・か・り・ま・し・た！　仕方ない、面倒だけどやりますよ。言い出しっぺですからね」

　文句を言いつつも、由佳里は依頼を引き受けた。

　日毬も口にする。

「私からも頼む。由佳里の言うように、ひまりプロダクションの拡大には今がチャンスなんだと思う。手を貸してほしい」

「うん、大丈夫。日毬ちゃんの頼みは断れないからね。私、頑張っちゃうから。任せといて」

「ずいぶん対応が違うじゃないか」

　俺は抗議した。

「頼み方の違いです。先輩も、日毬ちゃんに礼儀を指導してもらったらどうですか？」

「本来、颯斗は事業を大きくすることが目標なのに、私が利用してしまい、ただただ申し訳ないと思っていた。このタイミングで会社が拡大できるなら、私も少しは肩の荷を下ろすことができるというものだ」

「それは逆だぞ。日毬のおかげで、あっという間に俺も上手うまくいきそうだよ。こんなに上手く仕事が回り始めて、一っ飛びで基盤を創ることができそうだ。何もかも日毬がもたらしてくれた成功なんだ。本当に感謝してる」

「颯斗にそう言ってもらえると……とても嬉しい……。私が少しでも貢献できているのなら光栄なことだ……」

　そんな日毬の言葉に、由佳里が感心したようにため息をつく。

「はぁ……本ッ当に日毬ちゃんって人間できてるわよねぇ。日毬ちゃんと比べれば、私や先輩なんて人間失格レベルなんですけど！」

　とにもかくにもプロダクションの規模拡大を目指し、俺たちは新しいアイドルを募集してみることにしたのだった。才能あるアイドルを獲得することができるだろうか。
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　日毬の人気がうなぎ登りになり始めたために、俺たちは急きゅう遽きょ新しい事務所へと拠点を移していた。ここまで有名になった日毬を抱えて、ごたごたしたワンルームマンションを事務所にし続けるわけにもいかない。

　新事務所は、ＪＲ原はら宿じゅく駅から徒歩で一〇分もかからない明治通り沿いの新築高層マンションだ。俺は前のワンルームに住み続けるから、これからは新事務所に通勤する必要がある。通勤時間は自転車で二五分といったところだろうか。そのうち自宅も近場に引っ越してくる予定だった。

　事務所にやってきた由佳里は、リビングから一望できる渋しぶ谷や方面の景色を眺め、感嘆の声を上げる。

「良いマンションじゃないですか！　ここ、家賃いくらですか？」

「四五万。新築だからな。この部屋の売買価格、一億四〇〇〇万だったらしい。オーナーは投資で買った物件で、賃貸に出てすぐに俺が押さえたんだよ」

　二七階建てタワーマンション、南向き二五階部分。４ＬＤＫで、リビングが三五畳もある。このリビングに幾つか机を並べてメインの事務所として使用し、残りの部屋は応接、社長室、休憩室、それからタレントが着替えをしたりする部屋にする予定だった。

「一億四〇〇〇万で買って、月四五万で賃貸なんて……利回り低すぎるような……。ぜんぜん投資の割に合ってないんじゃないですか」

「他に金の使いどころがないヤツってのはいるもんだ。優良不動産に資産を分散する意味はあるだろう。現金の割合ばかり高くても逆にリスクだからな。現金だけでも、不動産だけでも、株だけでもダメだ。資産で大切なのはバランスなんだよ」

「はあ……そういうものですか……。私じゃとうてい買えないなぁ。だれか私にポンと買ってくれる男の人、いないかな～？」

　そう言って由佳里はため息をついた。本気で探せば、たぶん由佳里なら見つかることだろう。だが、まだ二三歳の由佳里は焦る必要もないのだし、あえて俺はそれを言わないでおくことにした。

「ここの価格はほとんど場所代だよ。芸能事務所にはいい物件だけど……住みたいか、この場所に？　毎日原宿に行くって、どんな生活だよ」

「えー、いいじゃないですか。憧あこがれますよ！」

　由佳里は反論してきたが、俺は冷静になるよう諭す。

「若いうちだけだろ。四〇歳とか五〇歳とかになって、この若者ばかりの人混みのなかで暮らすのか？　俺はゴメンだな」

「先輩、すっかりオジサンみたいなこと言ってますよ。まぁそのときは売って引っ越しすればいいんです。日毬ちゃんの家のあたりに越せば長く暮らせそうですからね」

　ちょうど日毬がキッチンから出てきて、由佳里の言葉にうなずく。

「うむ。うちの近所は案外静かな場所だぞ」

「あの辺りは低層住宅ばかりだからな。それだけに今後、都心の開発が進むと容よう積せき率りつが緩和される可能性が高い場所だ。昔の武家屋敷一帯は地盤が悪くない。本当なら高層を建てても問題ないんだ。資産価値上昇を狙える穴場かもしれないな」

　俺の言葉に、日毬は顔をしかめる。

「それはそれで困る。今でもうちは、固定資産税を払うだけで四苦八苦しているんだ。引っ越しする選択などありえないのに、勝手に土地の値段が上がるのは避けてもらいたい。神楽家にとっては生死に関わる問題だ」

「いや、これからの日毬なら、お金の心配をする必要なんてないだろう。いくらでも稼いでいけるぞ」

「そうよ。日毬ちゃんはトップスターの仲間入りをしたんだから」

「そのことだが……本当にこんなにお金をもらってもいいのか？　今月の収入だけで、私が一年間バイトして稼ぐ額くらいあるぞ」

　日毬にとっては今まで縁がなかったほどの大金に違いない。

「当然の報酬だ。日毬が正当に稼いだお金なんだからな。受け取ってもらわないと逆に困る」

「私はバイト代くらいもらえれば十分なのだぞ。目的は政権の奪取のみだ。アイドル活動はその目的に沿っている。日本大志会の維持費さえ捻ねん出しゅつできればそれでいい」

　事実、日毬はほとんど報酬には興味を示さなかった。日毬が望むのは収入ではなく、政治家として大成功をおさめるための知名度なのだ。

　日毬は続ける。

「颯斗の目的は大きな事業を創って、父親に打ち勝つことなのだろう？　ならば、お金は颯斗が使うべきだ。私はお金などいらない。アイドルとしてプロデュースしてもらっているだけで、目的に着実に近づいている実感がある」

「だがタダ働きってわけにはいかない。損をするわけでもないんだし、取っておいてくれよ」

　俺の話に由佳里も追従する。

「大事に取っておいて、ここぞというときに使えばいいじゃない？　これからきっと先輩がお金で苦労することだってあるはずだから、そういうときのために、日毬ちゃんが管理していると思えばいいの」

　初めて気づいたとでもいうように、日毬は目を見開く。

「……なるほど、そうか……由佳里の言うことは面白い……。私が、颯斗のお金の一部を貯金していると思えばいいんだな……。ふ、夫婦みたいで恥ずかしいが……私はそれでも構わない……」

「あは。日毬ちゃんは真面目だなぁ。自分のお洋服とか買ってもいいのよ。また一緒に選んであげるね」

「凪紗にも洋服をいくつか見み繕つくろってやってくれ。なんなら凪紗も、時々うちの事務所に連れてきてくれよ。帰りに、一緒に渋谷あたりをぶらついて、買い物でもしていくといいだろう。あれだけの美人が引き籠もりに近い生活をしてるのはもったいないからな」

「姉上は引き籠もりではない。剣の修練を積んでいるだけだ」

「知ってるよ。でもたまには、街をぶらつくのも勉強だろう。人生経験を積むのも修練のひとつだ」

「……たしかに言われてみれば……私もアイドルデビューして、さまざまなことを経験したと言える。学校で学ぶことよりも、遥かに大きな修練を積むことができた。となれば姉上にとっても、私の仕事を見てもらうだけでプラスになるはずだ……」

　日毬は納得したようだった。

「いいね。凪紗も一緒に現場に入ってもらうといい。日毬がどんな仕事をしているのか、興味もあるだろう」

「……わかった。剣の修練の一環だと伝えて、今度連れてくることにしよう」

「それなら、今度のアイドルオーディションに凪紗ちゃんも参加してもらいましょうよ。企画段階から」

　由佳里の提案に俺は賛成する。

「そいつは歓迎だ。いいんじゃないか」

「姉上はアイドルになぞならないぞ。私だって政治的目標がなければ見向きもしない。政権奪取のために、苦汁をなめて近道を通っているだけだ」

　由佳里が日毬の側に近づき、視線を同じ高さに合わせて優しく口にする。

「ううん、アイドルの方じゃなく、審査員の方としてね。芸能界の雰囲気が摑めるでしょ。日毬ちゃんの仕事にも理解が深くなるはずよ」

「審査員？　そんな役割があるのか？」

「ああ、そこからか。アイドルのオーディションっていうのはね──」

　そして由佳里はオーディションの説明を始めた。

　要は、アイドル志願者に対しての面接試験である。ひまりプロダクションが新しいタレントを発掘するための、人員採用だと考えるとわかりやすいだろうか。

　審査員が囲み、アイドル志願者にさまざまな質問をしたり、課題をぶつけたりするわけだ。二次面接や三次面接まで繰り返していく可能性もあるし、場合によっては一次面接で一発採用なんてこともある。志願者は千差万別、さまざまな個性があり、決定に至るまでのプロセスは相手によりけりだ。

　説明を聞き終えた日毬は、小さく何度かうなずく。

「……なるほど。たしかに、姉上に業界を知ってもらうにはちょうど良さそうだな。現場に入ると気を遣うが、ここで審査に立ち合うだけなら気楽でいられるだろう」

「決まりね。オーディションは私が計画してるところだから、企画にはさっそく参加してもらうからね。第一回目のオーディションは、来月頭の土曜日を予定してる」

「それから、自宅の行き帰りや都内の移動は、常にタクシーを使ってくれ。凪紗にもそうしてもらってほしい」

　こればかりは守ってもらわなくてはいけない。日毬はまだ無名だったころ、ワンルーム事務所に徒歩や自転車でやってきていたが、かつての状況とはまったく違うのだ。

「自転車を使えば大丈夫だぞ。最近、自転車を新調したばかりなんだ。ちょっと奮発して、ブリヂストンの三万六〇〇〇円の自転車にしてみたんだ。ここまで、たった二〇分しかかからない」

「頼む日毬。こればかりは約束してくれ。トップアイドルを毎日チャリで往いき来きさせるわけにはいかないだろう。本当なら俺が毎日送り迎えするくらいでもいいんだ。日毬はしっかりしてるから、任せてもいいと思っただけさ」

「そういうものなのか……。私は運動を兼ねて、自転車の方が好ましいのだがな……」

　切せつ々せつと説得したおかげで、日毬は渋しぶ々しぶ同意してくれた。

　事務所の行き帰りはタクシーを使ってもらうとして、このマンションの駐車場を借りて、自動車も用意しなくてはならないだろう。事務所から日毬らを乗せて撮影現場に向かうためだ。普通のプロダクションならタレントのために複数台を用意してあるのだが、今までのひまりプロダクションには余裕もなかったし、必要もなかった。しかしこれからは、芸能プロダクションとして、最低限度の格好を付けておく必要があった。

　それから日毬や由佳里と新事務所で必要なものを話し合い、近くのデパートに三人で買い物に出かけたのだった。
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　仕事に関連した相手先から、引っ越し祝いの花が届き始めた。日毬が出演している番組や、グラビアやモデルをやっている雑誌社などの名前で次々と贈り届けられてくる。わざわざアステッドプロまでもが贈ってくれた。芸能界はいい加減なようにみえて、こういう仁義が妙にしっかりしているところがある。

　そのなかに、片かた桐ぎり杏あん奈なが個人で贈ってくれた花も混じっていた。杏奈はトップアイドルの一人であり、日毬もモデルとして出演している雑誌『エイティーン』にも登場し、ときたま顔を合わせる仲だった。日毬は杏奈を苦手としていたが、逆に杏奈は日毬のことを大いに気に入っているようだった。

　杏奈の花には手紙が添えられていた。俺はそれを取り上げ、リビングのソファで休んでいる日毬の下へと持っていく。

「日毬。杏奈から手紙が届いてるぞ」

「杏奈から……？」

　日毬はハッとしたようだった。手紙はともかく、相手が杏奈であることに日毬は驚いているのだ。

　手紙を開封し、日毬はそれを眺めやった。俺も一緒に覗き込む。






ひまりんへ




復帰おめでとー★

事件にはびっくりしちゃった。でも、ひまりんならきっとすぐ戻ってこれると信じてたよ。

また一緒にお仕事できるといいね！





片桐杏奈










「可愛らしい手紙じゃないか。芸能界で良い友達ができたな」

　感心して俺は言った。

「友達ではない……と思う……。杏奈はいつも私の胸を摑つかんでくるんだ……。でも、ちゃんとしたヤツだな……。お返事しないと……」

　つぶやくように日毬は言って、手紙を大切に折り畳んだ。
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　日毬の仕事が増えるなか、さまざまな雑務を俺がこなさざるをえなくなっていた。引っ越し作業や新しい名刺の印刷、新事務所の挨拶状の送付、事務所移転に関わる登記や申請の手続きなど、諸々の業務は多岐に及んだ。

　なにせ俺は社長兼事務員である。幸いにもオーディションの準備だけは由佳里に一任していたが、それ以外の雑多な作業の何もかもが、俺一人に集中してしまったのだ。日毬に言えば率先して手伝ってくれるに違いなかったが、看板タレントに雑務を背負わせるわけにもいかない。日毬には細々とした作業を隠して、俺がなんとか対応していたのだった。

　とにもかくにも、仕事量は増える一方だった。会社としては資金にだいぶ余裕がでてきたから、事務員を数人雇った方がいい頃合いかもしれない。
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　グラビア撮影の帰り、後部座席に日毬を乗せ、事務所へと向かっていた。

　車は中古で一〇〇万円ほど。日毬の送迎ができれば十分だから、高級車である必要はない。かといってオンボロだと万一カメラを向けられたときに差し障るので、そこそこの国産車である。

　前の座席に身を乗り出すようにして、日毬が言う。

「日本大志会の活動を強化していくため、事務所を借りようと思っているんだ。自宅とプロダクションの間くらいで、どこか選定するつもりだ」

　日毬が運営する政治団体日本大志会の事務所は、日毬の自宅の自室だった。古めかしく狭い畳の部屋で、扉は襖ふすまだし、収納は押し入れ。そんな部屋に神かみ棚だなが設置され、標語のようなものを墨すみで大書した紙が、壁ぎわに所狭しと張り付けられている。何も知らない人が日毬の自室に踏み込めば、極貧にあえぐ任俠団体かと勘違いするような部屋だった。

「自宅から出るのか……。しかし日毬の活動拠点を他に作られると、それはそれで問題ありそうだな」

「何が問題なんだ？」

「そりゃ、あちこち移動する場所が増えてスケジュール管理が煩はん雑ざつになるだろう。それも困るから……だったら、うちの事務所内に一室用意しよう。そうだな……休憩室にする予定だった部屋を、そのまま政治団体の部屋として使うといい」

「休憩室はいらないのか？」

「大した用途の部屋じゃない。ソファをひとつおいて、ちょっと仮眠を取りたいときとかに、軽く寝られるようにしてるだけだ。それ以外は物置くらいにしか使わないからな。だからその一室を使ってくれ。日毬に外で活動されるよりずっといい」

「私としては事務所が一緒だと助かるが……颯斗は右翼団体が傍にあるのは嫌じゃなかったのか？」

「別に嫌じゃないが、誤解されると面倒だと思っただけだ。世間の右翼団体へのイメージって街宣右翼のことだし、任俠団体に近い印象まであるからな。あんまり喜ばしいことじゃないだろう。だけど日毬の右翼団体に限って言えば、もう全世界に知られちまってることだ。それに日毬がどんな人間か世間はみんな知ってるから、誤解を受けることもない。プロダクション内にあっても、誰も違和感を持たないだろう」

「そうか……それなら、ぜひ置かせてくれ！　私も嬉しいぞ」

　日毬は大いに喜んだようだった。

「党員、増えたのか？」

「かなり増えている。四五〇人だ。私も管理が大変だぞ。これも颯斗のおかげだ」

　あれだけ華々しく復帰会見をやった割には、それほど増えていないと俺は思った。むしろ少ないくらいだ。政治団体でなく、ファンクラブだったら、今ごろ一万人になっていてもおかしくはない。

　そりゃ、いくら話題沸騰して日毬の人間性が高く評価されたとは言えど、創られたばかりの政治団体会員が何万人になるわけもない。短期間で四五〇人になったのなら、政治団体としては成功している部類だろう。

　俺は訊いてみる。

「そっちも事務員を一人雇った方がいい規模になってきたな。どんな風に活動してるんだ？」

「日本大志会のホームページでも会員専用のページを設けて議論を始めた。それから先日、第一回の会報を送ったんだ。みんな喜んでくれて、次も楽しみにしてるって会員ページにたくさん書き込みが集まった。私は今、とても幸せだ。これから、毎月発行していこうと思う」

　ブログ『ひまりのお部屋』を開設したばかりの初日、日毬が書いた長文のようなものを冊子にしたのだろう。

「会報に日毬の写真も付けてやると、もっと喜ばれると思うぞ。会員だけの特別な写真な」

「そうだろうか……。特別な写真って、どんなものだ？」

　興味津々といった様子で日毬が質問してきた。

「たとえば……事務所にいる日毬を、デジカメで取ったような手軽な写真で十分だろう。いや、逆にそういう写真の方が感謝されるのは間違いない。手間もかからんし、やってみな。会員が増える力になるはずだぞ」

「颯斗が言うのなら間違いないのだろう。わかった。自分のケータイで自分を撮って、これから毎月発行する会報に付けてみようと思う。会員専用ページに写真を載せてもいいかもしれない」

「グッドだ。それから、会員専用ページに写真を載せるのは、ためしに毎日やってみな。例の音声のアップロードと合わせてな。それを定期的にやっていけば、もしかしたら万単位の会員獲得も可能かもしれない。……それはもう政治結社じゃないが」

「そんなに増えるものなのか⁉　そうか、颯斗が言うならそうなのだろう。わかった。私はやり遂げてみせる」

　日毬の日々の写真を会員だけが毎日見られるなんてことになれば、それもまたマスコミに取り上げられることは間違いないし、会員数は激増するはずである。日毬の政治結社も、案外、捨てたものではなさそうだ。

　普通のファンクラブなら、プロダクションがせっせと準備をしなくてはならない。しかし日毬は自分ですべてを準備して、何もかもをやっているのだから、これはすごいことだ。

　俺の手間は何もかかっていない。これほど売れているアイドルがぜんぶ自分でファンクラブのようなものを運営してくれるのは、大いに助かるところだった。

　今後、政治結社がファンクラブ化していってくれるなら、尚のことプラスになるだろう。
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　由佳里が準備していたオーディションの案内が、アイドル雑誌やファッション雑誌に掲載されはじめていた。志願者からは予想以上の応募書類が殺到し、ここから選別するだけでもかなりの時間がかかりそうだった。

　まずは書類選考だ。

　書類をひっくり返しながら、俺たちは仕事に取りかかった。添てん付ぷされている写真のなかに明らかな美人がいれば分けておくだけの、ごくごく簡単な作業である。プリクラ写真を貼っているような子は即ボツだ。パッと見で判断するだけだから、軽い会話を交わしながら誰でもできる仕事である。

　この作業には、俺と日毬と由佳里だけでなく、凪紗も参加していた。オーディションの審査員として凪紗も参加することになっており、日毬の仕事の理解を深めるためだった。

　応募書類の束を分別しながら、凪紗は素すっ頓とん狂きょうな声を上げる。

「これは全員、アイドル志願者なのですか？」

「そうなる。全部で八〇〇通くらいか。ほんの短い期間に集まった数としてはこんなものだよ」

　書類の写真をチェックしながら俺は言った。

「こんなに多いんですか……。まったく未知の世界でしたから……」

「私とて少し前までは未知の世界だった。しかし、すぐ慣れたぞ。どうやら本当に、アイドルになりたい女の子というのはとても多いらしい。姉上も事務所に出入りしていれば、その辺の感覚がわかってくるようになるだろう」

　日毬に由佳里も続く。

「男性アイドルでナンバーワンの大手芸能プロ『アレクス』さんあたりになると、オーディションなんてなくても、月に数千通の応募があるって話よ。そこまでは無理でも、うちは日毬ちゃんが一気に有名になったし、安心して応募してくれる環境ができたんじゃないかしら」

「しかし月に数千の応募なら、年にすると万単位だぞ……。そんなに応募者がいるとはさすがに想像しがたいが……」

　さしもの日毬も、アレクスの応募数には仰天したようだった。

「それが本当なのよ。すごい数よね。何度も応募する男の子がいたりするんじゃないかしらねー？」

「オーディションを開かないのに、どうして応募があるんですか？」

　凪紗の疑問に、由佳里が答える。

「いちおう、常に応募書類を受け付けてるってことが知られているから、応募者は引きも切らないの。やっぱり男の子にも女の子にも、アイドルに憧れる年頃ってあると思うのよね」

「由佳里にも、そういう時期があったのか？」

　日毬が訊いた。

「実は、ちょっぴりね。私、小学校のころからずっとテニススクールに通っててね、そこのジュニア選手として少し有名だった頃があるの。それで脚光を浴びることに慣れちゃってたことがあって、いつか自分もアイドルになったりして有名になるのは当然だと思ってたこともあったし」

「どうしてテニス選手ではなく、アイドルだったんだ？」

「どっちでも良かったのよ。でもたぶん子供ながらに、テニス選手として有名になるハードルの方がずっと高いってわかってたのかも。アイドルだったら、もしかしたら私、諦めなかったら本当になれてたかもしれない。とにかく人前に出て有名になるってことに憧れる時期って、普通の子なら誰でもあると思うのよね」

「テニス選手とアイドルは違う気もするが」

「スポーツ選手も芸能人も、構造はまったく一緒よ。業界の成り立ち、お金の出元、運営の方法……線引きはできないわね」

「では、姉上が剣道の道を究きわめんとしているのも、同じことなのだろうか……」

「それはまぁ……かなーり違う……」

　凪紗が口をはさむ。

「どこが違うか、参考までに教えて頂けますか？」

　今度は俺が答える。

「剣の道って、一人の世界だけで完結しているものだろう？　道を究めることで生活を成り立たせてるわけでもないし、人から賞賛されるわけでもない。でも、アイドルやプロテニスプレーヤーともなれば、一人だけじゃ無理だ。芸能界もスポーツ選手も、スポンサーがいて、ファンがいることで初めて成立する。それがプロの生活の糧かてだし、注目を浴びることで自じ己こ顕けん示じ欲よくも満たせるわけだな」

「つまり、芸能人やプロスポーツ選手は、道ではないということですね」

　凪紗の意味深な言葉に俺は悩んだ。

「うーむ、道という比ひ喩ゆが深すぎて、俺には答えることができない……」

　ふと俺は、日毬と凪紗の手元に残っているプロフィールの束がかなり多いことに気づいた。少なくとも俺と由佳里の数倍はある。

「ところで日毬と凪紗が残してる書類、多すぎないか？」

「そうか？　美人を選別していく作業だろう？」

　日毬が首をかしげたが、由佳里も俺に同意する。

「たしかに、八割くらい残してあるように見えますね。私の方は、逆に二割くらいしか残ってませんが……」

「いやいや多すぎる。書類選考でそんなに残したら業務が進まない。俺の手元には一割残ってるくらいだぞ。適当に分けただけなのに、日毬や凪紗の束だけに、とくべつ美人が多く混ざっているとは思わない。確率論的に」

　俺は立ち上がって、日毬と凪紗の後ろに行き、書類をチェックした。すると、二人がどんな書類を選別しているのかすぐにわかった。

「選別してるの、ほとんど写真が適当なものだけじゃん！」

　手近なプロフィールの写真に手を走らせ、俺は説明していく。

「ほら、この子、普通だろ。この子も普通だ。この子は悪くないけど、やっぱり足りない。こっちの子はさすがになぁ……。この辺りは瞬時に判断できるはずだ」

　しかし日毬と凪紗は戸と惑まどったらしい。

「そうだろうか……。私には美人に見えるのだが……」

「綺き麗れいな子に見えます……。服とか羨ましいですし……。難しいですね……」

　俺は頭をかく。

「最終的には俺と由佳里がチェックするからいいんだが……せめて半分には減らしてほしいところだぞ。もっと厳しい視線でチェックしてくれないとな」

「いいじゃないですか。プリクラが貼ってあるやつとか、写真がないものとか、住所や連絡先が書いてなかったりするものだけ省いてもらえれば十分ですよ。あとで私と先輩で確認しましょう」

　由佳里が明るく言った。

「すまない……。颯斗の役に立ちたかったのだが……」

「申し訳ありません……」

　日毬と凪紗は素直に謝ってきた。

「いや……畑違いの仕事を任せてしまったかもしれない。じゃあその調子で書類を最後までチェックしたら、次は日毬が、凪紗に芸能界のことをザッと教えてもらえるか。今まで見聞きしてきた範囲でいいからさ」

「わかった。そうしよう」

「日毬、よろしくね」

　二人は顔を見合わせ、うなずき合った。厳格な世界に生きる二人だが、彼女たちはとても仲がいい。単なる姉妹というのを超えて、ある種の戦友のような、尊敬しあっている仲に俺には見えていた。

　再び席に腰かけ、凪紗に相対して俺は言う。

「それと、これからのことで提案があるんだ。凪紗に興味があったらでいいんだが……手の空いているときに、うちの仕事を時々手伝ってもらえないか？　報酬も払う」

「アイドルですか⁉　私には人前に立つなんて、とても無理です……」

　凪紗は狼ろう狽ばいの色を隠さなかった。

「そうじゃないって。今日みたいに、事務所で何か手伝ってもらうことがあるかもしれない。剣道場だけじゃ収入も少ないだろう。数日前に仕事を振ってみるから、道場の状況をみて、受けるかどうかをその度に判断してもらえればいい」

「なるほど……。道場なら、任せられる門弟もいます。それに、足が悪いとは言えど、母上も剣の指導をすることができます。日毬と一緒に行動できて、多少なりとも副収入になるのなら、ありがたい申し出かもしれませんね……」

「だろう？　サラリーマンみたいに会社に縛りつけられる話でもないし、道場を優先させてもらって構わない。必要なときには逐ちく次じ声をかけてみるから、都合が合えば手伝ってくれということだ」

「しかし、なんだか私に都合のよい提案ではないですか？」

「そうでもないさ。たとえば俺の予定が重なってしまったときに、日毬のマネージャーとして俺の代わりに現場に行ってもらったりすると、とてもありがたかったりする。他に事務員も雇うつもりだけど、フリーな立場で手伝ってくれる子がいるとすごく助かるんだ。凪紗なら、任せた仕事は決して投げ出さず、責任を持って最後までやってくれるのがわかるからな」

　よく知りもしない相手に頼める仕事ではない。しかし凪紗なら完全に信用を置くことができた。なにせ日毬の姉であり、あれほど厳格な家で道場を任されている女の子なのだ。約束を違えたり、責任を放棄したりすることはありえないだろう。

「そういうことでしたら、謹つつしんでお受けします。日毬や織葉殿の手伝いなら、望むところです」

　凪紗は殊勝に口にした。

「ありがとう。助かるよ。芸能界のことは日毬から教えてもらってほしい」

「私は業界に詳しいわけではないがな。しかし姉上も一緒に現場をこなしていれば、見えてくるものもあるだろう。姉上、よろしく頼む」

　日毬も嬉しそうに言った。

　ただでさえ人数が少ないプロダクションだ。今後アイドルが複数になっていったときに、凪紗のような立場で、急遽頼み事ができる相手がいてくれると大いに助かる。由佳里はまだ蒼通の社員だから平日の真っ昼間にこちらを手伝うことは難しいが、凪紗ならかなり自由が利くに違いない。
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　今日は朝から、『学校ＤＡＩＳＵＫＩ！』の撮影日だ。

　俺は車で日毬を迎えに、自宅前までやってきた。今回、凪紗も勉強のために付いてくる予定だった。今後は俺がどうしても他の予定で動けないときは、凪紗が日毬に付いて現場に入ってもらうことになる。その場合はタクシーで現場に向かってもらえばいい。

　チャイムを押して玄関を入ると、ちょうど日毬が出てくるところだった。

「おはよう、颯斗。もうすぐ来るころだと思って、外で待っていようと思っていたんだ。ちょうどよかった」

「おはよう。話は車のなかでだ」

　俺は日毬を促した。この家の前の道路は狭く、車一台が停まっているだけで邪魔になる。

「姉上！　時間だぞ」

　日毬が奥に呼び掛けると、凪紗が神妙な足取りで玄関へとやってきた。

　凪紗は女性用のスーツ姿だった。しかも普通より股下がかなり短く、ウエストのくびれを強調するきつめなスタイルだ。由佳里と同じブランドのスーツ。あいつが選んだのは間違いない。

　おずおずと、凪紗が訊いてくる。

「初めて着てみました……。いかがでしょうか……？」

「それ、由佳里が選んだヤツだろう？」

「はい……。健けん城じょう殿が、マネージャーとして動くならこれがベストだと断定するものですから……」

　オフィス街で仕事をしているわけでもない凪紗は、今着ているスーツがいかに派手めなものか実感としてわからないだろう。控え目に言っても、男性諸氏に対するアピール度は満点だ。

　日毬が困ったように言う。

「着てからずっと姉上は恥ずかしがってるんだ。おかげで鏡すら見ようとしない。似合っていると教えてやってくれ」

「ああ、完璧だよ。由佳里が今の凪紗の恰好を見たら、嫉しっ妬とで悔しがると思うぞ」

　凪紗はさすがに日毬の姉だけに、由佳里よりスタイルがいい。

「すごく動きにくいのですが……」

「そりゃ稽古着やジャージと比べちゃ、そうだろう」

　俺は苦笑した。

「それに脚がスースーして……何にも履いてないような気分になってきます……。椅子に座るとき頑張って工夫しないと、どうしても下着が見えてしまいそうな……」

　恥ずかしそうにスカートを押さえる凪紗に、日毬が言い聞かせる。

「私なぞ、水着にすらなるのだぞ。高校のスカートよりちょっと短いだけではないか。私も最初は苦痛で仕方なかったが、目的のためだと思えば乗り越えられるんだ」

「日毬はそれが自ら選んだ仕事じゃないですか。私は単なるアルバイトなんです」

「かなり派手めだけど、あくまでスーツだから。ちょっと股下が短めなだけさ。すぐ慣れるよ」

　玄関で留まっているわけにもいかず、俺は凪紗を急かして車に乗せた。
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　書類選考で八〇〇人を一八人にまで絞り、俺たちはオーディションに臨んでいた。

　うちの事務所のリビングを折りたたみ式の長机で囲み、その中央にタレント候補者が座って面接するのである。このマンションのリビングは、オーディションをするのに十分な広さがある。

　第一回面接は一人四五分をかけ、土日を通して行うことになる。一日九人を面接する予定だ。候補者は面接時間の一〇分前には事務所に入り、面接時間まで別室で待機してもらう流れだった。

　審査員は俺、由佳里、日毬、凪紗の四人である。日毬と凪紗は当てにならないから、実質的には俺と由佳里が審査するのだが、今やトップスターの一角となった日毬が堂々と座っていると志願者の励みにもなるだろう。

　最初の候補者が由佳里の案内でリビングにやってきて、中央に立って挨拶してくる。

「よろしくお願いします！」

　俺たちもそれぞれ挨拶し、面接を開始した。

　最終選考に残した一八人は、容姿だけならアイドルとして全員アリだと思う。可愛い子ばかりだ。彼女たちがスカウトの目に留まれば、まず声をかけられるレベルだろう。

　今目の前に立つ彼女は、幼さの残る容姿が、コアな層から受ける予感がした。

「じゃあまずは、自己紹介してみてくれる？」

　俺は軽い口調で言った。

「わかりました！　吉川ちえり、一六歳です。ひまりんと同い年なので、ちょっぴり嬉しいです！」

　初しょっ端ぱなから初うい々ういしすぎる挨拶だった。

　一方、審査員側に居並ぶ三人の女の子たちと言えば……男塾もびっくりの超絶硬派な日毬、引き籠もりがちで臆おく病びょうな凪紗、自称江戸っ子喧嘩上等な下町っぽい由佳里だ。志願者たちとは妙に違う。

「趣味はスノーボードで、毎年、家族と一緒にスキー場に遊びにいきます。特技はお料理を作ること。うちの晩ご飯は、私が作ることになっているんです。毎晩、中学生の弟に勉強を教えて、家庭教師のまねごともしています。それから、彼氏はいません！　ひまりんと同じく、私も処女です！」

「いいね、紹介ありがとう。ところで、どうしてアイドルになってみたいと思ったの？」

　まずは、ありきたりな質問からだ。

「はい！　みなさんに笑顔をプレゼントしたいんです。私が活動することで、一人でも多くの人に笑顔をあげることができたなら、とってもとっても嬉しいです！」

　うーん、普通だ。公式通り。

　由佳里が感心したように言う。

「そのブレザー、可愛らしいわよね～。そんなにお洒落な高校の制服ってあるの？」

「通ってる高校の制服なんです。この制服のおかげで、うちの高校は女の子に人気があるんですよ。とっても気に入ってます！」

　言葉の締めくくりがいつも尻上がりな感じだ。ぶりっ子な気もするが、若くて童顔タイプだけに、それなりに様になっている。こういうバランスはアリだ。全体的に悪くない。

「へー、いいなー。そういうの、私も着てみたかったなぁ。もう遅いけど」

「ちっとも遅くないですよ！　審査員さんだってお若いですよね？」

　そう切り返された由佳里は、複雑な表情で腕を組む。

「ん～、高校の制服はちょっと限界な年齢かも」

「でも審査員さん、タレントさんじゃないんですか？　とっても美人さんだなって思いました。ドラマとかで制服を着た高校生役をやっても、ちっともおかしくないと思いますよ」

「そう見える？　あは、見るべき人はわかるのね。先輩、やっぱり私もデビューしちゃいますか？　アナウンサーも務められる頭の良い女優みたいな。どう思います？」

　だんだん由佳里は調子に乗ってきた。根が単純だから、簡単に乗せられやすいのだ。

　だが、お世辞だとは言い切れない部分もたしかにあるから、切って捨てることもできない。ここは無視が懸命だろう。

　俺は由佳里をスルーして、テーブルに身を乗り出す。

「なんていうか、オーディションに慣れてる感じがするね。他のプロダクションのオーディションとか、受けてみたことある？」

　完全無視された由佳里はシュンとしてしまったようだ。

「はい、以前、一度だけチャレンジしてみたことがあります。実はそのとき、すごく緊張しちゃって、ほとんど受け答えができなかったんです。だから今回は上手くやれるようにって、弟の前で何度も何度も家で訓練してきました。それから、ここに来る前、神社に寄って、頑張ろうって誓ってきたんです」

「そうなんだ。上手くやれてるよ。今回一八人のなかから選ばれるかどうかはまだわからないけど、その調子で努力を続ければ、君ならいつかデビューできる可能性はあるだろうなって思うよ」

「ありがとうございます！」

「じゃあここで得意な歌や演技とか何でもいいから、即そっ興きょうでやってもらうことできるかな？」

「はい！　じゃあ歌でもいいですか？」

「いいよ。やってみせて」

　ちえりは「えいっ」と可愛らしい声を上げて拳を握りしめ気合を入れて、身振りを交えながら歌を歌い始めた。流行の歌か謡よう曲きょく。

　俺は時々うなずきながら聞いていたが、特筆すべきことはなかった。強いて言えば、まぁまぁ上手い方だろう。一生懸命さが感じられて、応援してやりたい気持ちにもなる。

　一曲終わったところで、審査員席の俺たちは拍手した。

「うん、ありがとう。良かったよ。頑張ったね」

「はい、そう言って下さると嬉しいです！」

　ちえりはまたも可愛く両拳を握りしめた。

　まだ言葉を発していない審査員席の日毬や凪紗に向けて、俺は言う。

「日毬や凪紗も質問していいんだからな。何か思うところがあれば、どんどんぶつけてみな」

「うむ、そうしよう」

　日毬がズイと身を乗り出す。

「貴公、今の政治をどう思う？」

「……え？　……えっと……政治、ですか？」

　ちえりは目を白黒させた。

　アイドル志願者にする質問じゃねえ……と思ったが、考えてみれば普通のアイドルを募集しているわけではない。どんな突飛な質問でも、してみるべきだろう。たとえ政治のことがまったくわからなくても、反応の仕方で、その子の人となりがわかる。

「に、日本を……」

「日本を？」

「ひまりんがいつも言っているように……日本はもっと頑張るべきだって思うんです……」

　日毬の意見を聞きかじっているのだろう、なんとか話を合わそうとちえりは懸命だった。しかし一六歳の子では、きちんと自分の意見を整理して答えられなくて当然だ。高校生くらいだと、もしかしたら自じ友ゆう党や民みん政せい党、共きょう産さん党の区別すらできない子がいても不思議ではない。

　日毬とちえりとの嚙かみ合わない政治議論が幾つか交わされたあと、俺が口をはさむ。

「凪紗の方は何か聞きたいことなんてないのか？　なんでもいいんだぞ」

「私は圧倒されてしまいました……。こんな風に、自分が人に囲まれて話すなんて考えただけで、足がすくみ上がってしまいます……」

　囲まれてといっても、審査員はたった四人である。凪紗にとっては数人の中心で会話するだけでも一大決心なのかもしれない。

　やはり凪紗には、審査を期待できそうにはなかった。だがここは凪紗が芸能界というものの雰囲気を摑んでくれれば、それでいい。

　それから俺と由佳里が再びちえりと会話を交わし、四五分が経ったあたりで一人目を終了したのだった。
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　続いて出てきた女の子は、なんと水着姿だった。

　控え室で待っている女の子を由佳里に案内してもらったのだが、入れ替わるとき、オーディションを終えたばかりのちえりも仰天して水着の子を眺めていた。

「おはようございます。水みず上かみ絵え里りです。どうぞよろしくお願いします」

　絵里が深々とお辞儀をすると、胸の谷間がくっきりと見えた。狙ったのは間違いない。

　書類上ではバスト95。書類選考で残ったなかではスタイルが一番いい子だった。スタイルだけなら日毬より上だ。

　さしもの俺も、いささか動転してしまう。

「い、いつ着替えたの？　さっき玄関がチラと見えたんだけど、来たときは私服だったよね」

　面接時間の前に来る女の子は、凪紗に案内してもらっていた。

「私服の下に水着を着てきました。私のアピールポイントはスタイルだと思っているので、オーディションは水着で受けようと決めてました」

　すごい子がいたものだ。

　逆に言えば、ここまでしないとなかなか印象には残らないのだろう。アイドル志願者たちも必死なのだ。

「なるほど……。まずは自己紹介、してもらっていいかな」

「わかりました。先月一九歳になりました、水上絵里と申します。日本大学芸術学部、演劇学科に通っています。高校の頃に演劇部に所属していまして、その頃から将来はお芝居の仕事に就きたいと思うようになりました。でも、演劇方面に進んだ先輩たちを見ていると、やっぱり演劇一本では食べていくことができないとわかりました。そこで演劇の仕事に関連してできるのは何かと考えてみて、自分なら、アイドルの可能性があるんじゃないかって考えたんです」

　この子が美人なのは間違いない。絵里の年齢は凪紗と一緒、容姿は凪紗が上で、スタイルは絵里が上。

　大人びて見える子なので、アイドルよりは、女優の方面が向いていると思われた。だが、いきなり女優という窓口は大きくないし、やはり入り口としてアイドルから出発するのがいいと判断したのだろう。賢明な選択だと思う。

　いや、それにしてもだ……「誰それの容姿が上」とか「こっちの子の方が可愛い」という判断を冷れい徹てつに下していかなくてはならないのは、ある意味で嫌な仕事である……。心の声が聞こえたら、女の敵呼ばわりされても文句は言えない。だがこれは、あくまでも芸能プロダクションの通常業務である。プロダクションはどこだって同じだ。

　由佳里は共感の声を上げる。

「ずいぶんしっかりしてるなぁ！　趣味や特技なんかも聞いていい？　いちおう書類にも書いてあるけど、絵里ちゃんの口から」

「はい。趣味は読書とネットゲームです。読書は昔から世界の史跡に関する本が好きで、いつか本で読んだ世界中の遺跡を訪ね歩くのが夢です。ネットゲームはモンスターハンターというゲームをやっています。ヒマな時間を一人でつぶすにはちょうど良いと思っています。特技は縦笛で、小学校の頃に音楽の時間で好きになって、家でも毎日吹いていたら色んな曲を奏かなでることができるようになりました。凝り性なので、一度嵌はまるとどっぷり浸かってしまうんです」

「縦笛かぁ、面白いわねー。ところで、彼氏とかは……いる？」

　由佳里は覗き込むように訊いた。

　普通の企業面接でこんなことを訊けばセクハラ扱いされるが、アイドル志願者には確認しておかなくてはならない。

「……います。いますが、仕事で必要なら、すぐにでも別れます。同じ芸術の道を志す上で尊敬できる人なのでお付き合いしているのですが、タレントとしての仕事の方が絶対優先です」

　正直なのは実に良いことだ。この場合、少しも減点対象にはならない。

　俺は興味を抱いた部分を突っ込んでみる。

「自己紹介のなかで、アイドルになりたい理由は、演劇に関連した仕事に就きたいからだと言ったよね。その辺を、もう少し詳しく語ってもらっていいかな？」

「演劇もアイドルも共通しているのは、お客さんに対して〝演じる〟という部分だと思います。私の一生懸命な姿を見て、みなさんにも頑張る勇気を与えられたらと思います。演劇もそうなんですが、そういう想いを持って演技していると、ちゃんと見ている人に伝わってくれるんです。想いが相手に伝わることが何より嬉しいですね」

　それから、絵里の得意の演技を即興で演じてもらったり、日毬から政治の質問があったりと、一人目のちえりと同じような流れでオーディションが続いた。

　この子も悪くない。まぁまぁだ。だが、今一歩足りないような気がするのはどうしてだろうか。いきなり水着になったのには驚かされたが、それでも質問を繰り返してみれば、やっぱり普通の範囲内の子である。
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　一日目のオーディションを終えて、それぞれ缶コーヒーを手に長机を囲んでいた。

「どうだった？」

　俺は女性陣三人に向けて訊いてみた。

　まずは日毬が応じてくる。

「オーディションというのはこういうものなのだな。みんな美人だったし、堂々としていてすごいと思ったぞ。もし私なら、拡かくさんが一緒じゃないと勇気を持てなかったかもしれない」

　拡さんとは、日毬愛用の拡声器のことである。勇気を振り絞るために、日毬は拡声器を相棒に見立てて努力してきたのだ。

「でも日毬ならもっと堂々と喋れると思うけどな。日毬を相手にすれば、審査員も度ど肝ぎもを抜かすのは間違いない」

「いったん話し出してしまえば、怖いとかいう意識が吹き飛んでしまうんだ。日本の未来のことで頭がいっぱいになってしまって、逸はやる気持ちを抑えきれなくなる。でもやはり、最初のキッカケには拡さんがいてくれると助かる。颯斗が傍にいてくれるなら、それでもいい」

　凪紗も感想を口にする。

「私は、集まったみなさんが綺麗でビックリしました。こんなに美しい人たちが、いったい今までどこに隠れていたのか不思議でなりません。それに堂々と自分のことを語っている様子を見て、彼女たちに対する尊敬の気持ちでいっぱいです」

「よく言うよ。凪紗ならどこのオーディションに出たって、一発採用されてもおかしくないんだぞ？」

「とっ、とんでもありません……。あんな場所で喋ることもできないし、あの子たちに容姿で敵うとも思いません……」

「よく考えてみてくれ。日毬と凪紗は姉妹だ。もちろん似てるよな？　そこまでは、いいよな？」

「……はい」

「そして日毬は日本全土で名前が売れている。事件で一時的に騒がれてるだけじゃない。美少女だって誰もが言うだろう？」

　コクリと凪紗はうなずいた。

「ほら、決まりだ。凪紗だって同じだ」

「……いいえ……。日毬は勇気がありますし、はっきりと夢も描いています……。やっぱり日毬はすごい妹なんです……」

　勇気や夢と容姿は何の関係もないと思ったが、それ以上言うのはやめにした。俺としては凪紗を褒める気持ちだったのに、どういうわけか責めているような気分になってきたからだ。

　日毬が助け船を出してくる。

「姉上は慎つつましやかだからな。あまり問い詰めないでやってくれ。普段の姉上は、剣を通してしか人付き合いをしないんだ。剣以外のことで、こうして集まって話しているのは、姉上にとっては一大決心でもあるんだぞ。私がいるから参加できているんだ」

「剣を通してしか語らないってのは……それだけ聞くと、やたら格好いいな」

　凪紗の実態は引き籠もりに近い。こうして親しくなった以上、なんとかしてやりたいところだった。あわよくばタレント活動もしてくれればいいのだが、そこまでは望んじゃいけないだろう。凪紗だと、人前で水着になるだけで卒倒するに違いない。

「凪紗ちゃんに足りないのは自信だけなのよねー。凪紗ちゃんがその気になれば、世界を手に入れることだってできるのに」

　由佳里の言葉に、俺も大いに同意したいところだった。だがやはり、オールマイティに何もかもを持っている人間はいないということだろう。凪紗が自然と世間に引け目を感じてしまうのは、持って生まれた美貌とバランスを取るための天命だったと思うしかない。

「結局のところ、日毬と凪紗は誰が良いと思ったんだ？」

　俺は結論を確認してみた。

　まずは日毬が答える。

「私は全員合格だと思った。残念ながら政治の質問には一人も答えることができなかったが、これから勉強していけばいいことだ。日本国籍さえあれば、日本大志会への参加資格もある。この際、全員採用でもいいのではないだろうか」

「それは無理だ。俺たち側に受け入れ体制がないからな。今はまだメインで営業できるのは俺だけだから、売り出せるのは一人が限度だろう。やはり一人、多くても二人以内に絞り込まなくてはならない」

「そういうものなのか……。知らぬこととは言え、安易な答えを述べてしまい誠に済まなかった……」

　おずおずと、凪紗が口にする。

「私は最初の子──ちえり殿は良かったような気がします……」

「理由は？」

「日毬と同い年で頑張っているので、応援してあげたいと思いました」

　それは審査じゃねえ！　小学生の読書感想文だ！　とツッコミを入れるのは野や暮ぼというものである。凪紗なりの、精一杯で健気な意見に違いない。

「由佳里はどうだった？」

　参考になる意見を出せるのは、このメンツだと由佳里だけだ。

「今日の九人、さすがにみんな可愛いですよ。学校じゃナンバーワン、きっと負け知らずでしょうねー。でも社会に出て日毬ちゃんとかに会うと、やっぱり上には上がいるんだなぁと大いに悩まされるわけです。あの子たちの将来が手に取るようにわかりますよ、うん」

「まるで見てきたような物言いだな」

「私も経験ありますもん！　中学でも高校でも私、超すごかったんですから！　築つき地じの由佳里って言えば、近隣の学校まで名前が轟とどろいちゃってて、泣く子も思わず黙っちゃうくらいのボス級だったんですよ！　もうすごいんです！」

「お前は番長か……。で、何が言いたいんだ？」

「つまり……今日の全員、私みたいということです」

「うん？　やけに哲学的だな。続けてくれ」

「みんな可愛い。はっきり言っちゃいますけど、ええ、昔の私みたい。モテるはずです。でもアイドルとしては今一歩なんです。ピンと来るものがなかった」

「自分に自信あるのかないのか、いまいちわからん言い回しだ」

「……星ほし沢ざわ由ゆ里り花かって知ってますよね？」

　唐突に、由佳里はまったく無関係に思える話題を振ってきた。

「そりゃトップアイドルの一人じゃないか。今じゃ有名女優と言った方がいいかもしれん。たしか由佳里と同い年だったな。知らない人の方が少ないだろう」

　日毬が口をはさんでくる。

「星沢由里花なら、私が知ったのは最近だぞ。事務所で芸能界を勉強するようになって、芸能雑誌でかなり見るようになった名前だな」

「聞いたことがありませんでした……」

　凪紗は弱々しく言った。

「二三歳、同い年です。由佳里と由里花、ちょっと似てると思いません？」

「それがどうしたっていうんだ」

「実は私、告白すると、高校の頃……一度だけ大手芸能プロダクションが主催したオーディションに応募したことがあるんです……」

　苦々しい面持ちで由佳里は言った。

「へえ！　初耳だな！　意外なこともあるもんだ」

「女の子なら、誰だってそういうのに憧れるタイミングがあるんです！　先輩、私のこと女の子だと思ってないんじゃないですか？」

　不満そうに、由佳里は俺を睨みつけてきた。

「思ってるさ。ただ由佳里は、芸能界なんて鼻にかけるようなタイプには見えなかっただけだよ。で、受かったのか？」

「受かると信じ切ってました。あの頃、無敵だと思ってましたから……。実際、数千人の女の子が応募したなかで、一〇人の最終選考にまで残ったんです。言葉では『たまたま友達が応募した。本当はあんまり興味ないの』とか言っちゃってましたけど、本心では『私以外に選ばれるわけがない』って確信してました。それが……」

「それが？」

　興味深い告白だ。俺は話を急がせた。

「同じく最終選考に残った子に、星沢由里花がいたんです。私と同い年で、名前もちょっと似てましたから、すっごい意識してました。待合室で待ってる間、お互いにお話しして、なんかもうあっちもすっごい私のことを意識してるわけです。絶対負けたくないと思いました」

　由佳里はうつむきがちになって続ける。

「オーディションが終わったあと、勝ったと思いましたね。それで私、勝ち誇って星沢由里花と会話を交わしたんです。私が得意げなんで、あっちはびびっちゃってましたね」

「わかったわかった。言いたくないなら、もう話さなくてもいいんだぜ」

　だいたい結論は見えた。誰にだって思い出したくない黒歴史はある。

「……結果はわかりますよね？　ええ、そうですとも。星沢由里花が選ばれて、私は落ちてしまいましたとさ。……落ちたことも大ショックでしたし、何より星沢由里花が受かったことが、私の心にこれ以上ないくらいのトラウマとして刻まれてしまいました。しかも星沢由里花は並み居るタレントを押しのけて、あっという間にスターダムにのし上がり……。それ以来、もう二度とオーディションなんて受けなかったですし、芸能界なんて見向きもしませんでしたね」

「意見を言わせてもらえばだ、本当にあと一歩だったんじゃないか？　たぶんそれ、どっちが選ばれてもおかしくはなかったに違いない。由佳里だって、そこで諦めずに幾つかオーディションを受けてみれば、きっとどこかの大手に潜り込めただろうな」

　本心から言ったが、由佳里は肩をすくめる。

「どうでしょうか。冷静に振り返ると、やっぱり自分じゃ一歩足りなかったってこともわかるわけです。日毬ちゃんや凪紗ちゃんを見れば、上には上がいるんだってことが客観的に理解できる年頃にもなりました。それに、後悔しても意味がないんです。歴史にｉｆはありませんから……。それから何事もないように推薦で大学に進んで、それなりに楽しく生きてきました。就職活動のころは、『女子アナを考えてみたら』とテレビ局系列のアナウンサー学校の人から声をかけられたことがあるんですが……でも、いざ自分がそっちに進むと考えると、昔のトラウマが蘇よみがえって死にたくなるんですよ。分かりますか、この気持ち？」

「由佳里は鬱うつなんかとは無縁だと思っていたけどな」

「鬱じゃないですってば。ただ単に死にたくなるんです。『ああ、死にたい！』って思うことってあるでしょう？」

「まぁそうかも。『死にてー』って思うときはある。そういう感じか」

「結局、私は蒼通に入社することで人生に妥協したんです。妥協点としてはなかなか成功した方なんじゃないでしょうか！　私、ぶっちゃけるとかなーり偏差値低かったんですが、テニスのおかげで推薦で早稲田にも潜り込めたし、この容姿のおかげで蒼通にも滑り込めたんだと思います。……うん、半端な私にしては、やっぱり大成功ですよこれは。そう思わせて下さいね、過去を後悔したくありませんから！」

　由佳里の話に耳を澄ませていた日毬が、落ち着いて言う。

「人に道ありとは言ったものだな。だが、アイドル自体を到達点とする考えは、私にはなかなか分かりがたい。蒼通に入社できたことの方が、私には良い結果になったのではないかと思える。歳をとっても、続けようと思えば続けられる仕事だろう。それに他の会社に転職もしやすくて、潰しも自由自在だ。世界の理ことわりに近いポジションは、アイドルより蒼通ではなかろうか。表舞台に立つ者よりも、玉座の後ろに控える者の方が、本当の実力者であると私は思う」

「日毬、それは過大評価だぞ。しょせん、ただのサラリーマンだからな。上から命じられた業務を淡々とやってるだけだ。想像してるほど面白い職でもない。実際にはバイトでもこなせるような雑務が大半を占めてる。つい会社の名前と自分の実力を混同したくなるものだが、たかが歯車なんざ誰がやってもおんなじだ」

「歯車でもいいじゃないですか。社会の舞台裏を見られる快感っていうのは、何物にも代え難いものですよ。私はそれなりに気に入ってますね」

　由佳里は俺にそう言って、次に日毬を向いて続ける。

「私もね、今ではもっと幅広く物事を見られるようになったから、これはこれでアリだったなって思うの。でも、昔のトラウマはなかなか振り払えないものなのよ。テレビで星沢由里花を見たりすると、なんとも言えない気持ちになるわ。日毬ちゃんはトラウマなんてぶった切る力のある子だから、私のような凡人の考えはわかってもらえないかもしれないけれど……」

　俺は素直に感じたことを口にする。

「実はタレントを選定する目って、由佳里が一番あるのかもしれないな。なんせ自分で経験してきたことだ」

「時と場合によりますよ。最初に日毬ちゃんを見出したのは先輩です。ですがオーディションに関しては、私の方がいろいろと理解しているということじゃないでしょうか。だから私は、今日のあの子たちが、昔の私みたいだって思うわけです。今一歩足りない。悪くないんですが……」

「採用するかどうかは別として……みんな合格ラインは超えてると思ったけどな」

　そう俺が言うと、由佳里は指差してくる。

「それが逆に良くないんですよ。ピンと来る子がいなかったということです」

「なるほど。たしかに、日毬のようなインパクトがある子は一人もいなかった」

「ですです。ひまりプロダクションが募集しているのは、なんかもうすごいアイドルってことだったじゃないですか。今日の子たちなら、他のプロダクションに採用されてもおかしくありませんが……逆に言えば、うちが求めてる子じゃないってことでもあるでしょうね」

「わかった。結論としては、今日の子たちは不採用。明日に期待か」

　日毬と凪紗は意外そうに言う。

「そうなのか。残念だな。みんなやる気がありそうだったが……」

「あんなに美しい人たちでも採用されないとは……芸能界というのは厳しいところなのですね」

「可愛いのは大前提として、うちの場合はプラスアルファがほしいってことよ。どうしても、もう一歩がほしいの。うちは大手じゃないから、やっぱり売り出していくにはゲリラ的な戦術が必要とされるでしょ？　そのとき、日毬ちゃんのようなパワーが不可欠なわけ」

「凪紗なら採用されるよ。なんなら、うちに採用されてみてもいいんだが？」

　冗談半分、本気半分で俺は言った。

　凪紗の頰は真っ赤に染まり、うつむきがちに声をあげる。

「私は耐えられないと言っているじゃないですか。それにプラスアルファなどありません」

「剣の道を究めようとしてるアイドルなんて、それだけでもご飯十杯はいけそうだがなぁ。もったいない」

　ひとまず結論が出たところで、一日目のオーディション審査をお開きにしたのだった。
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　二日目も同じように始まった。

　やはり容姿は全員、一定レベルに達していると思う。しかし由佳里が昨日指摘したように、あと一歩が足りなかった。

　完成されたアイドルを求めているわけではない。未完成で構わないから、角張った人材が必要だ。ひまりプロダクションのような小さな会社であれば、タレントのユニークさを売りにして、ゲリラ的な営業を仕掛けるしか可能性が見いだせないからだ。

　世間には、ひまりプロダクションは日毬のように突飛な人材を抱えている会社であると印象付けられている。今さら普通の子を売り出して、大手プロダクションと張り合ったところで敵うわけもない。

　そもそもオーディションで、日毬のような人材を発掘しようとするのは無理があることはわかっていた。だが、日毬レベルとはいかなくても、どこかに尖ったものが見いだせれば良かったのだ。それが……ない。

「どうしてアイドルになりたいの？」という質問には、決まったように次のような応答が返ってくる。




「みなさんに笑顔をプレゼントしたいんです」

「元気になってほしいんです」

「頑張る勇気を持ってほしいんです」

「たくさんの人の素敵な笑顔を見たいんです」

「みなさんから力をもらって、そのお返しができるような仕事をしたいんです」




　オーディション用の虎の巻でも出ているのだろうか。みな、同じような言葉しか言わないのには参った。

　広告には「普通のアイドルなんていらない！」とでかでかと掲載している。ところが、いざフタを開けてみれば、やってきたのは普通のアイドル志願者ばかり。

　一七人目が終わり、由佳里は残念そうな表情で口にする。

「次の子で最後になっちゃいましたね……」

「だなぁ……。全員まぁまぁなんだが、イマイチでもあるな。いい勉強になったよ」

「最後の子、呼んできますね」

　由佳里は立ち上がって、最後の子を引っ張ってきた。

　女の子は地味めの私服だった。オーディションを受けた女の子のなかでは一番オーソドックス。しかし決して廉れん価か品という印象ではなく、仕立てのいい感じの服だ。買えばそれなりに高いもののはず。どこかのお嬢様だろうか。
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「よろしくお願いします！　朝あさ霧ぎり千ち歳とせです！」

　元気というより、お嬢様が無理して気合を入れた感じだった。

「よろしく。早速だけど、君の口から自己紹介を聞かせてもらえるかな？」

「わかりました！」

　息を大きく吸い込み、千歳は話し始める。

「最近一七歳になりました！　えっと……趣味はありません。特技は裁さい縫ほうと洋服デザインです。どんなことでも一生懸命取り組もうとするところが、自分のいいところだと思います。単位制の高校に通っていましたが、今は休学していて、ほとんど毎日、家の近所のファミリーレストランで働いています。夜には自分でお洋服を作ってみたり、新しい服のデザインを考えてみたりするのが日課です」

　第一印象は、お嬢様然とした見栄えのする子だ。中身は見栄えだけで判断できないが、売り出しの方向はわかる。

　たしかに可愛い。百人が百人、美人と言うだろう。スタイルは一七歳相応といったところか。

　だが、容姿の他は普通だった。特技は珍しいが、だからどうしたと言う範囲内のものだ。

　内心ではこの子も難しいだろうと思いつつ、俺は質問をしていった。

「もしかして、その服も自分で作ったとか？」

「あっ、そうです！　自分の服は自分で作ってみることにしています」

「へえ、そりゃ本当に特技だなぁ。毎日ファミレスでバイトしてるって大変だよね？」

「中学を卒業してからすぐバイトし始めたので、それが普通の生活になっちゃいました。だからあまり大変だってことはありません。お父さんとお母さんからはバイトなんかしなくてもいいと何度も言われたんですが、逆に私はどうしても働きたかったんです」

　少し意外だ。お嬢様なのかと思っていたが、苦労人だろうか。

　定番の質問をぶつけてみる。

「どうしてアイドルになってみたいと思ったの？」

　何気ないこの質問が、実は一番大事な問いなのだ。

「お金を稼ぎたいんです。すごくたくさん、一気に稼ぎたいんです」

　その答えが予想外のもので、さすがに俺は泡を食った。先にオーディションを受けた一七人の女の子とは、まったく異質の答えだったからだ。

　由佳里も呆然と口を開いていたし、日毬や凪紗も目を見開いていた。

　千歳は続けてゆく。

「私、どうすればお金を稼げるのかって、いろんな方法を調べてみました。でも一七歳だと制約が大きくて、やろうと思った仕事もできないんです。水商売を探してみましたが、どこも一八歳以下はダメだって拒絶されました。病院の治ち験けんもダメだって言われました。なんでもいいんです。どんなことだってやるんです。でも、見つからない……。すごく悩んでました。そんなとき、ファミレスのバイト仲間からもらった雑誌でオーディションの記事を発見したんです。そのとき『これだ！』って思いました。未成年の私でもたくさん稼げる方法って、これしかなかったんです。どうしても私は、アイドルになるしかないんです。お願いします、どんなことでもしますから、お願いします！」

　千歳は切々と力説した。

　日毬が珍しく率先して質問する。

「どうしてそんなにお金を稼ぎたいんだ？」

「……私、守しゅ銭せん奴どなんです。お金が好きなんです！」

　そうは見えなかったが、かといってお金が嫌いという人もいない。ここまで洗いざらい本心を吐と露ろする人物が、普通はいないというだけだ。

　次に由佳里が訊く。

「他の芸能プロダクションに応募したことある？」

「いえ……ここの広告を見てから、他のプロダクションでも募集していないか、いろいろチェックしてみました。でも、採用決定までに時間がかかるみたいですし、いつから活動できるのかとか不明で……。ひまりプロダクションは『採用は即座に決定』とはっきり書いてあったので、ここしかないって思いました。早くアイドルになりたいんです。一日でも早く仕事を始めたいんです！」

　千歳からは、必死さが滲み出ていた。

「貴公、今の政治をどう思う？」

　日毬の定番の質問だ。まともに答えられた子は一人もいなかった。みな、日毬の普段の話に合わせようと懸命になり、「日本を良くしたい」とは言うのだが、それ以上の深い話は誰一人としてできないのだった。

「ごめんなさい、まったくわかりません……。勉強しないとって思いますが、それどころじゃないんです。私は仕事がしたくて、それで頭がいっぱいなんです」

　はっきりと「興味がない」というようなニュアンスを言い切った子は初めてだった。正直者なのだろうか。

「うむ。今まで全員に同じ質問をしてきたが……貴公の答えが一番好感を持てたぞ。これからじっくり学んでいくといい」

　どういうわけか日毬は満足そうだった。

　それから幾つか質疑応答を交わしたあと、得意な歌か演技をやってみせてほしいと頼んだ。

　すると千歳は立ち上がり、歌い始めたのは『翼をください』だった。それなりに上手く、歌には熱がこもっていたが、オーディションではあまりに地味である。第一、学校の音楽の時間に習う曲である。もっと他にあるだろうと、こっちが心配になるくらいだった。

　他の子たちは流行の歌謡曲を歌ったり、用意していた演技をしてみせたりと、いかにも研究してオーディションに臨んでいる風なのに、千歳はどうにも野暮ったい。

　この子が非常に熱心で懸命なのは一目瞭然だ。しかし、ちぐはぐな子だった。

「最後に、全員に確認していることなんだけど……未成年だから親御さんの同意書をもらう必要がある。それは大丈夫かな」

「もちろんです」

「了解。終了だ。審査の結果は後日連絡するから、それまで待っていてほしい。今日はどうもありがとう」

　審査が終わったことを告げても、千歳はなかなか椅子から立ち上がろうとしなかった。どうしたのだろうか。

　仕方なく俺はもう一度うながす。

「さあ、帰っていいよ。由佳里、案内してやってくれ」

「お願いします……！　どんなことでもしますから……だからどうか、私を採用してください……！」

　千歳は、採用されるまでその場を動くまいと覚悟を決めたような悲壮な表情で、懸命にまくしたてた。

　気持ちはわかるが、今ここで結論を出すのは難しい。志願者がいないところで由佳里にも意見を聞いてみたいからだ。

「もちろんきちんと検討するけど、応募者は八〇〇人もあったんだ。そのなかから一八人を選んで、君は残った。さらに一人を選ぶかどうかを厳正に審査することになる。だから、もう少し待ってほしい。だけど、これだけはアドバイスできる。どんな結果になったとしても、君なら諦めずオーディションに出続ければ、可能性は十分あるはずだ。あるいはそうだな……原宿を昼間に毎日ブラブラ歩いているといい。君ならきっと、スカウトの目に留まるはずさ」

「時間をかけるつもりはないんです。何でもしますから。本当に何でも……」

　千歳は目に涙を溜め、驚いたことに、ついには泣き出してしまった。両手で涙を拭いながら、切々と続ける。

「ここで働けなければ、身体を売ろうって思います……」

　さすがに俺も狼ろう狽ばいした。

　選ぶ立場のこちらが、逆に脅されるとは思いもよらなかったからだ。しかも脅し方が半端ない。

　由佳里も息をのんだようで、立ち上がって千歳が座る傍に寄り、肩に優しく手を乗せて言葉をかける。

「千歳ちゃん。選ばれる可能性あるんだから、そんなに悲観することないのよ。ちゃんと審査するからね」

「未成年が身体を売るのは法令違反だぞ。女の子が軽々しく言ってはいけない」

　俺は厳しく指摘した。

「法令違反でもいいんです。買ってくれる人はいると思うんです……。何でもするつもりなんです……お願いします……」

　涙を拭きながら千歳は言って、おずおずと俺を見やって口にする。

「もし、こんな私で良かったら……どうか買って下さいませんか……？」

　なぜか由佳里は俺をキッと睨みつけてくる。

「最低ですね先輩！」

　日毬や凪紗もショックを受けた様子で俺を見やっていた。

「待て待て待て。責めるような目で俺を見るな」

　俺は頭を抱え、どうしたものかと思案した。

「参ったなぁ……」

　千歳は動いてくれそうになかった。まさか力ずくで外に放り出すわけにもいかない。

　それに、不採用なら身体を売るなんて脅された日には、こっちはどうしろというんだ……。

　日毬が言う。

「颯斗。私にはプロダクション経営のことはわからない。だが、採用してやってもいいのではないか？」

　ふと千歳は顔を上げた。

　涙でいっぱいだったが、すがるような視線を日毬に向けていた。

「今まで一八人を面接したが、千歳だけはかなり違う。どこがどう違うとハッキリ言葉にしがたいが……ひまりプロダクションは、こういう子を求めていたのではないだろうか。何か思い詰めているようだ。できれば、手を差し伸べてやってほしい」

　日毬は一見堅けん剛ごうなのだが、ボランティア活動に非常に熱心でもあり、弱者を見捨てない社会奉仕的な精神が旺盛なのである。

「ううむ……どうしたものか……」

　俺は腕を組んでうなった。

　たしかに日毬の指摘通り、千歳は他のアイドル候補と一線を画している。もちろんアイドルとして通用するだけの容姿も兼ね備えている。

　だが、まさか即決を迫られるとは思わなかった。由佳里と議論して決めるのがベストであろうと考えていただけに、なんとも難しい判断だ。

　千歳の傍にいる由佳里を、俺は見やった。どう判断するか知りたかったからだ。

　すると由佳里は、ゆっくりとうなずき、小さく口にする。

「いいんじゃないでしょうか」

　意外だ。由佳里のお眼鏡めがねに適ったということだろうか。それとも由佳里も、日毬と同じように慈善奉仕的な気持ちになったのだろうか。

　だが由佳里は、女の子を判断する目も確かなものだったし、オーディション審査では最も頼りになる存在だった。その由佳里が言うのなら、俺も迷う必要はない。

　俺はうなずく。

「わかった。決まりだ。朝霧千歳、君を採用しよう」

「あっ、ありがとうございます……！」

　千歳の表情はパッと輝いた。

「ただし、試用期間は三ヶ月。その間は審査を継続すると考えてほしい。詳しい条件は今度事務所に来てもらったときにゆっくり話し合おう。今日は同意書を持って帰って、親御さんのサインをもらってきてほしい。もし君に仕事が入り始めるようになったら、一度は直接ご挨拶にも伺うかがうことになる。そのことも伝えておいてくれ」

「はい！　その間に、絶対成果を出してみせます！　ご期待に応えてみせますから……！」

　涙を拭きもせず、千歳は震える声でそう言った。千歳の感動が伝わってくるような声だった。

「日毬先輩、ありがとうございます！　本当の本当に……ありがとうございます……日毬先輩！」

　そして感極まったのか、千歳は立ち上がって日毬の下に走り寄り、両手を摑んで何度も何度も激しく振った。

「こ、こら……私はまだ一六歳だぞ。貴公の方が一つ上だ。私は先輩ではない」

「先輩です、アイドルの大先輩なんです！　一秒でも早く日毬先輩に追いつけるよう、一生懸命頑張ります……！」

　千歳は涙を目にいっぱい溜めながらも、喜びを隠しきれないようにその場で何度も跳びはねた。





◇






　親の同意書を持ってきた千歳と、リビングの応接で向かい合って座った。

　日毬はグラビアの撮影が入っており、大した案件でもなかったので、今日は凪紗に付き添ってもらっている。

　俺は書類を見やりながら言う。

「──同意書はこれでいい。すぐに出向く時間はないけど、最初の仕事が決まったらそれまでに、一度は俺が親御さんにご挨拶に出向かなくちゃならない。それは伝えてくれた？」

「はい。ちゃんと伝えました。お父さんもお母さんも、いつでも会ってくれます」

「了解。それと、交通費は全額支給だ。ここまで来るのに、かなり時間がかかりそうだな」

「そうですねー。でも、慣れだと思いますよ」

　千歳は東京都多摩市在住だ。それに多摩市でも、もっとも都心から離れた辺りだった。行き帰りだけで大変なのではなかろうか。

「それから、アイドルとしての報酬を決めなくちゃならない。二つのタイプから選んでくれ。一つは固定給で、最初は毎月一三万円からスタート。もう一つは完全歩ぶ合あいで、仕事が入った分だけもらうようにするかだ。どっちがいい？」

「完全歩合でお願いします」

　少しも逡しゅん巡じゅんすることなく、千歳は言った。

「待ってくれ。いいか、世の中にはアイドルってのは実はたくさんいてだな、なかなか仕事にもありつけないんだ。テレビや雑誌で活躍してる日毬のようなアイドルなんてほんの一握りで、駆け出しのアイドルにはまず収入なんて入らないだろう。悪いことは言わないから固定給にしておくんだ。それが千歳のためだと思うぞ」

「でも、日毬先輩は一気に有名になりました。私は日毬先輩ほど可愛くないかもしれませんが……それでも、すごい頑張ってみせます……！　可能性はあると思うんです！」

　千歳は必死で訴えてきた。

「日毬は特別だ。百年に一度の逸材クラス。奇跡的なアイドルだよ。酷なことを言うようだけど、自分が奇跡の存在だと勘違いしちゃいけない。若い子はみんなそれを勘違いするんだけど……」

「大丈夫、勘違いしてません。どうか歩合でお願いします。必ずすぐに稼げるようになります。死ぬ気で頑張ります」

「そこまで言うならいいけどさ、少なくとも最初は仕事なんてないぞ。ということはだ、交通費しか支給されないことになる。収入ゼロ。近所のファミレスで今まで通りバイトしてた方がはるかに収入になるだろう。それでもいいのか？」

「……そ、それは困ります……」

　千歳の声は弱々しくなった。

「だろ？　なら固定で月一三万円にしとくんだな。選ばせたのはフェアでありたいだけで、本当は君のためを考えたら固定給の方がいい。こうして固定できちんと給料出して育てようとしてるんだから、うちはかなり良心的だ。大半のプロダクションは、アイドルなんて売れるまでタダ働きなんだ。固定給を出すようなプロダクションでも、月五万とか七万とかザラだぞ」

　実際のところ、アイドルなんて名ばかりの子は非常に多い。アイドルとしての収入はほとんどゼロで、バイトをして生活費を稼いだり、親からの仕送りによってなんとかやり繰りしている子が大半だろう。グラビアに出たり、ちょっとしたテレビに出たりしている子ですら、アイドル稼業だけで収入を成り立たせているのは希有なケースだ。日毬だって最初のころのグラビアでは交通費すら出なかったのである。

　それでも千歳は食い下がってくる。

「でも固定って決められたら……もし私が一〇〇億円の仕事をしたとしても、やっぱり固定で一三万円しかもらえないってことですよね」

「原則的にはそうだが、そんなに仕事をこなすようになったら固定給だって一気に増えるし、ボーナスもどーんと弾むよ。つーかさ、そもそも一〇〇億円の仕事なんてないから」

「たとえば……こんな提案はどうですか……？　アイドルの方は歩合でやらせてもらって、その代わり毎月五〇万円を固定でください……」

「……？」

　俺は首をかしげ、さまざまな計算を巡めぐらせてみた。しかし千歳のなかでどんな風に計算が成立したのか、どう考えても理解不能だった。

「……すまんが、意味がわからない」

「ですから、アイドルは精一杯頑張りますから、それは歩合でお願いします。一杯稼いでみせます。でも毎月固定で五〇万円もらうのは……仕事が終わったあとに……その……」

「その？」

　千歳は震えながら声を大にする。

「……し、社長が私を……抱いてくれてもいいんです！　私、一七歳ですからそういうお仕事をすることはできないんですけど、個人的な恋愛ならアリだと思うんです！」

「あのさぁ……そういうシチュエーションを喜ぶ男は多いかもしれんな。しかし固定でお金をもらったら恋愛も何もないだろうよ……。愛人だろそれじゃ」

　俺はため息をつきつつ、頭を抱えた。

「私じゃ……不足ですか……」

「可愛いよ、ああ、君は十分に可愛いさ。容姿は飛び抜けたものを持ってる。だからアイドル候補として採用したんだ。だがな、何を好き好んで、自分のところのタレントに手を出さなくちゃならないんだ？　金払って抱くなら、東京ってのは幾らでも女の子を調達できるんだぞ。君レベルの子がいるかどうかは別だが、そういうもんさ」

　諦めさせようと、俺は滔々と話を続ける。

「知ってるかどうか知らないけど、少し前、日毬と俺が情事にふけってるって記事を週刊誌に書かれたことがある。まったくの噓八百だったが、そういう記事になっちまう可能性があるんだ。下手すりゃアイドルの道が絶たれるぞ。リスキーすぎる」

「そう、ですか……」

　千歳は残念そうに顔を伏せた。

「つかぬことを訊くけど、過去に援助交際とかやったことあるのか？　ぜんぶ洗いざらい教えておいてくれ。じゃないと困ることになる」

「ないです」

　キッパリと千歳は言い切った。

　念を押してみる。

「本当に？」

「もちろんです。私、噓なんてつきません」

　それはそうだろう。オーディションのときも、千歳は極めて正直者だという印象だった。お金を稼ぐためにアイドルになりたいという明け透けな話を千歳は一切隠し立てしなかったし、日毬の政治に関する質問にも、あっさり興味がないと答えたのだ。他のアイドル志願者たちが、本心では政治なんて興味がないはずなのに、日毬に必死で話を合わせようとしていたのとは隔かく絶ぜつの違いである。

「じゃあ君は、そういう行為が好きなのか？」

　俺の質問に、千歳は目を見開く。

「ひどい……。どうしてそんなこと言うんですか……？　私、抱かれたことなんてありません。日毬先輩と同じく、キスだってしたことないんです」

「……え？　マジで？　なら簡単に抱いてくれなんて言うもんじゃないだろう！」

　これにはさすがに俺も血相を変えた。経験すらしたことがないのに、そういう話をするとはどういうことなのか。

「でも、お金が稼げるなら、これからは頑張ろうって思います。どんなことでもやってみせます。今まで経験がないだけで、これからは……！」

「親御さんは知ってるのか？」

「ダメです！　絶対絶対、お父さんとお母さんには黙っててください！　じゃないと私、首を吊つって死にますから！」

　いったい千歳はどんな子なのか……。お嬢様然とした外見と違って妙なことを言うし、その割には奥手っぽい印象もある。わけがわからない。

　日毬の場合、すさまじいインパクトがあったし、これほど白黒はっきりした女の子なんて見たことがなかった。

　しかし千歳の場合、たしかに言葉には強烈なインパクトがあるが、どうにも摑み所がない。ミステリアスというんだろうか。それもちょっと違う気もする。

「出社一日目にして、千歳にはほとほと参ったな……。それなら今度は俺からの提案だけど、こういうのはどうだ？　うちには事務員がいない。だから、千歳には事務員としても仕事をしてもらって、時給一〇〇〇円出そう。平日八時間勤務して、一日八〇〇〇円。土日祝日を除外して一月二二日出勤したとすれば、一七万六〇〇〇円だ。それなら乗れるだろう？」

「土日祝日も休まず出勤させてください。それから一日一〇時間勤務します。だから、三〇日出勤したとして三〇万円……それでお願いします！」

「労働基準法ってのがあってだな──」

　俺が説明しようとすると、すかさず千歳が声を上げる。

「わかります！　ファミレスでも、そう言われて長時間労働はさせてもらえませんでした。でも、黙ってます！　社長が困るようなこと、絶対誰にも言いません！　だから、お願いします！」

　俺はため息をつく。

「……わかったよ。そうする。アイドルの仕事は完全歩合給でやってもらうし、それと並行してひまりプロダクションの事務員の仕事を月三〇万円でやってもらおう……」

「ありがとうございます！　本当の本当に、ありがとうございます！　私、精一杯、頑張りますから！」

「まったく、君には根負けした。ある意味、君を八〇〇人のなかから残した選択は大成功だったんじゃないかって、自画自賛したい気持ちだよ」

　少しの皮肉と自じ嘲ちょうを込めて、俺は言った。

　そのとき、ピンポーンとチャイムが鳴った。

「さて、来客だ。君の最初の仕事になる。案内してくれ」

「わかりました！　任せてください！」

　千歳は張り切ってインターフォンの方へと向かった。

　再びピンポーンという音。

　千歳は何かガチャガチャとやっていたが、俺は机に戻ってやり残していた仕事をチェックした。思いのほか千歳との打ち合わせが長引き、時間が押している。

　またもやピンポーンと鳴った。おかしい。

「どうしたんだ？　何度もチャイムが鳴ってるようだけど」

　俺は机を立ち、玄関へと向かった。

「あれ、おかしいな……」

　千歳がインターフォンをいじりながら、独り言を喋っていた。

　再びピンポーンと呼び出し音。

　液晶画面の下にある大きな通話ボタンを押せばいいだけなのに、千歳は、右隅にある細長くて小さなホームセーフティ用のボタンをガチャガチャと連打しているだけだった。何日も家を留守にしたりするときにホームセーフティを入れておけば、家中の気になる場所を見守って、不法侵入などがあれば警備会社に連絡がいく仕組みになっている。滅多に押すボタンではない。

「何やってんだ！　これだよ、これ」

　言いながら、俺は慌てて通話ボタンをタッチした。

「ひまりプロダクションです。何度も申し訳ありません」

「やあ織葉社長。アステッドの狩谷です。インターフォンの調子が悪いようですな」

「お待ちしていました……。どうぞ、お入りください」

　そして俺は解錠ボタンを押すとセキュリティが解除され、ドアが開いた。もうすぐ狩谷常務がやってくる。

「インターフォンの応答もできないのか⁉　『通話』も『解錠』も、しっかり大きな文字で書いてあるだろ⁉」

　俺は千歳を𠮟りつけた。

「ごめんなさい！　こういうセキュリティって慣れてなくて！　うちは一戸建てなんで、こんな立派なマンションに住んだことないんです」

　慣れとかいう問題なのか……？

　千歳は懸命に言う。

「でも今、社長のやり方を見てて、しっかり覚えました！　次はバッチリです！　任せてください！」

「次はちゃんと頼むぞ。それよりもうすぐ客が来るから、コーヒー淹いれてくれ。お湯はポットに沸いてる。キッチンにインスタントコーヒー買ってあるから、行けばわかる」

「わかりました！」

　入り口前のチャイムが鳴ったので、ドアを開けた。狩谷常務だ。

　すかさず俺はインターフォンの詫びを入れる。

「下では何度も申し訳ありません！　上がってください」

「どうも。インターフォン、直した方がいいんじゃないですか？　なんなら手早い業者、紹介しますよ」

「気を遣って頂いてすみません。ですが、こっちのミスなんです。大丈夫」

　俺は狩谷常務をリビングへと招き入れ、窓際の応接ソファへと相対して腰かけた。

　狩谷常務はカバンから資料を取り出しながら口にする。

「概略は口頭で伝えた通りですが、この仕事です。うちの社長が、ひまりプロダクションへ回したらどうかって」

　狩谷常務が差し出してきた資料を、俺は受け取った。

「えー⁉　これ、本当に頂けるんですか⁉」

　メジャー飲料メーカーが取り組む、新発売の缶コーヒーのＣＭの仕事だった。イメージが良く、素晴らしいＣＭ案件である。

「ひまりんならベストでしょう。ずっと前から、うち関連のタレントを起用してたんですが、今回はちょっと硬派なコーヒーなんですよ。可愛くて貫禄もあるタレントって言えば、日本広しといえども、ひまりんしかいませんからね」

　狩谷常務までいつの間にか、日毬を『ひまりん』と呼ぶようになっていた。

「お心遣い、大変感謝です……。しかしさすがにこれは……遠慮せざるを得ません。こんな良い仕事をタダでもらった日には、どうしていいか……。うちにはお礼なんてできませんし……」

「礼なんていりませんよ。社長がそう言うものですから決まりなんです。実はさっき代理店の営業と一緒に、飲料メーカーに寄って打ち合わせしてきたんですよ。ひまりんの話を出したら、向こうさんも喜んじゃいまして。もう半ば進んじゃってます」

　仕事を振ってくるだけでなく、ここまでお膳立てが出来上がっているとは……。

　俺は、ただただ恐縮することしきりだった。

「ありがとうございます……。日毬にも、よく伝えておきます……」

　俺が頭を下げたとき、ちょうど千歳がお盆を手に、コーヒーを二つ運んできた。

「コーヒーです！　お持ちしました！」

　普通、来客にお茶を出すとき、こんなに明るく自己主張する事務員がいるだろうか。常識的な事務員なら、慎つつましく無言でサッとコーヒーをテーブルに置き、軽く会え釈しゃくだけして去っていくものだ。

　うんざりしたが、千歳はこういうことに慣れていないのだろう。今回ばかりは仕方ない。

「お、新しいタレントの子ですか？　うん、可愛いですね。お嬢様系だ」

　狩谷常務は千歳に目を見張った。

「先日、採用したばかりです。今日から出勤し始めたばかりなんですよ」

　俺は素早く千歳からお盆を取り、千歳に向けて言う。

「ずいぶん時間かかったな。さあ、コーヒーを置いてキッチンで物の整理でもしててくれ。午前中に近所の一〇〇円ショップで買ってきたものが色々あるからさ」

「わかりました！」

　千歳は一仕事終えて満足そうに、意気揚々と引き上げていった。

　やれやれといった口調で、俺は狩谷常務に言う。

「これからいろいろ教えていかなくちゃいけません。売り込みの戦略も練っていかないと」

「容姿は女優に向いてそうですね。育つのが楽しみだ」

　そして俺と狩谷常務はコーヒーカップを持ち上げ、一口すすった。

「まずっ！」

　思わず俺は叫んだ。

　千歳がハッとしてキッチンから顔を出してきた。

「ダメ……でしたか？」

「つーかこれ、コーヒー豆ごっそり底に残ってんじゃねえか！」

　つい俺は声を荒らげた。とても客に出せるコーヒーじゃない。

　コーヒーをすすった狩谷常務も奇妙な顔をしていた。

　俺は確認する。

「ファミレスでバイトしてたんじゃないの？」

「注文を訊いて紙に書くのと、お料理を持って運ぶだけでした。一生懸命やっていたんです」

「よく解雇されなかったな」

「何度も𠮟られてばかりでした……。でも店長が言っていたのは、私目当てで通い詰めてくれてるお客さんが多かったらしくて……辞めさせることができないって……」

「まったく君という子は……お茶も満足に出せないのか……」

　うんざりして俺は言った。

「ごめんなさい。本当にごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　千歳は必死で何度も頭を下げた。

「いい、わかったから、今度こそそっちで整理しててくれ」

「……わかりました」

　うつむきがちに千歳は言った。

　俺は狩谷常務に向き直る。

「申し訳ない……。ぼくが淹れ直します」

「いやいや、結構です。大丈夫、さっき喫茶店でコーヒーを飲んできたので」

　狩谷常務はバツが悪そうに口にした。

　まったく千歳は……とんだ恥をかかせやがる……。

　そのとき、ピンポーンとインターフォンが鳴った。

「あ、私が出ます！　今度は大丈夫ですから！」

　千歳はパタパタとスリッパ音を響かせて、玄関へと向かった。

　新しい来客は千歳に任せることにして、俺は再び狩谷常務と向き合った。

　話し始めてすぐ、再びピンポーンの音──。

　俺は狩谷常務に断りを入れ、ため息をついて席をたち、玄関へと向かった。

　インターフォンの前では、またもや千歳がボタンをガチャガチャと押して四苦八苦していた。

「あれ、おかしいな……」

　千歳は通話ボタンを押しもせず、どういうわけかセーフティ用のボタンを連打していた。

　その様子を見て俺は頭を抱えたのだった。
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　レギュラーで入っている日毬のファッション雑誌『エイティーン』の仕事に、千歳も同行させることにした。現場を見せて勉強させたいという目的もあったが、メインはあくまで営業である。担当編集に千歳を紹介して、モデルとして使ってもらうよう頼むのだ。今なら日毬人気が絶大だから、セットにする形で千歳を押し込むことができる。「日毬を出演させてやるから、その代わりに千歳も使え」という具合だ。

　日毬の扱いは早くも看板級である。女性向けカジュアル誌なのに、日毬目当てで買う男も多いらしい。おかげで編集部は、日毬を下にもおかないほどの歓迎ぶりだった。

　即席の更衣室で衣装を着替えていた以前と違い、今回はタレント用の控え室に入る権利まであった。看板級のモデルはほんの数名だし、撮影のスケジュールが被ることもないから、ほぼ自由に使えると思っていい。

　撮影時間前にスタジオ入りした俺たち三人は、控え室に荷物を降ろした。まだ少し時間もあったから座って休んでいようかと思っていた矢先、控え室のドアが開き、新たに女の子とそのマネージャーが入ってきた。女の子は、最大手の一角──西プロダクションに所属するトップスター、片桐杏奈だった。

　やや遅れて入ってきた男性はマネージャーだ。顔見知りなので、俺は彼とお互い軽く会え釈しゃくを交わす。

　杏奈はすぐに日毬に目を留め、こちらへ走り寄ってくる。

「あっ！　ひまりーん！」

　日毬はビクッとして、わずかに俺の後ろに隠れるようにした。

「こ、こんにちは……。杏奈……その、お手紙ありがとう……」

　たどたどしく日毬が応じた。

　杏奈は隠れようとする日毬に回り込み、喜び勇んで語りかける。

「ひまりんがすぐに復帰できて嬉しかったよ。絶対にひまりんは売れるって言ったでしょ？　ね？　ね？　私、同業者の子を見る目だけは肥えてるんだから。外したことないの。もうね、私、ぜ───ったいにひまりんは爆売れすると思ってたんだぁ。ビンゴだったでしょ？」

「う、うん……」

「だってほら、この美貌は完璧。ひまりんって人間じゃないでしょ？　天使出身よね？　胸の大きさとかひまりんの容姿や背丈に最高にマッチしてて絶品よ。これで売れないわけがない。そのバスト、半分でいいから分けて」

　そう言いながら、杏奈は日毬の胸に手をやって摑んだ。

「あっ……はんっ……！　やめっ……！」

　日毬は身を振って抵抗したが、杏奈はなかなか離そうとしない。

「ひまりんって敏感よねー。私、いろんな子の胸を触ってきたけど、ひまりんの敏感ぶりは世界一クラス」

　さらに杏奈は日毬の胸を撫で付けた。

「ああんっ……！　おのれっ……！」

　日毬は両腕で胸をガードしながら二歩ほど後退し、やっとのことで杏奈の手から逃れたのだった。

　慌てて西プロダクションのマネージャーが𠮟りつける。

「こらっ！　杏奈！　迷惑をかけるなと言ったろう！　少しは黙ってられないのか！」

「はーい。せっかくひまりんと会ったのに」

　杏奈はふてくされたように返事をした。

　マネージャーは、俺に頭を下げてくる。

「すみません、いつもいつもお騒がせして……」

　杏奈の興味は、今度は俺に向いたようだった。俺を覗き見ながら、勢い込んで言う。

「社長さんも！　新事務所、おめでとうございまーす！　ほら、私の言ったようにひまりん売れたでしょ？　私、タレントよりスカウトの方が向いてると思うのよね～」

　いい機会なので、俺は千歳の手を取り、杏奈の方へと押し出した。

「紹介するよ。今度うちに新しく入った『朝霧ちとせ』なんだ。この雑誌モデルも引き受けると思うから、色々教えてやってほしい」

「こんにちは！　朝霧ちとせです！　あの……杏奈さんのことは時々テレビで見てました！　こんな風にしてお会いするなんてびっくりです！」

　初々しさ全開で千歳は挨拶した。

「おっ、新しい子？　ちとせちゃん、よろしくね。かわいーい。ふーん、なかなかねぇ。お嬢様キャラかぁ。グラビアなら堅いわね。テレビでヒットに繫がるかどうかはトーク次第……」

　何やら思案するようにしながら、杏奈は千歳の胸に手をやって摑んだ。

「ひゃあっ」

　千歳はハッとして飛び上がった。

　マネージャーは慌てて杏奈の下へと近づき、腕を取って𠮟る。

「杏奈！　いい加減にしろ！　相手の胸を触るクセはなんとかならんのか⁉　同じ事務所ならともかく、余所よそ様のタレントさんに変なことするな！」

「変なことなんてしてないし。うるさいなー、もう」

　杏奈は忌いま忌いましげに、マネージャーが摑む手を振り払う。

「ちとせちゃん、これからもよろしくね。頑張って」

「はい……。頑張ります……」

　千歳はコクコクとうなずいた。

　そのとき扉がノックされ、撮影スタッフが声をかけてくる。

「杏奈さん、準備いいですか？　お願いします」

「あっ、はーい。今日のお洋服はバッチリ着てきましたー！　これ！」

　そして杏奈は俺たちを交互に見やり、明るく口にする。

「じゃあお先に行くね、ひまりん、ちとせちゃん。それから社長さんも！」

「本当にすみません……」

　杏奈の後についていくマネージャーも、俺たちを向いて申し訳なさそうに頭を下げた。

　俺が応じる。

「いえいえ、お気になさらず……」

　まるで一陣の風のように、杏奈は慌ただしく去っていってしまった。

「……」

　日毬は未だ両腕で胸を防御するような姿勢で、固まったままだった。

「胸を揉まれたのは生まれて初めてです……。芸能界って、大変なところなんですね……」

　愕がく然ぜんとして千歳はつぶやいた。

「……」

　沈黙したままの日毬は、目を見開いたまま、微動だにしなかった。

「気にするな。彼女も悪気はないんだからな」

　俺が側の日毬の肩にポンと手を置くと、日毬はビクンと身体を震わせた。

「あんっ……」

「ど、どうした日毬……」

「違う……違うんだ……。なんか変な感じになって……。颯斗に触れられると急に……」

　日毬は両腕で自分の胸を覆い隠すようにしながら、俺から逃れるように後じさり、しどろもどろに言い訳を始めた。
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　杏奈は撮影が終わってすぐ引き上げ、次は日毬の番だった。

　現時点では、杏奈と日毬の知名度は逆転していた。杏奈は間違いなく日本のトップアイドルで、ドラマやＣＭ、歌にまで引っ張りだこのスターだったが、その彼女さえも日毬が凌りょう駕がしてしまっていたのだ。日毬の名前はアイドルやタレントに興味を持っていない人でも知っていて、世界中で名前と顔が認知された存在である。そしてギャラも、同じ仕事をこなしたとしても、今では日毬の方が高く設定されている。

　この雑誌の看板級モデルの撮影は、タレントの人気や名声の順番だった。だから本当なら、日毬が最初に撮影されても不自然ではない。ただし、このファッション雑誌では杏奈の方が長く看板を務めていたから、出版社としては、いきなりあからさまに撮影順を入れ替えるのも憚はばかられたのだろう。そのため撮影順で、杏奈を一番に立てるスタンスは変わらなかった。この辺は俺たちとしても謙虚に受け止め、西プロダクションに筆頭を譲るべきである。撮影順など単なるプライドの問題だ。そして日毬は、アイドルとしてのプライドなど歯し牙がにもかけていない。政治的行為に関係ないことは、心底どうでもいいというのが日毬の本音だろう。

　着替えを済ませて撮影に臨む日毬に、担当編集が声をかけてくる。

「やあ日毬ちゃん！　おはようございます、今日もよろしくお願いします」

「うむ。こちらこそよろしくお願いする。今日も頑張ってみよう」

「織葉さんも、ようこそ！　前回は、日毬ちゃんのお姉さんがマネージャーとして付き添いされてましたね。むちゃくちゃ可愛いじゃないですか。ぜひとも今度、お姉さんも使わせてもらえませんか？　日毬ちゃんと一緒に掲載されれば話題沸騰ですよ」

　とても興味深い提案だったが、残念ながら凪紗は決して受けてはくれないだろう。

「いや、うちの所属タレントってわけじゃないんですよ。たまに手伝ってもらってるだけで。今後もぼくがこれないときは、代わりに付き添ってもらうかもしれません」

　俺に続き、日毬も口にする。

「姉上はメディアなぞには出ないだろう。自分の写真が撮られるだけでも恥ずかしさで昏倒しかねないからな。ましてやポーズを決めるモデルなど、とうてい無理というものだ」

「そうなんですか。残念ですね……あれだけの逸材なのに。……でももし！　もしです！　もし出てもいいとなりましたら、うちを一番初めによろしくお願いします！　何なに卒とぞ！」

　編集担当はしきりにせっついてきた。

　ひまりプロダクションを設立した直後は、俺が頭を下げてばかりだった。それが今では、まったく立場が逆になってしまっていた。むしろ向こうが営業してくるような状況だ。

「わかりました。仮にそういう機会があれば善処するようにしますよ」

「ありがとうございます！　いや誠にもって本当に！」

「ところで今日は、うちの新人タレントを連れてきたんです。ぜひとも挨拶させてください」

　千歳は一歩進み出る。

「朝霧ちとせです！　どんなお仕事でも任せてください！　何だってやります！」

　朝霧千歳の芸名は、『朝霧ちとせ』と名前の部分をひらがなにしただけだった。本人の希望である。日毬が完全に本名だと知り、千歳もそれに倣ならうことにしたらしい。千歳は、一躍スターダムに躍り出た日毬を尊敬しているようだった。

「元気いい子ですねー。可愛いし。将来が楽しみです」

　編集担当は軽い口調で言った。お世辞も含まれているだろう。

　俺は封筒に入れたプロフィールを編集担当に渡しながら依頼する。

「よろしければ今後、ちょい役でいいので、ちとせにも何か仕事を割り振ってもらえませんか。その代わり、今後とも日毬を御おん社しゃに優先して出させますので」

「それは大丈夫ですよ。あっ、じゃあ日毬ちゃんと同じように、ジーンズのモデルから始めてみましょうか。小さな扱いになっちゃいますが、まずはそれから……。次の撮影からはスタジオに入ってください」

「ありがとうございます。助かります。ちとせはこれから力を入れて売り出していくんで、いずれ御社にも貢献できると思います」

「それと別件ですが、幾つかのプロダクションに相談してる案件があります。織葉さんのところにもお話しさせてください」

　ふと気づいたように、編集担当は別の話をふってきた。

「ぜひ。聞かせてください」

「今度、大手衣料メーカーとタイアップして、大々的に、若い子向けのブラジャーの特集をするんですよ。普通のブラジャーじゃないんです。勝負パンツって言葉があるじゃないですか。それのブラジャー版のような、かなーりエロい感じの。『小悪魔系キャラで彼氏に迫ろう』って企画でして、三ヶ月にわたって連続でやります」

「へぇ、面白いですね」

　俺は当たり障りない返事をした。元広告マンとしての視点から見れば、なかなか面白い。しかし芸能プロダクションとして見れば、いささか色が強すぎる仕事だ。

「タイアップするメーカーさんの方にも好評の企画でして、かなりの誌面を割くことになります。それでモデルをやってくれる子を探してるんですよ。大きな扱いでたくさん映るんで、もちろん可愛いことは前提。かといって、際どいシーンばかりですから、普通のアイドルやタレントさんには頼みづらい仕事です。おたくに、そういうのをやってもいい子っていますかねー？」

「企画は流行はやりそうな気がしますが、うちはそういう方面で抱えてる子はいませんので──」

　俺が断りを告げる前に、千歳が勇んで手を上げた。

「私、大丈夫です！　やります！　やらせてください！」

「……え？」

「お、やっちゃいます？　ちょっとエッチな感じのシーンが多いですけど、大丈夫？」

「ばっちりです！　何だってやります！」

　千歳はガッツポーズしたが、俺が慌てて遮さえぎる。

「すいません……この子はまだ何もわかってないんで……。残念ですが、うちでは協力できそうな子がいないですね……」
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「どうして勝手に話を進めようとするんだ！　ダメに決まってるだろう！」

　編集との挨拶を済ませ、日毬の撮影を見ながら、俺は千歳を𠮟りつけた。千歳のためを思うなら、きちんと𠮟っておかなくてはならない。

「……ごめんなさい……。私、少しでも早く有名になって、ちゃんと稼げるようになりたかったんです……」

「あのな、千歳はアイドルとして売り出すんだぞ。いきなりエロい企画で登場させるわけにはいかないだろ？」

「大きく扱ってくれるって言ってたんで、チャンスなのかなって……」

「何がチャンスだよ。逆に、今後はそういう仕事しかできなくなるぞ」

「……」

　千歳は不安げに俺を見やってきた。初めて気づいたとでも言うような表情だ。

「完全歩合給で契約したから一刻も早く稼ぎたいんだろう。大スポンサーとのタイアップ企画だから、たしかに扱いは大きくなるかもしれん。だがな、この企画、仕事のギャラは少ないはずだぞ。いくら仕事をしたからって大して稼げないからな。イメージはきついし、ギャラは安い。ただの安売りに成り下がっちまう。それを覚えとけ」

「そうなんですか……。ここで頑張ったら稼げるのかなって思いました……」

　ため息をつきつつ、俺は芸能界の仕組みを簡単に説明していった。

　売り出していくためには、自分のイメージに適合した仕事を注意して選ばなくてはならないこと。まだ無名なのに、まともなギャラが支払われると思ったら間違いだということ。日毬だって最初はコツコツと金にならない仕事を積み上げていって、徐々に顔を売っていったこと。

「俺がしきりに固定給で契約しろって言った理由がわかったろ？　まぁ千歳には事務員として仕事してもらうことで、別途三〇万円も給料を払うわけだから、問題ないけどさ。……つーか、月給三〇万だと年収三六〇万って……考えてみれば……仕事もまともにできない一七歳にしては取りすぎだろ……」

　俺は厳しい言葉を投げかけた。

　千歳はシュンとしてうつむいている。

「アイドルなんて最初は金にはならないんだ。ほとんど無報酬からスタートするんだよ。そのなかからプロダクションの力や奇跡が積み上がって、日毬のような傑けつ物ぶつがごくごく稀まれに現れる。前も話したことだが、自分が奇跡の存在だなんて思わないことだ。妄想を膨ふくらませるんじゃなく、戦略を持って事に当たり、コツコツ着実に前に進むだけだ」

「わかりました……」

「試用期間は三ヶ月だからな。だが仕事がきちんとできないようなら、それ以前に辞めてもらう。わかってるな？」

　俺は語調を強めてそう言った。

　本当のところは、たった三ヶ月の試用期間で手早く見切りをつけるつもりはない。せっかく八〇〇人のなかから選んだ人材なのだ。しかし千歳に現状を認識させるために、あえて試用期間を設けると伝えているだけである。

「頑張ります……私、死ぬ気で頑張りますから……。見捨てないで……」

　千歳は今にも泣きそうな表情だった。

「あんまり焦るな。仕事はきちんと割り当ててやる。そのなかで、自分の持ち味を活かしきるように努力してみな」

　俺は千歳の肩に手を置いて励ました。

　──やる気はメチャクチャあるんだがなぁ……。

　改めて俺は、うつむく千歳を見やった。

　少なくともオーディションで勝ち残った千歳は、容姿は第一級の子なのだ。お嬢様然とした顔立ちは、さまざまな用途が見込めるだろう。この歳から地道にやってさえいれば、いつかチャンスも巡ってくるに違いない。なのに、どうしてこんなに焦っているんだろうか。

「参考までに確認しておきたいんだけど……たとえばだぞ、すごくお金になるんならＡＶでもやるつもりあるのか？」

　千歳は必死で何でもやろうとしているが、どうにも俺には、千歳からはウブな印象しか感じないのだった。そこまでやる意志のある子だとはまったく思えない。

　案の定、千歳は戸惑ったようだ。

「えっ、ＡＶ⁉　……それって裸になって男の人と……シーンを映像に……どうなんでしょう……わかりません……」

「オーディションのときは『この身を売ろうと思ってる』とまで言ってたけど。そんなこと言う子なんていなかったから、インパクトあったよ」

「あれは、夜のお仕事を想定してました……。私、おっちょこちょいでよく𠮟られますけど、言われた通りにするだけなら大丈夫だと思いますから……。でも、カメラの前でエッチなことするなんて、ちょっとすぐには……。……あっ、でもやっぱり、すごいお金になるんなら、やらなくちゃって思うかもしれません……」

「この前、処女だって言ってたじゃないか。キスすらまだだ。それでも？」

「……たぶん……いえ、はい、やります……」

　千歳は震えながら、自分に言い聞かせるようにそう言った。

　ぞんざいに俺は切り捨てる。

「あんなもん、大して金にはならんよ。やめとけ」

「どのくらいの収入になるんでしょう……？」

「一作品出ても、せいぜい数十万のギャラってところだろうなぁ。一作品で五万や一〇万もザラだ。ひどい扱いになると一万円なんて子もいるらしい。堅気が気軽にできる仕事じゃないから、悪いプロダクションに当たると悲惨なことになる。ＡＶ大手なら……そうだな……千歳ほど容姿がよければすぐにファンもつくだろうし、一〇〇万くらいもらえることもあるのかもな。それでも決して割には合わないだろうよ」

「それって……一〇〇〇本出れば一〇億円ってことですよね？　それならやっぱり……やると思います……」

　具体的な金額を明示され、千歳は興味を持ったようだった。

　慌てて俺は首をふる。

「いやいやいやいや。一〇〇〇本なんて不可能だから」

　どうにも摑み所がない子だ。努力家なのは間違いないが、危険な仕事にまで率先して手を出そうとするのはどうしてなのだろうか。
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「おつかれさん。もう自然にこなせるようになってきたな」

「日毬先輩！　カッコ良かったです！」

　俺と千歳は、撮影を終えてこちらへやってきた日毬に言った。

「おつかれさま。私はカメラマンの指示通り動いているにすぎない。特別なことなどひとつもしていないぞ。まるで自分が機械になったかのようだ」

「機械なんてとんでもないですよ。笑顔とか、とっても人間味に溢れてました。見てるこっちが清々しくなるくらいです。勉強になりました」

「これでも日毬だって、最初はガチガチだったんだぜ？　笑顔もぎこちなかった。ずいぶん成長したもんだ」

「颯斗が楽しいことを想像しろと教えてくれたからではないか……。私は撮影の間中、楽しかったことを思い出しているだけなんだ……」

「へぇ、どんなことを想像してるんだ？」

　俺の問いかけに、日毬はわずかに視線をそらし、押し黙ってしまう。

「……」

「参考までに教えてくれないか。日毬が楽しい気分でいられるよう、俺としてもできるだけのことはしてやりたいからな」

「それは……」

「うん？」

「映画、とか……」

　かすかに震える小さな声で日毬は言った。

「映画か！　なんだ、見るようになったのか？　俺はここのところ全然見ないんだけど、興味があるならＤＶＤ幾らでも買っておくぞ。いつでも事務所で見るといい。どんなタイトルが好きだ？」

「わ、わからない……」

「日毬が興味を持つようになるなんて思わなかったな。どうだ、また映画館にでも一緒に見に行くか？」

「……本当？」

　ハッとしたように、日毬は上目遣いで俺を見上げてきた。

「ああ、そうしよう。仕事が空いた日にでも行こうか。でも日毬は変装しないと大変なことになる。この前、凪紗にも貸したサングラスとキャップは必須かもな」

　日毬はうつむきがちに頰を染め、はにかんだ。

「決まりだ。また日毬のスケジュール予約したからな。といっても日にちは未定だ。正直、日毬が忙しすぎて、丸一日休める日がなさそうだ。もうちょっとあとになるけど、それでもいいだろ？」

　コクリと日毬はうなずいた。

「千歳にも、このくらい活動するようになってもらうぞ。できれば毎日、何らかの仕事が入るようになってくれるといい。今は週に一、二本の仕事が入るのがやっとだが、挫くじけずに努力しろよ」

「はい！　日毬先輩を見倣いたいと思います」

「日毬も、千歳に撮影のコツとかいろいろ教えてやってくれ。頼むぞ」

「わかった。私もそんなに詳しいわけではないが、自分の経験してきたことは伝えよう」

「よろしくお願いします、日毬先生！」

　俺は腕時計に目を落とす。

「撮影、結構時間が経ったな。軽くメシ食べてから事務所に戻ろう。さあ、帰るか」

　そう言って、俺はバッグを持ち上げた。すると俺がバッグを摑みあげた手に、千歳が両手を被せてくる。

「あっ社長！　私、お持ちします！」

「いいっつうの。重いから」

　俺は振り払おうとしたが、千歳はどうしても聞かない。

「大丈夫です。これでも私、鍛えてるんです！」

　ちっとも鍛えているように見えなかった。

　それでも千歳は手に力を込め、強引にバッグをもぎ取っていった。

　さらに千歳は、日毬のバッグにまで手を伸ばす。

「日毬先輩のも！」

「うん？　私は自分で持つぞ。編集部に新しい洋服をもらったんだ。撮影したものと同じものを。かさばって大変だからな」

「遠慮しないでください。私、ただのアイドルじゃないんです。事務員も兼ねてるんですよ。私のことは、日毬先輩の召使いだと思ってください！」

　言いながら、千歳は日毬のバッグや服が入った袋を手に取った。たぶん千歳は善意でいっぱいなのだろう。

「何をするんだ……。千歳、それは無茶だぞ……」

　日毬は戸惑ったが、千歳は聞く耳を持とうとしなかった。

　千歳は三人分の荷物を持って歩きだした。とくに日毬の荷物は、もらったばかりの紙袋が二つ大きく膨らんでいて、かさばって大変そうだ。

「いいんですって！　事務員ならこれくらい仕事して当然なんです！　もっと何でも言い付けて下さいね！　行きましょう、社長、日毬先輩！」

　俺たちに有無を言わせず、千歳はとことこと先頭を小走りに駆けていってしまった。

　日毬は困ったように俺を見上げてくる。

「あんな細腕で大丈夫なのか千歳は……。どう見ても、私の方が剣で鍛えていると思うのだが……」

「やる気は素晴らしくあるんだよ……。だが、それが空回りしてばかりなんだよな。とても熱心で、能動的に取り組もうと必死なのはいいんだが……日毬のように何でもカッチリこなせる子じゃない。だから、うまくサポートしてやってくれないか」

「わかった。私にできることならしてやろうと思う。私のことを本気で慕ってくれているのは節々から感じるんだ」

「そうだろうな。千歳は裏表がない良い子だよ。妙に世間知らずで、ヘマばかりするのは心配なんだが」

　そんなやり取りを交わしながら、俺と日毬はあとを付いて行った。

　撮影スタジオは二階で、エレベーターを待つより階段の方が早かった。だからこのスタジオに出入りすることに慣れた人は、ほとんど階段を使う。

　千歳も来たときと同じルートを辿り、階段の前まで一足先に達していた。そこで千歳は、笑顔で振り返ってくる。

「しゃちょー！　日毬せんぱーい！　置いてっちゃいますよー！」

　笑顔満面に言いながら、千歳は階段に足をかけた。

　そのとき千歳は、階段の第一歩目でいきなり足を踏み外してしまった。

「はうっ！」

　声を上げながら千歳はひっくり返った。その場面をリアルタイムで目撃した俺は、心臓が止まる思いだった。

　荷物で視界が遮られていたせいだろう、階段の目測を誤ったのだ。

「千歳っ！」

「おい、大丈夫か⁉」

　俺と日毬は千歳の元へと慌てて駆け寄った。

　しかし時すでに遅く──。

　足を踏み外した勢いで仰け反ったせいで、千歳は盛大に転げ、地べたに頭を打ち付けていた。階段を転げ落ちなかったのは不幸中の幸いだ。

「千歳！　しっかりしろ！」

　俺は千歳をゆっくり持ち上げたが、すでに意識を失っていた。

「日毬、携帯で救急車を頼む！」

　日毬は素早く携帯を取り出し、一一九に電話し始めた。

　騒ぎを聞きつけたスタジオから撮影スタッフやモデルの子らがわんさと出てきて、心配げに千歳を取り巻き、辺りは騒然としてきた。

──なんてことだ……俺がついていながら……。

　千歳に無理をさせたまま放置してしまったことを、俺はひたすら反省した。あんな荷物は持てないと思っていながら、どうして俺は千歳をそのままにしていたのか……。

　とにかく今は、千歳の安静を確保しなくてはならない。

　やがて救急車のサイレンが鳴り響き、やってきた救急隊員によって、千歳は担架に乗せられた。そして俺と日毬も共に救急車に乗り込み、スタジオをあとにしたのだった。
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　病室のベッドで千歳が目を覚ました。

　俺は千歳を覗き込み、声をかける。

「よっ、お姫様。目覚めの気分はどうだ？」

「あ……おはようございます」

　目を瞬まばたかせながら、千歳は戸惑いがちに言った。

「朝じゃねえよ。スタジオの階段のところでひっくり返って頭を打ったこと、覚えてるか？」

「えっ？　頭を……あっ！　そう言えば私、荷物で足下が見えなくなってて、階段を踏み外して……」

「そうだ。あれから、一時間半ほどしか経っちゃいない。慌てて千歳を救急車で運んで、ＣＴまで撮って検査してもらったんだぞ。ガチで気絶するんだもんな……。万一のことがあれば、うちのプロダクションがまた世間にスキャンダルを巻き起こしかねないところだった」

「幸い、異状はみつからなかった。念のため今日は、安静にしておく必要があるだろう」

　穏やかに日毬が言った。

「千歳の家はちょっと遠いから、近場のホテルを予約しといた。今日はそこでゆっくり過ごしな」

「社長にも日毬先輩にも迷惑ばっかりかけちゃって……。どうして私、いつもこうなんだろう……」

　千歳は途方に暮れたようだ。

「業界に慣れるまで、もっと冷静に動くよう心がけるべきだぞ。千歳は頑張ろうとしすぎなんだ」

「日毬も人のことなんて言えないけどな」

　そう指摘すると、日毬は憤ふん懣まんやるかたないといった風に俺を見上げてくる。

「なっ⁉　私の努力はすべて日本国家のためである。好むと好まざるとにかかわらず、私は努力しなくてはならないのだ！」

「怒らないでくれ。あんまり努力しすぎないで、たまにはゆっくりしてほしいってことさ」

「織葉社長、日毬先輩……ごめんなさい……本当の本当に、ごめんなさい……」

　小さく口にして、千歳は唇くちびるをかんだ。

「いいって。とにかくゆっくり休むことだ。今後のことは明日、事務所で打ち合わせよう」

　突然、千歳は布団から手を伸ばし、ガシッと俺の腕を摑んできた。切実な視線で俺を見上げ、手には力が籠もっている。

「お願いします、どうか解雇はしないでください……。お願いです社長……こんな私ですが、捨て身で頑張りますから……」

「解雇なんて考えてないよ。どうしてそんな話になるんだ？」

「でも、今後のことを事務所で打ち合わせようって……」

　千歳が摑む手を、俺は強く握り返す。

「心配のしすぎだ。頑張りすぎて空回りしたくらいで、解雇する理由にはならないよ」

「ありがとうございます……。もしアイドルができなくなったら、私、他にどうやって稼いでいけばいいのかって泣きそうになりました……」

　俺と日毬は顔を見合わせた。日毬も困った顔で、どんな言葉をかけるべきか迷っているようだ。

　千歳の肩に手を置いて、俺は努めて優しく訊いてみる。

「なぁ千歳……教えてくれ。千歳がアイドルをやってるのは、本当に金を稼ぐのが目的なのか？」

「はい、少しでも早くお金がほしいんです。たくさんほしいんです」

「金を稼ぎたいってのは一つの目的としてわかるし、正直だなぁとも思うよ。だが千歳からは、そんなに守銭奴の匂いがしないんだよな。本当は、金なんてほしくないだろ？」

「……」

「だいたい千歳は、ブランドものを身につけてるわけでもないし、そんなものに興味があるようにも思えない。彼氏もいたことがないってんだから、誰か男に貢いでるわけでもないだろう。なんかさ、愛情豊かに大事に育てられてきたお嬢様が、かなり無理して頑張ってるって印象があるんだよな。千歳の家って金持ちじゃないか？」

　俺には確信に近いものがあった。しかし千歳は首をふる。

「お金持ちなんかじゃありません。私のうちは今、かなり大変なんです。ピンチなんです。だから、どうしても救いたいんです。私が稼ぐしかないんです」

「ピンチってどんなことだ？　詳しく聞かせてくれ」

　千歳の表情が強ばる。

「……でも……解雇されたりしませんか？」

「あのな、タレント本人の問題ならともかく、どうして家の事情でタレントを解雇したりするんだよ。そういうところズレてるっていうか、世間知らずだよなぁ。タレントのコンディションを最良に保つことも俺の仕事だ。抱えてる問題があるなら話せ」

「……」

　千歳はさらに怯えた表情になった。やはり千歳は、家の事情を打ち明けることが解雇に繫がるのではないかと恐れているのだ。そんなことはまったくないのに。

「隠し事を続けた方が、よっぽど解雇の理由になるぞ。わけのわからん背景を抱えたタレントなんて危険で使うことできないだろ？」

「案ずるな千歳。颯斗は人間の機き微びがわかる立派な男だ。私が政治的な成功を収めつつあるのも颯斗のおかげなんだぞ。信用していい。この私が保証する」

　日毬が強い調子で断言した。

　千歳は日毬に視線を向ける。すると日毬はニッコリ微笑み、静かにうなずいた。

　やがて千歳は、ぽつりぽつりと話し始めた。

「……うちは、私が生まれる前からずっと工場をやっています。創業が昭和四六年ですから……もう四〇年くらい」

「経歴書には、実家がアパレル工場の自営業だって書いてあったけどさ、正直、大して気にも留めなかった。いま日本国内に残ってるアパレル工場なんて、大半が一家でなんとか切り盛りしてる程度の小さな工場だろう」

「いえ、うちは大きさだけなら、関東で五本の指に入るくらいの大きな工場なんです」

「ほう……。売上は？」

「えっと……たぶん数十億とかそのくらいです。昔はもっとあったみたいなんですが……」

「なるほど、ありがちな話だな。仕事が減り続けて、工場が倒産の危機に瀕ひんしてるってわけか」

「どうなんでしょうか……。最近は発注が増え始めたらしくて、工場のみんなでも、こなしきれないくらいの仕事があるんです。納品が間に合わないときは、私も工場のみんなをお手伝いしたりします。それでも経営は良くないみたいなんです」

　俺は腕を組む。

「わんさと仕事があるのに大変なのか？　取引先が飛んだのか、それとも手形商売だから売上が増えるほど大変なのか……。それだけじゃわからないな」

「ごめんなさい……何がどう大変なのか、あんまり詳しくわからないんです。お父さんもお母さんも、私に心配させないようにって教えてくれません。それに私も、私が心配してるってことを二人に知られたくないので、見ないフリをしています……」

「どのくらいの経営危機なのかわからんことには答えようがないなぁ。じゃあ千歳は、家の工場の経営危機を守るために、アイドルとして稼ぎたいっていうのか？」

「はい。工場は絶対に私が支えます。たとえ、この身を売ってでも」

　珍しく千歳は、ハッキリと言い切った。

「そもそも実家の負債は幾らなんだよ……」

「たぶん一〇億円以上あると思います」

「おいおいおいおい、冗談はよしてくれ。そりゃ売上数十億の工場だっていうなら、そのくらいの負債があるのは普通だと思うぞ。だがな、その規模の会社の経営危機を、アイドル稼業で挽回しようなんて無理がありすぎる」

「アイドルが無理なら……社長が教えてくれたＡＶでもいいんです。私、何だってやります」

「教えてないから！　人聞きの悪いこと言わないでくれ……」

　慌てて指摘し、俺は一呼吸おいて続ける。

「なぁ千歳、酷なことを言うようだけど、親の会社の借金は子供のものじゃない。親が一〇〇〇億の借金を背負っていたとしても、相続さえしなけりゃ子供には関係ないんだ。すでに千歳は自分で働いて稼いでる独立した社会人なんだから、実家とは一線を引かなきゃいけない」

「それでも私は工場を救わなくちゃいけないんです。私ひとりのことだけじゃないんです」

　千歳は頑なだった。

「……娘が工場の負債を抱え込もうとするなんて、まともな親御さんなら絶対に望まないよ。いや、千歳が工場を支えるためにアイドルになろうとしているなんて知ったら、親御さんはきっと悲しむに違いない。まともな親ならば、自分たちの非力さを悔い、持って行き場のない絶望感で苛まれることになるはずだ。千歳の考えは立派だが、ある意味で親御さんに対する酷な仕打ちになるかもしれないぞ」

　すると千歳は目に涙を溜めて、再び俺の腕を摑み、切々と口にする。

「わかってます……それ、わかってます……。社長の言う通りだと思います……」

「なら──」

「それでもやっぱり、私はやらなくちゃいけないんです。どうしても工場を救わなくてはならないんです」

「……」

　俺は言葉に詰まってしまった。ここまで決意している子に、どのような言葉をかけろというのか。

　日毬が俺を見上げてくる。

「颯斗、私からもお願いしたい。千歳を救ってやれる方法が何かないのか？」

「情報が少なすぎる。答えようがない。だがやはり、どうしても解げせないのは、そこまで千歳が実家を背負い込もうとしている理由だ。もちろん心情としてはわかるぞ。だがな……」

　まだ何か千歳には話せないことがあるのではないかという気がした。

　会社の経営状態まで千歳が把握しているとは思えない。世間知らずでドジることが多い千歳だと、会社の財務を聞いたところで理解できるわけもないだろう。それでも会社の危機は、身近にいる者なら誰でもわかることだ。

　しかし、自分の身を犠牲にして親の工場を守ろうとする子供がいるとは思えない。いや、子供はできる範囲で親を手伝うだろうが、ＡＶに出てまで守ろうとする子供など断じていない。親の方だって、絶対にそんなことを望むはずがない。他に重大な理由があるとしか俺には思えなかった。

「千歳がカジュアル雑誌のモデルとして仕事を始めることは決まったことだから、どっちにしろ親御さんのところには一度挨拶をしに行く必要がある。そのときに話は聞けるだろう。どこまで協力できるかわからないが、もっとマシなアドバイスくらいならしてやれるはずだ」

　思案した末、俺は慎重に言った。まずは親御さんに会ってみないと始まらない。

　おそるおそる千歳が確認してくる。

「じゃあ解雇は……絶対にないんですね？」

「言ったろ。考えてないよ」

「あっ、ありがとうございます！」

　重圧から解放されたように、千歳の表情には明るさが戻っていた。

「明後日、千歳の親御さんに挨拶に行かせてもらいたい。午前中に日毬のグラビア撮影が入ってるが、一三時ころには終わるだろう」

「わかりました。いつでも来てください。お父さんもお母さんも歓迎してくれると思います」

　その一言で、きちんと親御さんにはプロダクションの仕事の理解が得られていることがわかった。千歳との関係も良好だろうし、常識的な親に違いない。

「日毬を事務所に降ろしてから行くから、そっちに着けるのは早くても一五時ころになるな」

「私も行く。ここまで聞いた以上、千歳のことを放っておくわけにもいかないからな」

「多摩市、意外と遠いぞ。半日がかりなのは覚悟しなくちゃならない。翌日も朝から撮影が入ってるんだし、日毬は身体を休めておいた方がいい」

「何を言う。私は普段から鍛えている。私の体力なら、まったく問題ない」

「日毬先輩……いろいろ心配してくれてありがとうございます……」

　千歳が手を差し出すと、日毬は握りかえした。

「千歳は一人じゃない。私は貴公の仲間だ。どんなことでも相談してほしい」

「日毬……先輩……」

　二人は見つめ合った。千歳の目は潤うるみ、日毬はしっかりとうなずいた。

　同じプロダクションに所属して二人はまだ日は浅いが、良い仲間になったと思う。高校を退学になり、日毬は同年代でいつでも話せる子がいなくなってしまったから、千歳に対して大いに仲間意識を感じているはずだ。日毬は先輩風を吹かせることもないし、売れていることを鼻にかける様子も微塵もない。もともとアイドルには興味がない日毬だから、相手の売れる売れないは心底どうでもいいのだろう。

　それに千歳の方は、裏表が少なく、我が強いわけでもなく、相手に嫉妬したりすることもない。千歳はあまり賢い子ではないから、計算高くないのだ。親の工場の借金を背負おうとするなんてことも、計算高かったらとてもできない。

　二人を見やりながら俺は言う。

「……わかった。日毬、じゃあ一緒に行くか」

「もちろんだ」

「千歳は今晩は都内で安静に過ごして、明日には家に帰っていいぞ。明後日、俺らが行くまで実家で待っててくれ」

「はい社長、わかりました」

　千歳はベッドの上、殊勝にうなずいた。
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　俺と日毬は仕事を終えてすぐ、電車で多摩へと向かった。長らくペーパードライバーだった俺だと道に迷いかねず、電車の方が早く着けそうだったからだ。

　日毬は軽い変装をしている。俺が調達してきた度が入っていないメガネをかけ、頭にはウールキャップを着けてもらっていた。

　都内から一時間以上をかけて、やっとのことで駅に着いた。電車を降りると田舎の寂れた駅そのものだった。閑かん散さんという言葉がとても似合う。

　駅の外に出て周りを見渡し、俺はつぶやく。

「うーん……多摩って感じだな」

「そうか？　もっと秘境っぽいのかと思ってたが、田んぼや畑があるくらいで、他は普通の住宅街じゃないか」

「いちおう東京なんだぞ。それに多摩センターの方に行けば繁華街もある。たぶん日毬の想像は奥多摩の方だろう。多摩は多摩でもぜんぜん場所が違う」

　そんな会話を交わしながら、俺たちは千歳を探した。

　千歳が待っているはずだ。

　なかなか見つからなかったので、俺が携帯で千歳を呼び出そうとしたところ、ロータリーの向こう側から大声が飛び込んできた。

「しゃちょ───！　日毬せんぱ───い！」

　スニーカーの千歳は爪先立ちで、明るい笑顔で必死に手を振っていた。

　お嬢様然とした美貌の千歳が、辺り構わず明け透けな大声を上げると、人目を一気に集めて困ってしまう。

　第一、日毬がここにいることを悟られたらまずい。せっかく変装しているのに、日毬の名前を高らかに叫ぶなど、ほとんど嫌がらせレベルである。千歳に悪気はないのだろうが、こういう天然ぶりはどうにかならないものか。

　日毬も笑顔で手を振って応えていたが、俺は慌てて携帯に電話を入れた。

　ロータリーの向こう、携帯が鳴ったことに気づいた千歳は電話に出る。

「社長ですか？　もう目の前にいるのに、どうしたんです？」

「こら、芸能人なんだぞ！　しかも日毬は超がつくほどの有名人だ。こんな場所で名前を叫ぶような真似はやめろ」

「あっ！　私……ごめんなさい！」

　俺たちには周りの視線が集中していた。

　すぐに携帯を切り、俺は日毬を促して傍のタクシーに乗り込んだ。そして千歳のところまで車を寄せてもらい、千歳を助手席に乗せて実家工場へと向かったのだった。
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　駅からタクシーで七、八分ほど。

　田園と住宅街が溶け合う一帯を過ぎると、その先には商工業地帯が広がっていた。道路に人気が少ない割には、絶え間なくトラックが行き交っている。

　俺もよく知る大手通販会社の流通拠点があった。自動車の部品工場もある。その他、コンビニやスーパーチェーンの配送センター、パン工場、食料品の加工工場など、首都圏の食の流通を支える拠点のひとつになっているようだった。

　また、工場に勤務する社員、派遣、アルバイトのためのものだろうか、アパートのような宿舎も畑や田んぼの中にチラホラと建ち並んでいた。

　やがてタクシーが停まった先には、コンクリートの壁で囲まれたアパレル工場。その入り口正門には、古びた鉄板に『ステッチライン株式会社』と銘打たれていた。千歳の実家工場だ。

「想像以上に広いな。こいつは驚いた」

　タクシーを降り立ち、素直な感想をもらした。

　この大工場を、目の前のこの女の子がひとりで支えようとしていると知ったら、親御さんはどんな顔をするのだろうか。

「工場が全部稼働してるわけじゃないんです。半分くらい」

「千歳は毎日ここから通って来るのか？」

　日毬の質問に、千歳は笑顔で応じる。

「はい！　駅までバスが通っているので、慣れればそんなに大変じゃありませんよ。一本乗り遅れると三〇分待たなくちゃならないのが困りものですね。徒歩だと三〇分。バスを逃すと、歩くかどうかいつも悩むんです」

「なんだかんだで、片道二時間以上は余裕でかかるだろう？」

　徒歩や電車の時間を計算しながら俺は言った。

「そうですねー。原宿の事務所に行き帰りで五時間くらいかかっちゃいます」

「マジか……。なんならワンルームマンションを会社で借りてやるから、そこに住め。事務所の傍にな」

「うちに住んでもいいのだぞ。狭いが部屋はある。千歳のために一室空けておいてやろう」

「ありがとうございます！　でも、まだちっとも成果を挙げられていないので、もっと会社に貢献できるようになったらお願いします。まだ試用期間中ですので」

「いい心がけだが、そうも言ってられんなぁ……」

「お父さんは社長室にいます。お母さんは経理の仕事をしているので、今日は社長室で一緒に待ってくれています。どうぞ、こっちですよ」

　そう言って、千歳は先頭に立って歩きだした。
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　幾つか整然と並んでいる工場のなかで、真ん中に位置するひときわ大きな建物に俺たちは入っていった。

　工場のなかに入ると絶え間なく機械が稼働する音が聞こえ、要所要所で職人たちが機械の稼働状況をチェックしていた。一見して真面目な職場であることが見てとれる。経営危機にあるとは思えない。

　だが普通の職場と決定的に違うことがひとつあった。片腕がない人や、義足の人など、ハンディキャップがとても多いように見受けられたことだ。

「こんにちは！」

　千歳は職人の傍を通り過ぎるとき、大きな声で挨拶していった。

「こんにちは、お嬢！」

　千歳を見ると、皆は「お嬢、お嬢」と親しみを込めて挨拶してきた。

　日毬が訊く。

「お嬢とは千歳のことなのか？」

「そうなんです。ちょっと似合わないアダ名かもしれませんけど、私が幼稚園のころから、ここではずっとそう呼ばれてます。今さら変えるわけにもいかないので」

「いいや、似合っていると思うぞ。千歳はお嬢様っぽい印象があったからな」

「そう見えました？　でも実態は、ただの町工場の娘です。忙しいときは私も一緒に働いてますからね。とてもお嬢様なんて呼べませんよ」

「だが皆の視線から、千歳をとても大切にしてくれていることがわかったぞ。いい会社じゃないか」

　日毬の言う通りだと俺も思った。

　従業員たちが千歳を見る目はとても温かい。経営者の娘に対する表向きの挨拶といった様子は微塵も見られなかった。まるで千歳が自分の娘だとでも思っているようだった。

　工場の壁ぎわ中程に、広い内部を見渡せるガラス張りの一室があり、千歳の案内で俺たちはその部屋へと入っていく。

「ただいま、お父さん、お母さん」

　ソファに座っていた二人が立ち上がって挨拶してくる。

「こんな遠くまでご足労頂き恐縮です。千歳の父で、ステッチライン株式会社の代表を務めている朝霧正しょう治じです」

「娘がご迷惑をかけるので、ぜひ一度お会いしてご挨拶したいと思っていました。母の朝霧恵え美み子こです」

　俺は進み出て、名刺を取り出した。

「ひまりプロダクション、織葉颯斗です。多忙な業務の合間にお時間を取っていただき恐縮です」

「日本大志会、神楽日毬だ。アイドルとしては、千歳と同僚の仲になる。末永くよろしくしてほしいものだ」

　ウールキャップとメガネを外した日毬をまじまじと見やった朝霧社長が、感嘆の声をもらす。

「うちの娘が、あの有名な日毬さんと同じプロダクションに所属してるなんて信じられません。というか、日毬さんご本人がこんな辺へん鄙ぴな町工場を訪れてくれるとは……」

　それから俺たちは二言三言挨拶を交わし、席に着いて向き合った。

「まず最初に、昨日、千歳さんが病院に運ばれた件ですが──」

　さっそく俺は話を切り出した。

　救急車で千歳が病院の世話になったことは、こうして顔を合わせた以上、話しておかなくてはならなかった。

　大したことがなくて良かったと告げると、親御さん二人はしきりに恥ずかしそうにした。千歳にはありがちなことで、無理に頑張れば頑張るほど失敗してしまうケースが多いのだと、両親は語った。さすがに親だけあって、千歳のことは俺たち以上に知っているようだった。

　だが両親とのやり取りに、千歳が拗すねる。

「もう、お父さんもお母さんも、まるで私が子供みたいな言い方よね」

「だってそうじゃないか。千歳にはいつもヒヤヒヤさせられてばかりいるよ」

「そうよ。心配で見てられないんだからね」

　さも当然のように、朝霧社長と母親は笑いながら言った。

　千歳は俺に向けて言い訳を始める。

「社長、本気にしちゃいけませんよ。親というのはいつも、過剰すぎるくらいに子供の心配をするものなんです。ですけど私、もう立派な大人ですからね」

「よく言うよ。千歳が何をしでかすか不安で、夜も安眠できないぞ」

　冗談交じりな口調で、俺も親御さんに便乗した。

「あー！　ひどい！　私、すごく真面目にやってるんですよ！」

　千歳は必死で抗議してきた。

　その様子を、親御さん二人は微笑みながら温かく見守っている。理解ある両親だと思えた。

　俺は居ずまいを正して両親に向かう。

「こうしてお話ししてみて、ご両親が娘さんの芸能活動に理解あるようで安堵しました。今後、雑誌モデルやテレビタレントとして活躍する機会が増えていくと思います。どこまで娘さんが有名になるかは運に左右されるところが大きいのですが、私どもとしても精一杯頑張らせて頂きます」

「正直なところ、うちの娘が芸能界に入るなんて未だに信じられません。千歳からオーディションに受かったと話を聞かされたときは狐につままれた思いでしたが……娘が自分のやりたいことにチャレンジする良い機会が巡ってきたのではないかとも考えています」

「高校も休学してしまい、アルバイト生活ばかりで困った娘だと思っていました。ですが根はとてもいい子なんです。どうか末永い目でみてやってください」

　一般的な良識を持つ、きちんとした親だ。

　本来なら、今日の目的は完全に果たしている。しかし俺には、どうしても確認しておくべきことがあった。

「ところで、お父さんとサシでお話ししたいことがあります。しばらくお時間を頂ちょう戴だいすることはできますか？」

「私とサシで……ですか？　ええ、それは構いませんが……」

　朝霧社長は戸惑った声を上げた。しかし何らかの雰囲気を感じ取ったのだろう、朝霧社長はうなずき、母と千歳を促す。

「私はこれから織葉社長とお話しするから、おまえたちは下がってなさい」

「社長、私もですか？」

　千歳は不思議そうに自分を指差した。

「ああ。直接話したいことがある。心配するな。未成年のタレントの場合、どんな親御さんともそうするものなんだ」

　できるだけ不審に思われないような言い方を俺は試みた。

　母が同意する。

「わかりました。私は退散しますが、こんな遠方まで足を運んでくださったお礼に、今晩はぜひうちで夕食を召し上がっていってください。千歳、一緒にお夕食作りましょ」

「わかった。……日毬先輩はどうします？」

「私もここに残る。工場の様子ももっと見てみたいからな」

「ではお食事の用意をしておきますので、終わったらぜひうちに寄ってくださいね。うちは工場の隣にあるので、すぐわかると思います。お父さんが案内してくれると思いますが……」

　千歳はそう言い残し、母親と共に社長室を後にしていった。

　朝霧社長と向き合った俺は、当たり障りない話から切り出していく。

「それにしても活気ある工場ですね。アパレル業界でこれほど繁盛している工場があるなんて思いもよりませんでした」

「ありがたいことに、仕事は捌さばききれないほど入ってくるようになりました。約二〇年間に亘り、アパレル工場の中国移転が盛んに行われ、日本に残っている我々のような会社は四苦八苦していましたが……ここ最近になって流れが変わってきたんです。中国人の人件費が高こう騰とうに高騰を重ねているせいで、意外にも、日本工場で作った方が輸送コストがかからない分、安く供給できるケースもでてきたわけです。さらに言えば、国内に工場を残しているメーカーが急減したので、残った工場に仕事が集中するようになりました。国内で高品質な衣料品を製造できる工場が、もうほとんど残ってないんですよ。それらがにわかに活況を呈してきた要因ですね」

「厳しい時期に、日本に生産拠点を残していた甲斐があったというものですか」

「我々のような業界は、日々の営業努力よりも、もっと大局的な景気動向やマクロ経済の動きが大きく影響するものです。その日の売上の変動に惑わされず、大きな流れを摑むのが第一ということですね」

　そこまで整然と話した朝霧社長は、ゴホンと咳払いして苦笑する。

「……と、偉そうなことを言ってますが、ここ二〇年間は業界の景気の落ち込みが顕けん著ちょで、右往左往してばかりでした。うちは効率的なリストラができなかったので、止むにやまれず工場をここに残さざるを得ず、ずいぶん厳しい経営状態におかれていました。それが今になって功を奏したのは、単に運が良かっただけです。未来のことなんて誰にもわかりませんよ」

　あはは、と朝霧社長は力なく笑った。どこか陰りのある笑みだった。

　朝霧社長は続けてゆく。

「それにうちは、高齢者向けに特化したメーカーなんです。織葉社長や日毬さんはご存じないと思いますが、我々のステッチブランドは高齢者の方々には一定のブランド力を持っています。高齢者が急激に増えていますから、業界全体が衰退していても、ずいぶんマシな方なんです。高齢者はお金も持っていて、長く使えて質の良いものを求める眼力もありますからね」

「独自のブランドも持っていらっしゃるんですか。それはまた意外なことでした」

　俺は感心して言った。ただの工場ではなさそうだ。

「もちろん大半の仕事は、他社のブランドの衣料品を受注して生産するだけですよ。ですが景気に左右されますし、資金繰りも非常に厳しい。たぶん独自ブランドが地位を確保していなかったら、うちもここ二〇年の間に吹き飛んでいたでしょうね」

「なるほど……」

「うちは工場だけじゃないんです。もっとも、売上の九割以上は工場が稼ぎ出すものですが、企画デザインの部署もありますし、直営店も巣す鴨がもに一店舗だけ持っています。その直営店ではネットショップも展開し、そこそこ売上も伸びています。企画デザインからサンプル作り、生産から販売まで一貫してできる垂直統合型の体制にあるのが、工場としては珍しいスタイルだと言えるでしょうね。普通は、生産なら生産、企画デザインなら企画デザインと、特定分野に集中した体制になっていますから」

「ずいぶん大きな工場ですが、会社の売上や利益はどのくらいなんでしょう？」

　千歳は漠ばく然ぜんとした数字しか答えられなかったので、改めて俺は確認した。

「前期は売上六〇億円ほどです。経常利益はなんとか出しましたが、それでも五〇〇〇万円ほどしかありません。バブルの前後、最盛期には売上一五〇億円ほどにまで伸びたのですが、業界全体が急激に縮小していますので……」

「いやいや、利益を出しているのは立派なものじゃないですか。大したものだ」

　心底から俺は言った。アパレル工場で利益を出せる体制にあるのは、大変なことなのだ。畑違いの業界にあるとは言え、そのくらい俺とて理解できる。

「それが今期は非常に厳しくて……。先ごろ、うちの納品先だった最大手が飛びました。うちが創業以来、納品を続けている老舗しにせ衣料チェーンで……危険だと理解していましたが……ずっとお世話になってきた相手さんでして、なかなか取引を縮小することができませんでした。丸損です。その影響で、急激に資金繰りを圧迫しています……お恥ずかしながら……。今期は売上も縮みますし、大赤字を計上するでしょう……」

「そうでしたか……。いくらくらいやられたんですか？」

　千歳が経営危機だと言っていたのは本当だったようだ。

「……数億円、いかれました。銀行借入も目一杯の状況で、資金繰りで頭がいっぱいですよ……。これも自分の力が至らなかったせいです……ハハハ……」

　朝霧社長は力なく笑いつつ、うなだれた。

　俺は話を切り替える。

「ここに来るまでに工場内をザッと見たところ、ハンディキャップを抱えた方が多いようですが……。会社の方針ですか？」

「そうです。うちは従業員の二割近くをハンディキャップが占めています。しばらく前から積極的にハンディキャップを雇用し、職人として育成していく方針を打ち出しているんです。いずれは五割までハンディキャップの雇用枠を引き上げたいと思っています」

「五割⁉　これだけの規模の工場で、そんなに？」

　さすがに俺は驚いた。工場の生産効率だけを追求するならば、なかなかできる選択ではなかった。普通なら、リストラがしやすい派遣工の割合を増やすことで、仕事の受注量に応じて人員を増減させやすくするのが、経営的に最も理にかなった選択なのである。

　しかし日毬は違う感想を持ったようだ。

「素晴らしい会社だな。まさに社会の公器たるに相応しい会社だと言える。千歳は真面目な娘だと思っていたが、このような立派な環境で育ったからこそだろう」

「いえ……そんなに高潔な目的を掲げているわけではないんです。単に、身内にハンディキャップがおりまして……そのおかげで、障害者たちの雇用情勢が非常に厳しいことを身を以て知りました。ですから、身内に対する気遣いから始まったことなんです」

「身内に？　失礼ですが、どなたがハンディキャップの方ですか？」

「……息子が障害を持っています。千歳の兄です。足が悪く、これからずっと車椅子生活を宿命づけられています」

「そうでしたか。千歳さんがどうしても会社を守りたがっているのは、そのような訳があったんですね」

　日毬はしきりに感心する。

「こういう素晴らしい会社を守りたいがために、千歳は身体を張ってでも会社を支えようとしているのだな。千歳を選んだ私や颯斗の目に狂いはなかったということだ」

「千歳が会社を守るとは、どういうことです？」

「ええ、実は──」

　俺は話せる範囲で、千歳がどうしてアイドルを志望してきたのか話して聞かせた。

　千歳は未成年であり、その身を責任を持って預かる以上、どうしても父親にだけは打ち明けておく必要があったのだ。また千歳の将来を父親と話し合うことで、彼女にとってより良い人生設計を描く手助けをしたいとも思っていた。もちろん千歳が「身を売ってでも」と言ったことや、ＡＶ出演の話に言及していたことまでは決して言わなかったが。

　話を聞く朝霧社長の顔には、焦りの色が強くなっていった。

　一通りの事情を説明し終えると、朝霧社長は苦しげに口にする。

「千歳が……そんな思いを……」

「ここでのお話は、娘さんには内緒にしてください。娘さんは立派な子です。経営が厳しい状況にあることを知り、工場経営を盛り返すために、細腕一本で身体を張ろうとしているのでしょう」

「……おそらくそれは、いささかニュアンスが違っていると思います。いや、千歳が会社を守りたがっていることは間違いありません。ですがそれは単に会社を救うためではなくて、兄の生活基盤を守るためなんだろうと思います」

「お兄さんを？　車椅子生活というお兄さんですか？」

「そうです。いくら千歳でも、会社の経営危機を救うためだけに何億円を稼ごうとしているのだとは思えません。会社の連れん帯たい債さい務むを千歳が負っているわけでもない、会社と千歳は基本的に無関係です。それは千歳とてわかっているはず。やはり兄のためなんでしょう……」

「詳しくお聞きしてもよろしいですか」

「……ええ。千歳が小学校のころ、不幸な事故がありました。トラックに轢ひかれそうになった千歳を、兄が間一髪で突き飛ばして庇かばい、代わりに兄が事故に遭いました。当時高校生で大学受験を控えていた兄は意識不明の重体、生死の淵ふちを彷徨さまようことになったのです」

　俺は息をのんだ。

　朝霧社長は話を続けてゆく。

「幸いにも兄は一命を取り留めましたが、以降の人生において、車椅子生活を余儀なくされることになりました。入院していたため大学受験もできませんでしたが……今は会社を手伝いながら、通信制の大学を受講しています。……六歳離れているのに、仲の良い兄妹でした。兄の事故が、千歳にとっては大きな十じゅう字じ架かになっているんです」

「そんなことがあったのですか……。しかし、お兄さんのために努力するのと、会社を守ることは繫がらないような気がします」

「息子には今、私たちの会社が一店舗だけ持っている直営店の運営を任せています。本当は息子には、先行きがあまり芳しくないアパレル工場に留まるよりも、いずれは他の業界で羽ばたいてほしいと思っていました。ですが……車椅子ながら、彼も彼なりに努力して就職先を懸命に探したのですが、やはりハンディキャップを巡る雇用環境は非常に厳しいのです。ハンディキャップは国から障害者年金がもらえますけれども、やはり誰にとっても生き甲斐になる仕事は必要なんです。社会に貢献できていることが生きる目的にもなります。まったく就職先が見つかる様子がない彼のため、思案した挙げ句、当時空席になっていた直営店の店長を任せることにしました。市場調査のために一店舗だけ巣す鴨がもで運営している店舗で、彼は水を得た魚のように、とてもよくやってくれています。私たちステッチライン株式会社がハンディキャップ雇用に積極的になり始めたのは、その事故が原因でした」

「それでは、会社が万が一危険な状態に陥るようなことがあれば……お兄さんの仕事もなくなってしまうと？」

「ええ、ステッチラインがなくなれば、自動的に息子の生活の拠より所はなくなってしまう。……障害者年金？　とんでもない。お金の問題じゃないんですよ。生きる意味の問題です。兄の仕事がなくなるなんて、千歳には受け入れがたいことでしょう。兄が突然ハンディキャップを抱え、夢見ていた将来の理想が潰ついえ、就職もままならず、どれほど苦悩したか誰よりも知っているのは千歳です。もちろん息子はそんな千歳に心配をかけまいと常に優しく接してくれていますが……それが千歳をもっと苦しめているのかもしれません。ですが、どうにもしようがないんです」

　朝霧社長は苦渋に顔をゆがめた。

「……」

　俺はすぐには応えるべき言葉が思い浮かばなかった。

「千歳がアイドルのオーディションに受かったのは寝耳に水の話で、私も妻も息子も、大いに喜んだものです。千歳がやっと自分の目標を見つけてくれたのだと思い、私たちは本当に嬉しかった。しかし……」

「実はお兄さんの生活や心の拠り所を守るためだったと……」

「そう……だったんでしょうね……。そんなことにも気づいてやれず、浮かれていた自分が情けない……」

「……」

「兄の事故のあと、あの子は何度も泣きながら言いました。『自分が死ねば良かったのだ』と。あの子は、まだ後悔しているんです」

　黙って聞いていた日毬の洟をすする音が聞こえた。

　日毬は目に溜めた涙を腕で拭った。日毬は意外と涙もろいところがある。

「千歳にそんな事情があったのか……。身につまされる話だ……」

　そして日毬は俺に顔を向けてくる。

「颯斗、千歳をアイドルとして売り出すのと並行して、どのようなゴールを目指せば皆が幸せになるのか考え直してみた方がよさそうだぞ」

「そうだな。俺も、そう思った」

　俺はしっかりうなずいた。

　そのとき、ノックもせずにスーツ姿の男が入ってきたので俺は泡を食った。

　スーツの男は朝霧社長に向かい大声を上げる。

「社長！」

「急に何の用だ？　打ち合わせ中だよ⁉」

「今日、越前屋さんから入金があるはずですが。それを回収に上がりました」

「バカな！　入金があるのを待ち構えているとでも言うのか？　銀行が追おい剝はぎみたいなことはやめろ！」

　朝霧社長も声を張り上げた。

「返済が遅れているのが悪いんじゃないですか。頂くまでは帰れませんので」

「遅れることも伝えてあるだろう？」

「大手衣料チェーンＵ９の倒産で、社長のところは第二位の債権者じゃないですか。Ｕ９絡みでどんどん連鎖倒産してますよ。そうそう生き残れるとは思いませんが」

「うちが潰れると断定するのか⁉」

「街まち金きんからも二〇〇〇万引っ張ったって聞きましたが？　この規模の会社で街金は赤信号ですよ」

「来客中だと言ってるだろう！」

　朝霧社長に続き、日毬まで立ち上がって言い放つ。

「帰れ若造！　何様のつもりだ！」

「若造……？　銀行ですが？　あなたよりずいぶん上……え？　神楽……日毬……？　ど、どうしてこんなところに？」

　銀行マンはありありと表情が変わり、その声は上ずった。

　俺も追従する。

「こっちが先客だ。中学生でもわかる礼儀を知らないおまえはどこの銀行マンだ？」

「借りた金をしっかり返すのは小学生でも知ってる礼儀だ。なぜ初対面のあんたにそんなことを言われなくちゃならない⁉」

　銀行マンは手を払うようにして逆ギレし始めた。

　俺も負けじと立ち上がり、応戦する。

「打ち合わせを邪魔しておいて逆ギレか⁉　社長とは今、大きな商談をしてるところだぞ！　目先の金を回収するためだけに、おまえらは商談を潰すつもりか！」

　朝霧社長まで席を立ち、俺に向いて頭を下げてくる。

「織葉社長、お騒がせして申し訳ありません。こればかりは私の責任です」

　そして朝霧社長は銀行マンを見やり、落ち着いた口調で告げる。

「君も今日は引き上げてくれないか。いずれ返済計画はきちんと提出するから……」

「……」

　銀行マンと朝霧社長はしばらく無言で睨み合った。

「……社長、頼みますよ」

　最後にそんなセリフを吐いて、銀行マンは渋々社長室を後にしていった。

　俺たちが再びソファに腰かけると、朝霧社長は顔に手を当てて口惜しげに言う。

「情けないところを見せてしまいました……。資金繰りに窮し、ご覧の通りの有様です。今まで危機は何度かありましたが、ここまで追い詰められたのは初めてのことで……私もどうしていいか……」

「相手が銀行なら何も問題ありませんよ。問題は銀行以外からの借入ですが、そちらも多くなってしまってるんですか？」

　肝心のことを俺は確認した。銀行だけならなんとでもなる。

「どうしても手形が落とせず、一時的に商工ローンから二〇〇〇万円を借りました。今しがたの銀行マンが言っていた通りです」

「それだけですか？」

「直接の借入ではありませんが、あとは親族に四億円分ほど連帯保証をしてもらっています。その半分は引退した両親で、持っている不動産をすべて担たん保ぽに入れてくれました。会社が倒産したら両親も路頭に迷うということです」

「ちなみに銀行借入は？」

「二〇億ほどになります」

　年商六〇億円で、これだけの土地建物を有する会社としては、まぁまぁ妥当な範囲の借入額だとは思った。かなり多めなことはたしかだが、やり繰りできないレベルにはなっていないはずだ。

「ステッチラインは売上六〇億ですよね。取引先の大型倒産さえなければ、利益も出ている。……正直なところ、私には大した経営危機には思えません」

　俺の言葉に、朝霧社長は首をふる。

「しかし、これ以上の借入はどの銀行も応じてくれず、手形の期日が迫っているものもある。危機を乗り切るためには、最低でもあと二億円の資金手当ては必要なんです。今回ばかりは、如何いかんともしがたいかもしれない……」

「その二億円のなかに、さっきの銀行への返済の遅れなども含まれてますよね？」

「ええ、そうです」

「私にはどうしても危機だとは思えない」

　俺は素直な感想を伝えると、さすがに朝霧社長は気け色しきばんだ。

「そんなことはありません。資金繰りは大変なんです。失礼ですが、織葉社長はこうした会社を実際に見たことがないのではありませんか？」

　注意深く自慢げな態度にならないようにしながら、俺は冷静に口にしてゆく。

「私の伯父に不動産会社をやっている人がいます。バブルの頃にはずいぶん儲けたらしくて、私の親族ではもっとも羽振りが良かった人なんですが……今じゃ経営状態は火の車です。売上一八〇億の会社なのに、総負債額四〇〇億。総資産が三五〇億円ほどですから、完全なる債務超過です。ですが、まだ潰れない。親族もかなり貸し付けてきて、一度も返済がありません。伯父はありとあらゆるところに借金がある。もうみんな見放していますが、のうのうと豪邸に暮らしていますよ。伯父に会うと威風堂々、立派なものです。偉そうに私に小遣いまでくれます。このレベルになると意味がわからない。逆に言えば、社長のところはあまりにクリーンすぎて、私にはちっとも経営危機には見えないということです」

「颯斗の家は経営者一族なんだ。親族のほぼ全員が、何なに某がしかの事業を営んでいるらしい」

　日毬が補足してくれた。

「そうでしたか……お見それしました。しかし、ステッチラインはクリーンでしょうか……？」

「ええ。外部からの借入なんて街金の二〇〇〇万だけじゃないですか。あとは二〇億ぜんぶ銀行から引っ張ってるわけですよね。私には、ステッチラインが輝いてみえるほどですよ」

　少しばかり冗談交じりに、しかし本心から俺は言った。追い込まれている当人にとってみれば深刻な問題に違いなく、社長は切迫感で身を切り刻まれるような苦痛を味わっているはずだ。だから目の前で笑い飛ばすのは失礼になる。言葉のニュアンスには、ほどほどに気を遣う必要があった。

「その銀行への返済が遅れています。利り息そくを払うことすら厳しくなっていて、先ほどのような事態に……」

「わかりますよ。それが切迫していくと、高利貸しから借りて、低利の銀行へ返済していくようなわけのわからない状況になっていく人も多い。銀行へ返すのは最後の最後でいいんです。ただし、正確な事業計画と誠意を持って銀行と交渉に臨むことが必要でしょう」

　いささか偉そうな言い方になってしまったのではないかと思い、俺は付け加える。

「ぼくのような若じゃく輩はいが、社長のような長年に亘る工場経営者に対して大口を叩いて恐縮だとは思っています。しかし、第三者だからこそ客観的に見えることもあるということで……」

「いえ……銀行がこのように出てくると、どうしても返済しなくてはという意識が先だってしまって、危うくさらに街金から借金を重ねるところだったかもしれません。自分の至らなさを痛感しました。ご指摘、痛み入ります……」

「追い詰められると、人はついパニックに陥おちいってしまって、普段なら決してやらないような行為に手を出してしまうものです。さっきの銀行マンのやり方も、彼らなりの演技ですよ。まだ集金余力のあるステッチラインが、高利貸しから借りたお金を、自分たち銀行に上手く返済してくれるなら一番いい。だけど冷静ならそんなことはしないし、口が裂けても銀行が本心を言うわけにもいかない。だからああやって演技して、社長をパニックに陥らせようとしているんですよ。あの銀行マンは本心から怒っているわけじゃなくて、精一杯、普通の仕事をしているということです。だから冷静になって見れば、なかなか優秀な銀行マンだったと言えるかもしれない」

　自分が死に直面したときでさえも、決して主観的にならず、客観的に物事を見極めること──俺が仕込まれてきた帝王学の初歩の初歩である。俺はまだまだ未熟だが、それでも子供のころから似たような場面を幾度も体験させられ、骨身に染みていることだった。どんな危機にあっても、普通の人よりは冷静でいられる自信がある。先ほど例に挙げた不動産会社をやっている伯父も、良くも悪くも一族が受け継いできた帝王学を忠実に守っているということだろう。

「なんなら、颯斗がステッチラインを手伝ったらどうだ？」

　日毬が提案してきた。

「……俺が？」

「千歳のプロデュースの一環だと思えばいい。千歳は会社を救うことで、兄上が末永く働ける場所を確保してあげたい──それが千歳がアイドルになろうとした動機なのだろう？　ならばステッチラインを手助けすることは、ひまりプロダクションの在り方と違わない」

　日毬はたぶん、ひまりプロダクションをよほど高尚な組織だと考えているようだった。俺としてはそこまで思っておらず、所属タレントとプロダクションが一緒に成長していけるような会社にできれば十分だと考えている程度だ。

　だがたしかに、千歳の目標を考えれば、ステッチラインにできる限りのことはしてやるべきかもしれない。企業の体力面で、本当に支援が可能かどうかはともかくとしてだが。

「当の私自身、颯斗には世話になってばかりだ。颯斗が手を貸してくれたからこそ、政治活動の未来も見えてきた。その力を、千歳にも差し伸べてやってほしい」

「手伝うのはやぶさかじゃないが、これだけの工場を社長は立派に経営されている。こちらが下手に手を貸すと、逆に社長の迷惑になりかねない」

「いや、思い掛けないお話です……。正直なところ、私ひとりではこの難局にどうやって立ち向かったらいいのか途方に暮れるばかりです……」

　朝霧社長も望むようなことを言った。

「しかし部外者の私が、内部にまで首を突っ込んで再建に取り組むとなれば、状況が大きく違ってきます。会社をかき回してしまうことになってしまうかもしれません」

「織葉社長の人となりは娘からもよく聞いております。それに、日本でもっとも有名なアイドルに成長された神楽さんがここまで仰るなら、人物像に間違いはないと思えます。もしご迷惑でなければ、再建を手伝って頂けませんか？　もちろん相応のお礼をさせて頂きます……」

「そうだ。颯斗は立派な男だぞ。父上、大丈夫だ。颯斗のことは完全に信頼してくれていい。この私が命を懸けて保証しよう」

　日毬は自分のことのように言い切り、胸を張った。

「……そうですか。果たして本当に私でお手伝いが可能かどうか、帳ちょう簿ぼ類や資金繰り表などを確認させてもらってもよろしいでしょうか？　その上で、もし私がお役に立てるのであれば──」

　現時点では保留にせざるをえない。ひとまず判断は、会社の状況を精査してからだ。その上で、どの程度までなら支援できるのか検討しなくてはならない。
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　経理室で帳簿類を閲えつ覧らんするため社長室を出ると、傍で働いていた幾人かの工員が集まってきた。

「あの銀行のヤツ、また勝手に入ってきやがりまして……。帰れと言ったんですが、こちらを無視して社長室に……」

「いいんだ。気にしなくていい」

　気疲れした調子で朝霧社長は応じた。

「社長、できることなら言って下さい。ぼくらにできることは寝ずに働くくらいですが、精一杯やります」

「Ｕ９が倒産して大変な時期なことは、みんなわかってますので」

　口々に語る工員たちの表情は熱心だった。

　やり取りを見ていて、この会社なら大丈夫だと俺は思った。

　俺が知る限り、社員が率先して経営危機に立ち向かおうとする会社は非常に珍しい。どれほど社員と会社が一体の関係だと思われている会社であっても、実際にその場になってみれば、とたんに社員は無関係を装うものだ。雇用の危機となれば陰口をたたき始め、足の速い人間は次の就職先を探していたりする。

　だが会社と社員が一体化していることは長所ばかりではない。逆に言えば、必要なときにリストラをしづらい会社でもある。不自由で雇用調整が利かず、経営危機にはただ茫然自失し、指を加えて見ているしかなくなってしまう。人の良い朝霧社長だと、大々的に社員の首を切って経営を立て直す方針を打ち出すことはできそうにない。まさに今、経営危機に立ち尽くしている朝霧社長の姿そのものだろう。

　どちらがいいとは即断しづらいが、労ろう使しの間合いで大事なのはバランスだと俺はオヤジから教わってきた。社長が従業員から恐れられるのは構わないが、見下されるようになったらその会社は終わりであり、そうなる可能性のある立場に決して身を置くなと、口やかましくオヤジは言った。つまりオヤジなら、今の朝霧社長のポジション取りには、失格の判を押すだろう。

　あの男は父親としては最悪だ。しかし悔しいが、経営者としては一流と俺も認めるところだった。

　俺たちは、朝霧社長に案内されて経理室に入った。

　日毬は感心したように言葉をかける。

「ずいぶん熱心な社員たちなのだな。彼らは、銀行が盛んに取立を迫ってきていることも知っているのか」

「ありがたいことです。彼らには助けられてばかりです。大工場ならともかく、うちくらいの規模なら、こういう家族的経営がなんとか成り立つレベルなんですよ。いやむしろ、そういう方針をきちんと打ち出さないと経営が難しくもある。なぜなら本来、どこにでもある工場には人材が集まってくることはありません」

　なるほど、確かにそういう側面はある。そこそこ業績が堅調なときに人材を確保しておくためには、家族的経営に偏かたよることも必要なのだろう。とくに、この規模の工場にとっては。

　東証一部上場で世界的な技術を幾つも保有する東とう王おう印刷は放っておいても入社を希望する人材が列をなすが、ステッチラインにはそれを望むべくもない。あながち朝霧社長の経営方針に落ち度があるというわけでもなさそうだ。

　俺は訊く。

「しかしリストラはできないですね。雇用調整は難しい。工場には仕事量の波があるはずですが、どうやって調整しているんですか？」

「彼らは仕事の状況に合わせて自ら会社を休みます。自分で自分を一時的にリストラするのです。もっとも、うちが雇用しているハンディキャップの人たちには、幸いにも障害者年金があります。だから給料がでなくとも、ギリギリ食べていける程度にはなるわけです」

　意外な話だった。

「彼らの多くは年金をもらえるのに、どうして働くんでしょう？」

「生きる意味を求めて……という言い回しは、少し哲学的すぎますでしょうか」

　朝霧社長は意い味み深しんに言って、ゆっくりと続ける。

「社会から必要とされない人生とは、実のところとても辛いものです。息子や、多くの障害者と関わるようになって、彼らの言葉を聞き、私は身に染みてわかりました。この工場で育った千歳も、それがわかっています。だからこそ千歳は、兄の存在意義を守ろうとしているのです。それが、兄に命を救ってもらった自分の義務だと、千歳は考えているのでしょう」

　それからステッチラインの経営方針などについて幾つか議論を交わしたのち、朝霧社長は壁ぎわに並ぶ書棚の鍵を次々と開けていった。そして「自由に閲覧してください」と言い残し、一時的に仕事に戻っていった。他の予定やアポイントがたくさん入っているという。本来は軽く挨拶するだけの用事だったのに、まさかこんな話に発展するとも思わなかったのだろう。俺の方も想定していなかったのだから。

　普段はここで会社の財務を見ている奥さんも、今日は千歳と一緒に早々と自宅に引き上げ、俺と日毬の歓かん待たいのために料理をしていた。

　俺はポツンと部屋に残っている日毬に声をかける。

「俺はしばらくこの書類を見てみるけど、日毬はヒマだろう。千歳の携帯に電話して、一足先に家にお邪魔したらどうだ？」

「たしかに私が見ても、あまり詳しいことまではわからないからな。だが私もしばらくここにいる。颯斗の邪魔にならないようにしていようと思う」

　そう言って日毬は椅子に腰かけ、手にしていた分厚いファイルを開き、漫然と眺め始めた。日毬が手にしているのは株主総会議事録を収めたファイルだった。数字のチェックには用がないものである。

　会社の経営状態を調べる作業は日毬にとって詰まらないと思うが、好きにさせるのがいいだろう。

　俺は大量のファイルの束から、まずはキャッシュフローに関するものと手形に関するものを抜き取り、手早く読み込んでいった。
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　それから二時間近く没頭していただろうか。

　やはりステッチラインはまだ白旗を掲げるような状況ではないと俺には判断できた。当事者だと冷静に考えることは難しい状況だろうが、俺は第三者だからこそ客観化して見つめられる。ステッチラインは何事もなければ定期的な売上が見込める会社だし、堅実な運営に徹すれば、なんとか利益も出せる体質だ。それに、自らやっているブランドはなかなか堅調で、会社の柱になっていた。この会社が破綻してしまうのはあまりにも勿体ない。

　何より、大きな借金は金融機関からのものだけである。どれほど銀行から責められようと、そこは頭を下げて乗り切ることは可能だ。他に問題があるものは、ごく最近、街金から引っ張った二〇〇〇万円のみ。売上六〇億円の会社にとって、その程度なら何とでもなる。

　現時点では、Ｕ９から入ってくるはずだった数億円単位のキャッシュが無に帰し、お手上げに見えないこともない。本来あるはずの数億円が目の前から消えれば、どんな社長だって冷静ではいられず、頭がおかしくなるものだ。朝霧社長とて混乱するのは当然である。しかし第三者から見れば、それは目先の資金繰りの問題だ。銀行を納得させ、Ｕ９倒産による連鎖的な危機さえ乗り切れば、必ず再生の道はあると思えた。

　それから、親族がしている四億円超の連帯保証を朝霧社長は懸け念ねんしていた。朝霧社長は二〇億円すべての債務に連帯保証をしているが、四億円分については朝霧社長ひとりだけでの保証では納得してもらえず、もう一人連帯保証を立てろと金融機関から要求されたらしい。

　このうち二億円は元社長でもある両親の連帯保証であり、他の二億円は遠縁の親戚たちだと言っていた。この保証問題を巡り、親族らとは険悪になっているようで、朝霧社長も大いに頭を悩ませている部分だった。

　だが、これは会社を継続しさえすれば親族に迷惑を及ぼすことはない。むしろ会社を清算処理しようものなら、ただちに親族へ取立が行われる。朝霧社長当人だと親族らと直接顔を合わせるし、連帯保証を頼んだ負い目などがあり、やはり冷静ではいられないはずだ。しかしこれも他人の俺の視点で見つめれば、大した問題だとは思えなかった。会社を継続させさえすれば、それでいい。

　ふと気づけば、どういうわけか日毬は、ジッと俺を見やっているようだった。

　俺は気づかないフリをしてそのまま書類に視線を走らせていたが、日毬は俺から視線をそらす様子はなさそうである。株主総会のファイルを開きっぱなしだったが、それに視線を走らせもしない。どうして俺を見ているのか。

　俺は視線を上げて、何気ない感じを装い、日毬と視線を合わせた。

　すると日毬は微妙に視線をずらし、見ていないフリをした。

　俺は気楽な調子で訊いてみる。

「どうしたんだ？　俺の顔になんかついてるか？」

「……うん？　別についてないぞ」

「さっきから妙に視線が気になるんだ。なんとなく意識しちまって、気が散るんだけどな」

　俺が気づいたことにハッとしたようで、日毬は俯うつむきがちに紅潮する。

「……その……カッコいいなと、思って……」

　予想外の言葉に、いささか俺は驚いた。

　俺を意識しているとでも言うのだろうか。日毬が歳相応の女の子らしい仕草を見せたことに意表をつかれた。

「年頃の女の子が一番好ましく思うのが、働いてる男のスーツ姿らしいぞ」

「ちっ、違う！　スーツなんてどうでもいい。ただ颯斗が、なんかカッコ良かったから……」

　日毬は視線を上げなかったが、小さな声でそう言った。

　俺はテーブルに両肘をつき、日毬を見ながら考えた。

　考えてみればだ、日毬が普段から一番接している男は俺であり……というか、ほとんど俺だ。学校は退学処分を喰らっているため、クラスの男子生徒らと顔を合わせる機会ももはやない。

　もちろん決まった撮影時間にはタレントやスタッフの男性らと触れ合うことは多々あるし、会話を交わす仲の相手も多い。しかし俺もそのやり取りに混ざることがあるが、日毬とはほとんど話題が合致しないのである。

　そもそも日毬の場合、一般人が交わす話題にはまったくといっていいほど興味を持っていないため、日常会話が挨拶や天候の話題だけで終わってしまう。そして続く話題は、いつでも天下国家のことばかりだ。

　タレントやスタッフたちはそんな日毬に面喰らい、煙けむたがることまではしないにせよ、一定の距離を持って接するだけである。最初だけは珍しがられたが、毎日これだと困るのは当然だ。

　自然、日毬と会話のキャッチボールが成立する男と言えば俺だけになってしまっていた。

　一六歳の女の子と言えば多感な時期であり、恋する男のひとりくらいいるのは普通である。男たちのなかで俺としか接しない日毬は、無意識のうちに俺に恋心を持っているということもあるのだろうか。

　日毬は頑固一徹のように見えて、本当は純粋だし可愛らしい子だ。これだけの美貌を持っている子に好かれることは、俺としては歓迎すべきことなのかもしれない。だがしかし、特権的な立場を活かして相手を手懐けるようなことはフェアじゃない。

　日毬のことは尊敬しているし、これからもパートナーシップを結んでいきたいと思う。そこに恋愛関係を持ち込めば、やはり好ましい結果になるはずもない。

「……急にどうしたのだ？　そんなに真剣に見つめないでくれ……」

　日毬は恥ずかしそうに視線を外しつつも、おそるおそるといった様子でチラチラと俺を見やってくる。

「そういや聞いたことなかったな。日毬には好きな相手とかいるのか？」

「……い、いる」

「そういや記者会見のときも、記者から似たような質問があったなぁ」

　何気なさを装い、俺は言った。

　たどたどしく日毬は応じる。

「昔読んだ少女漫画みたいに、私にも白馬の王子様が現れたりするのだろうか……」

「当然だ。日毬なら、世界中の男が恋人に立候補するだろうよ」

「……それは噓だ……。そんなことは一度もなかったから……」

「凪紗は立候補されまくって困ってばかりだったらしいぞ」

「……そうなのか？　姉上と、普段、そんな話はしないんだ」

　日毬は視線を上げてきた。話題に興味を持ったのだろう。たしかに凪紗なら、そんな話をすることはないはずだ。

「姉妹なんだから、本来なら日毬だっておんなじなんだって。日毬は単に、男を近寄らせない雰囲気を放ってただけだろう。日毬に下手なことをすると、𠮟りつけられそうで困るからな。実際、俺も最初に日毬に会った日は𠮟り飛ばされたしな」

「ごめんなさい……。あれは颯斗のことをよく知らなかっただけなんだ。今は颯斗を𠮟ったりしない」

　普通の女の子のような口調で日毬が謝ったので、俺は少し狼狽した。冗談半分だったのに、そんなに真剣に謝られると困る。

　可愛らしいじゃないか……。意い気き軒けん昂こうな日毬が急に女の子のような仕草を見せると、なぜだかグッときてしまう。

「どうしたものだろうな。もっと同年代の子らと触れ合う機会を作るためにも、やはり高校に復帰することを考えた方がいいんじゃないか？　芸能人が多く通っている高校があって、かなり時間に融ゆう通ずうが利く。ほら、片桐杏奈も在籍してて、今は高校三年生だぞ。多忙すぎて一年留年しているらしいから、四年生といった方が正確か」

「私は杏奈が苦手だ……」

「でも良い子だろ？　他のタレントたちとの交流を通して学べることも多い。芸能人御ご用よう達たしの高校は、多忙で通えなくなっても通信制が用意してある。そうだ、千歳と一緒に通うといいんじゃないか。この機会に、千歳も高校に復帰させよう。転入手続きはすぐに取れるぞ」

「私は今のままでいいのだが……」

　日毬は言葉をにごらせた。

　この話はあとで千歳も交えて考えてみてもいいかもしれない。とくに日毬は今、高校を中退させられたせいでクラスメートと話す機会に恵まれず、交流範囲が狭くなってしまっている。最近では千歳こそいるが、仕事量が格段に違うから、触れ合う機会がそれほど多いわけでもない。

　芸能人御用達の高校に行けば、日毬が普段一緒に仕事をしているタレントたちがいて、現場とはまた別の話題を交わす機会も増えるだろう。片桐杏奈もいる。彼女なら、日毬のことを気に懸けてくれるに違いない。

　コンコンとノックが鳴った。

　少し間を置いて朝霧社長が部屋へと入ってくる。

「席を外してしまって申し訳なかったです。仕事がいろいろと入っていたものですから」

「だいたい状況は理解できました。やはり直近の資金繰りは急を要しますね。ずいぶん差し迫っている」

　俺は立ち上がって答えた。

「ええ、かつてない危機にあり……実のところ私もノイローゼ気味です……」

「しかし本音を言わせてもらえれば、それほどの危機だとは思いませんよ。事業は上手く流れていて、良質です。負債の大部分は金融機関からじゃないですか。大学のころ、先ほど挙げた私の伯父のところで四ヶ月、勉強のためにと経理のまねごとをして働きましたが……あれは本当に酷かった。それに比べれば、私はステッチラインが輝いて見えます。問題は唯一、目先の資金繰りだけです」

「ですがその資金繰りも億単位のレベルですよ。Ｕ９倒産でだいたい五億は吹き飛びました」

「金融機関への支払いを待ってもらいましょう。仕入れ先への支払いだけなら、なんとか……」

「そんなに簡単にはいきません。先ほどの銀行の態度を見たでしょう？　それに仕入れ先へ支払う分も足りません。支払い時期を延ばすようにお願いしていますが、それももはや限界なんです。あんまり強くお願いすると、倒産の噂が立ってしまう」

　朝霧社長はやや声を荒らげた。

「定期的に売上が入ってくるじゃないですか。それを金融機関の支払いに回さず、すべて仕入れ先への支払いのみに回していけばなんとかなります。それだけでは支払いの資金が足りませんので……あと五〇〇〇万の都合がつけば……」

「あと五〇〇〇万と気軽に仰いますが、そんな簡単なものじゃありませんよ。ありとあらゆるところから目一杯、借金をしてしまいました。ついには街金にも手を出さざるを得なかったんです」

「街金への返済分二〇〇〇万を含めて、合計七〇〇〇万……。それがあれば確実にこの経営危機は乗り越えられます。現金の流れを正常に戻して、そのあとで銀行への返済も元に戻せば十分です」

「ですから、七〇〇〇万なんて──」

　朝霧社長の話を俺は遮る。

「それをお手伝いしますよ。七〇〇〇万、なんとか頑張ってみます」

「は？」

「今回のことも縁です。千歳のこともある。上手くいくかどうかわかりませんが、私が資金を調達する努力をしてみましょう」

「しかし七〇〇〇万ですよ……？　私どものような経営危機にある会社に、そんなにポンとお金を出してもらえるんでしょうか……」

　戸惑いがちに朝霧社長は言った。

「そこまでの危機じゃありませんって。ステッチラインなら私が買いたいくらいです。もちろん上手くいくかどうかはやってみないとわからないのですが……私が努力してみるだけの価値がありそうな案件だなと。むしろ本当は、こういう案件がほしかったのかもしれません」

　蒼通を辞めた当時、俺は何をやるか定まってもいなかったから、勧められるままにプロダクションを始めた。結果として見れば日毬という第一級の逸材に出会って成功を収めたが、本来なら、こういう堅実な事業に関わりたいと思っていたのだ。ステッチラインのような可能性のある会社に積極的に関わっていくことで、やがてはオヤジを追い越す突破口になるかもしれない──そう思った。

　俺は続ける。

「まずは書類のコピーをお預かりさせて頂き、再建計画を練り直させてください。その上で、もし七〇〇〇万円を私が調達できたら、それを御社に出資します。出資にあたっての条件ですが……株式の五一％を私のところに譲り渡して頂きたいのです。ちょっとハイエナっぽいですが、私もリスクをとって相応の努力をしてみますので……」

　今の要求は、実質的にステッチラインを俺に売り渡してくれという申し出だ。だが決して無理な要求をしているわけではない。俺がこれからする努力に見合う正当なものだと考え、提案したのだ。

　ステッチラインの底力は悪くない。適切な手を打てば必ず再生できる。そもそも利益は出ているのだ。それに、斜しゃ陽よう産業の一角であるアパレルの中ではシニア向けの衣料だけが安定的な需要を見込めている。若者が急減する一方で、高齢者がわんさと増えてゆく。しかも目下、高齢者層だけが日本で唯一、悠ゆう々ゆう自じ適てきな暮らしが約束された層なのだ。ステッチラインは決して破綻してゆく組織じゃなく、未来がある企業なのである。だから無理を押してでも買収に動く価値はあると俺は判断していた。

　あとは、この提案を受ける意志があるかどうかは、朝霧社長が判断すればいいことである。

「本当にそんなに簡単に請け負って頂いても大丈夫なんですか？」

「これはビジネスですよ。もちろんこういう関係にある以上、私としてはビジネス抜きでもお手伝いしますが……そこに数千万円のお金のやり取りが発生してくるのであれば、善意だけでは動けないということです。会社の五一％を渡すということは、ほとんど会社を売却してしまうことに等しいです。それを朝霧社長が受け入れるのかどうかですが……」

「どちらにせよ、私ひとりの力ではもはや打つ手がないと諦めかけていたところでもあります。会社を譲ってでも、事業を存続していくことが関係者一同にとってもっとも望ましい道なのは間違いありません。この資金繰りを乗り切って頂けるなら、会社を譲り渡すことについて異議はありません」

　早くも朝霧社長は、きっぱりと決断を下した。そして真剣な表情で続ける。

「しかし、ひとつ約束して頂きたいことがあります。ステッチラインは、働きたいハンディキャップのために職場を提供するよう努めていますが、この雇用環境を変えないで頂きたいのです」

　なるほど、それが買収を受けるための条件ということだ。ステッチラインの家族的経営の必要性は俺も話を聞いてわかったし、ハンディキャップ雇用という社会的意義についても理解しているつもりである。

　すかさず俺はうなずく。

「それはもちろんです。息子さんのためにも、そうしなくてはなりません。ですがそれ以前に、朝霧社長に辞めてもらうつもりも毛頭ありませんよ。私などアパレル製造の素人にすぎません。何よりお手伝いしようと思ったのは、千歳があれだけ一生懸命だったからです」

「それを聞いて、ますます織葉社長に身を委ねてもいいと思えました。どうかよろしくお願いします……」

「ただ、確実に必要資金を調達できるかどうかはまだ約束できません。こればかりは、実際にやってみないとわからないことです」

「それはわかっています」

「とりあえず、資金繰り表を見ると、今週末には最低でも五〇〇万のキャッシュは必要になりそうですね。その分として、ひとまず私のところから六〇〇万円お貸しします。少しの間、それで凌いでください」

　日毬が稼ぎ出したお金は着実に増えている。当面の家賃や必要経費を除いても、すでに余剰資金が八〇〇万円ほどあった。その範囲内ならすぐに資金を拠出してもまったく問題はない。それに、日毬はすでに仕事を終えているが入金は数ヶ月先になるものが多々あって、これから逐ちく次じお金が入ってくる見込みだ。

　これは俺としてもチャンスになる。もしステッチラインのような会社を傘下に収めることができるなら、一気にステップアップすることが可能だった。

　それに千歳のことも助けてやりたい。兄との経緯を聞いた以上、放っておくわけにもいかなかった。千歳のためにも、ステッチラインは守らなくてはならないのだ。

　俺がすぐに資金を投じると伝えたところ、朝霧社長は戸惑いの表情を浮かべた。

「本当に……？　織葉社長がずいぶん軽く言うものですから、打ち明けると、話半分なところがありました……。しかしまさか、今週末の資金繰りの面倒まで見て頂けるとは……」

「適当なことは言いませんよ。ただ、私もできるだけ努力しますが、確実に資金繰りに必要なすべてのキャッシュを用意できるかどうかは、現時点ではお約束できません。七〇〇〇万を半年先に用意しろという話なら、うちの売上見込みだけでも大丈夫ですが、なにせ今月と来月には必要な資金ですので……」

「わかってます。私は私で、可能な限りの努力をするつもりです。やる気がわいてきました……」

　朝霧社長の顔はにわかに引き締まってきた。

「特に銀行の方は、社長に押さえてもらわないとなりませんね。あんまり喧嘩せず、うまく対応してください」

「できればもう少し銀行が融通してくれれば危機は乗り切れるのですが……」

「銀行からこれ以上借りようとするのは難しいですよ。しかしステッチラインなら、借入じゃなければ、お金を出したがる相手はきっといます。むしろ大上段から、『こんなに素晴らしい会社だから、金を出させてやる』くらいの勢いでいった方がいいかもしれませんよ」

　やり取りを黙って聞いていた日毬に、俺は言う。

「日毬、聞いての通りだ。しばらく俺はステッチラインの仕事にかかり切りになると思う。急遽で悪いが、その間、マネージャー役は凪紗にお願いすることになる」

「話はわかった。千歳のためにもステッチラインはぜひとも救ってあげるべきだろう。私は今、とても感動している。やはり颯斗はカッコいいな……」

　日毬は瞳を輝かせながらそう言った。
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　朝霧家の夕食に、俺と日毬が招待されていた。

　もちろん朝霧社長も一緒だったが、お互い仕事の話は一切しなかった。せっかく千歳の母親が腕を振るってくれたのに、場を白けさせてしまいかねないからだ。

「ずいぶん豪華な食事ですね。こんなに食べきれないかもしれません」

　テーブルについてすぐ、俺は感想をもらした。

　ハンバーグから刺身の盛り合わせまで、めいっぱい皿が並んでいる。どうみても半分以上は残りそうだ。

「織葉社長と日毬さんに食べさせたいって、千歳が張り切っちゃって」

　嬉しそうに母親が言った。

「これ、千歳が作ってくれたのか？」

「こんな機会でなければ、私が社長や日毬先輩のためにできることなんて少ないですから。でも、ほとんどお母さんに手伝ってもらったんですけどね」

　さっそく俺は手近なハンバーグを食べてみた。

　千歳が興味津々で訊いてくる。

「お味の方はどうですか？」

「あ、これはお母さんの味付けだ。千歳の味付けじゃなくて安心した」

　俺がそう言うと、テーブルは笑いに包まれた。

　朝霧社長が口にする。

「やっぱり織葉社長にはバレバレだ。千歳は料理の腕を上げないとな」

「ひっどーい！　私もすごい手伝ったんですよ！　味付けはぜんぶお母さんにやってもらいましたが……」

　千歳は必死でまくしたてた。

　料理を懸命に手伝ったのは本当だろう。千歳が頑張る姿が目に浮かぶようだ。しかし千歳はコーヒー豆の配分さえまともにできない子である。重要な部分はすべて母親がやってくれたに違いない。

　日毬が箸はしを進めながら言う。

「このハンバーグ、手作りだな。母上と千歳が作ったのか？」

「はい！」

「すごく美味しいぞ。プロフィールの特技に、料理と書いてもいいのではないか？　私にはこんなに作れない」

「えっ？　でも日毬先輩はおうちの料理を作ることもあるって言ってましたよね？」

「姉上と私で料理を日替わりで分担しているんだ。でも私は料理が不得手だな。うちは質素な料理ばかりだから、千歳の家のようにバラエティに富んだ食事は作れない。私に作れる種類と言えば、精進料理の他に、お魚を焼くくらいだ」

　日毬のスタイルや肌のツヤは、日々の健全な食生活と、剣道の練習による適度な運動によって培われてきたのだろう。

　女性陣が料理の話で盛り上がるなか、朝霧社長が俺に顔を近づける。

「織葉社長、お酒の方は？」

「じゃあちょっとだけ。明日も仕事があるんで」

「ぜひ今度はゆっくり泊まっていってください。大歓迎ですよ」

　言いながら、朝霧社長は俺のグラスにビールを注いできた。

「ありがとうございます。こんなに気を遣っていただいて……」

「千歳の方も、なにとぞよろしくお願いします。おっちょこちょいなところばかりですが、情熱がちょっと空回りしてるだけなんです」

　その言葉を聞きつけたのか、ふいに千歳が憤ふん懣まんやるかたないといったように口をはさんでくる。

「お父さん！　おっちょこちょいじゃなくて、お茶目って言うの。むしろアピールポイントなんだからね？」

　そして千歳は俺を向き、笑顔で続ける。

「社長、本当によろしくお願いします。見捨てないでくださいね。私、いっぱい頑張りますよ」

「もう救急車で運ばなくちゃいけないようなことは勘弁してほしいけどな」

　俺はおどけて応じた。

「今日のお料理は、社長へのワイロだと思ってください。しっかりワイロを受け取ったんですから、それ、忘れないでくださいね？」

「ほとんどお母さんに手伝ってもらったくせに、よく言うよ」

　千歳はムスッとしたが、再びテーブルは笑いに包まれた。

　それから俺と日毬は朝霧家から歓待され、楽しいひとときを過ごしたのだった。

　由佳里の寿司屋に顔を出したときも常に感じることだが、俺の家とはやはり違う。こういうアットホームな家庭を、心底から羨ましいと俺は思った。
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　日毬の付き添いを凪紗に任せ、俺はひとり巣鴨へと足を運んでいた。

　巣鴨の直営店を運営している千歳の兄に会いに行くのだ。朝霧社長にも了解を取り、すでに兄とはアポイントを取っている。

　ステッチラインが運営する唯一の直営店であり、実際の支援をしていくにあたって、できるだけ多くの関係者から経営危機に至るまでの経緯を聞いて裏を取り、かつ支援することを事前に伝えて協力を要請しておく必要があった。資金を支援したと思ったら、とたんに身近な関係者から抵抗されるようなことがあっては、再建などできようはずもない。

　巣鴨は「おばあちゃんの原宿」と異名を取るように、多くの高齢者で賑わっている。案外知られていないが、巣鴨は戦後久しく、現在の秋あき葉は原ばらの前身のような存在で、マニアックな電気関係の店が多く存在していた。その多くは秋葉原へと拠点を移したが、今でも多少のマニアなお店が残っている。意外に交通の便も良く、高齢者向けの直営店を置くには悪くない場所だった。それに銀ぎん座ざや新しん宿じゅくにお店を構えるよりも、遥かに安い賃料で済むだろう。ステッチブランドは主にデパートや衣料チェーンで取り扱っているが、この直営店で運営するネットショップもなかなかの売上に育ってきているという。

　お店に着くと、存外に普通の店舗だった。ブランドの直営店というから、もっとブランド紹介に特化したお店なのかと思っていたが、どこにでもある衣料ショップだ。高齢者向けの洋服ばかりだったが、お店は明るく、若者が間違えて入ってしまいそうなイメージだった。

　俺が入っていくと、店員が元気よく声をかけ近づいてくる。

「いらっしゃいませ！　何か親御さん用にお探しですか？」

「いえ、店長にお約束を頂いてます。ひまりプロダクションの織葉と申しますが、お取り次ぎをお願いできますか」

「店長とお約束ですね。どうぞこちらへ！」

　案内され、レジの横を抜け、奥へと通された。

　車椅子に座った青年が、積み上げられた衣料品を見やりながら、小さなノートパソコンに何か打ち込んでいた。

　店員は俺の来訪を告げ、お店に戻っていった。

　この車椅子の青年が、千歳の兄に違いない。俺は進み出て名刺を取り出した。

「この度はどうも。ひまりプロダクションの織葉です」

「ああ、お待ちしてました。ここの店長を務めている朝霧雪ゆき哉やです。父さんから織葉社長のことを聞いて、ぜひお会いしたいと思っていました。狭いところですみませんが、どうぞ、そこにお座りください」

　好青年だ。当たり前だがやはり千歳の面影がある。

　勧められたパイプ椅子に腰かけると、雪哉が話を切り出してくる。

「織葉さんには千歳がずいぶんお世話になっているみたいですね。おっちょこちょいなところがありますが、その辺は許してやってください」

「ハハハ、お父さんも同じようなこと言ってましたよ。千歳はおっちょこちょいだって」

「アイツはすぐにヘマをするから。見ていて危なっかしいんですよ。頑張れば頑張るほど、見張ってなきゃいけないっていうか。まったく困ったものです」

　そういう雪哉の声には、とても温かい響きがあった。

「ええ、わかります。千歳はとにかく真面目ですが、どうにも努力が明後日の方に向かいがちですよね。でも男ってのは、そういう女の子が意外と好きなものです。あれは男殺しですよ」

「そう思いますか？　あんな妹でも、ありがたがって貰ってくれる男性が見つかればいいんですが。でも、きっと苦労すると思いますよ」

　俺たちは顔を見合わせて笑い合った。

　出会ったばかりだったが、すぐに打ち解けることができた。考えてみれば雪哉とはほぼ同じ世代。俺の二つ下の二四歳である。それに雪哉は店長を任されているだけあって、年の割に落ち着いた風格があった。

　さっそく俺は本題に入ることにした。

「今日お伺いしたのは、工場の事業再建の件です。雪哉さんはどこまで聞いてますか？」

「おおよそのことは聞いています。実家が経営危機にあることも知っていました。ですが、ぼくの力ではどうにもできず、口惜しく思っていました」

「ステッチラインは立派な会社ですよ。あくまで一時的な資金に窮きゅうしているだけです。この難局さえ乗り切れば、必ず軌道修正できますよ」

「ぼくもそう思います。しかし、ぼくはこんな車椅子生活です。どんなに頑張っても、このお店内を見るだけで精一杯……。実家は大きな工場です。工場内を動き回ってさまざまな機械の稼働状況をチェックしつつ、社員たちと交流するとなると、やはり現実的にはできないんです。できなかったんです。ぼくも父さんの力になろうと色々努力したんですが……」

　雪哉は口惜しそうに言った。

　そうか、一度は雪哉も工場の経営を手伝おうと努力したことがあるのだ。そこで己の限界を悟ったときの本人の落胆は、どれほどのものだったろうか。「大丈夫、できる」などと軽率な言葉を使って励ますのは、ただただ無責任極まるというものだ。

　つい励ましの言葉をかけたくなったが、雪哉が話し出すまで俺はグッと堪えた。

「だからぼくは父さんと話し合って、この店舗に専念することにしたんです。……やってみて良かった。いつもやって来る長話のお婆ちゃんたちと会話するのは楽しいですし、お得意先もどんどん増えてる。ネットショップがそこそこ成功しているおかげで、この店の売上も少しずつ伸びてきています。それにステッチブランドの市場調査にとっても重要な役割を担うことができている。一時は自信を失いかけていましたが、この店のおかげでぼくは気力を取り戻すことができました。できれば生涯、このお店を切り盛りしてステッチラインに貢献していくのが、ぼくの望みなんです」

「そう聞くと、ぼくも全力でお手伝いしなくてはと改めて思いますね……」

　立派なものだと素直に思った。ここに至るまでさまざまな努力をして、挫折もしてきただろう。なんとか力になってやりたい。

「織葉さんには千歳の件だけでなく、実家まで含めてご迷惑をおかけしてしまって申し訳ありません。千歳がキッカケになって、父が織葉さんに出会ったのは幸運だったと思います」

「ただ、やはり資金的な支援をする以上は、妥当な範囲で株式を譲り受けることになります。朝霧社長とも話して、ぼくの方で七〇〇〇万円の調達ができて当面の経営危機を乗り越えることができたら、こちらが五一％の株式を譲じょう渡としてもらうことになっています。今までは朝霧家が一〇〇％支配する会社でしたが、実質的な経営権は移譲してしまうことになってしまいますよ」

「もちろんお聞きしています」

「抵抗はないのですか？」

「織葉さん。父も母も、あれでも長年に亘って事業をやってきたんです。無数の人たちが出入りして、良いことも悪いこともたくさん経験してきました。人を見る目だけはちゃんとあります。それに、千歳に対する人情味のある処遇や対応は聞き及んでいました。ぼくとしても、この機会に織葉さんが経営参加してくれるのは心から望むところです」

「そういってもらえて、より気持ちが固まりました。なんとしても、事業を再建してみせますよ」

　言葉に偽りはない。今までは「もし七〇〇〇万の調達が成功すれば」という気持ちで、調達が上手くいかなければ仕方がないという逃げ道があった。しかし雪哉の今の言葉を聞き届けたことで、逃げ道を排除して、何があっても再建を成し遂げてみせようと俺は心に誓いを立てた。

「いずれにせよ、父ももう歳です。将来もしよろしければ、ステッチラインは織葉さんのような方が社長としてやっていただければとても嬉しい。私はそれを誰よりも期待しています」

「社長は雪哉さんが継ぐべきでしょう。ぼくはアパレルの素人です」

　謙けん遜そんではない。それに俺はプロダクションの経営もしなくてはならないし、今後は他の仕事に手を出していく機会も増えるだろう。だから経営者には、もっと業界を熟知した他の人材を立てたいと思っていた。

　だが雪哉は口にする。

「ですから、ぼくにはどうやっても無理なんです。それを痛切に悟りました。どうかそのことを思い出させないでください」

「……わかりました。その件については今すぐ決める必要はありません。おいおい話し合っていきましょう。場合によっては、千歳に社長をやってもらってもいいわけですし」

　俺の言葉に、雪哉は意表を衝かれたようだった。素すっ頓とん狂きょうな声を出す。

「できますか、千歳に？」

「責任感は間違いなくあります。それに千歳は、ステッチラインを守りたいという気持ちは誰にも負けません」

　率直に伝え、そして慎重に続ける。

「今日このことを雪哉さんに打ち明けるかどうか迷ったのですが……やはりお伝えしておくことにします。会社の経営危機のことではないので、朝霧社長からどこまでお聞きになっているかわかりませんが……」

「どんなことでしょう？」

「千歳が、なぜアイドルになったか、その理由です。実は──」

　それから俺は、千歳がオーディションにやってきた経緯や、彼女とのやり取り、アイドルになった理由などすべてを話して聞かせた。

　この千歳の想いについては朝霧社長も説明していたわけではなかったようで、俺の話に雪哉は目を見開いたり、手を開けたり締めたりしつつ、必死に耳を傾けていたのだった。

　話を聞き終わると、雪哉は呼吸を荒らげながら口にする。

「そんな……千歳がまだそんなことで思い悩んでいただなんて……」

「千歳にはずっと、雪哉さんに対する懺ざん悔げの気持ちがあったんだと思います。これは朝霧社長にも伝えていないことですが……千歳はステッチラインのために、身体を売ってもいいとまで口にしました。身体を強ばらせながら、身を買ってほしいとぼくに言ったんです。それはすべて、雪哉さんの生活基盤を守りたいためだったんです」

「……」

「もちろん千歳は処女ですよ。当然ぼくもそんな子を抱いたりしていないし、千歳は誰彼構わず身を売るような子でもありません。ただただ雪哉さんに対する想いだけでいっぱいだったんです」

「……千歳……」

　雪哉はつぶやき、苦痛に顔を歪ませるようにして続ける。

「知らなかった……。千歳はいつでも明るく振る舞っていて、そんなことは微塵も感じませんでした……。なんて情けない兄なんでしょうか……。ぼくは心の底から、あのとき千歳を守れて良かったと思っています。後悔なんて微塵もない。でも千歳の方は、ずっと悔恨に苛まれていたのですね……」

「気を落とさないでください。ぼくらでなんとかして、千歳の心を前向きにさせる方法を見つけましょう。そのためにも、まずはステッチラインを再生させることです」

「織葉さんにそう仰って頂くと希望が持てます。話してくれてありがとうございました。今後とも、どうか千歳のことを見守ってやってください……」

「大丈夫、任せてください」

　そして俺は、これから雪哉と逐一情報交換をしていくことを約束した。

　俺の前ということもあり雪哉は涙を堪えているようだったので、今日のところは俺もできるだけ手早く話を終え、巣鴨の直営店をあとにした。
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「朝霧ちとせと申します！　この度、神楽日毬先輩と同じ事務所からデビューさせて頂きました！　どんなことでも精一杯頑張ってみせます！　よろしくお願いします！」

　ここは秋葉原。

　日曜日。大通りが歩行者天国で賑わうなか、今日は千歳のデビュー記念の握手会だった。

　千歳は幾つか小さな仕事をこなすようになっていて、先週は日毬と揃って漫画雑誌のグラビアに登場していた。今では日毬と一緒に押し込むことができるので、営業は格段にやりやすくなっている。こういう「抱き合わせ販売」は独占禁止法第一九条の違反とされることもあるが、あくまで業者同士のやり取りだから、その辺は曖あい昧まいでオーケーだ。しかも、そんなことを言い始めたら、芸能界は商法違反ばかりになってしまう。いや、どこの業界でも大なり小なり同じであろう。

　秋葉原のメインストリートに開けたイベントスペースを借りての握手会だったが、千歳は知名度がまったくない。だから積極的に握手にやってきたファンは、アイドル業界の情報をいち早く仕入れるマニアが一〇人ほどしかいなかった。

　それは予想済みだ。俺としても、今の千歳を単独でプッシュできるとは思っていない。

　この握手会の途中で、日毬が応援に駆けつけることになっている。三〇分間ほど日毬がここに留まり、千歳のプッシュを手伝ってくれる予定だった。それが千歳の握手会のメインイベントである。

　日毬の登場は一般向けには極秘だったが、実はメディア各社には内々にこのメインイベントの情報を流していた。そのためカメラを抱えたテレビクルーが少なからずやってきて、イベントスペースの端にたむろしていた。テレビが五社、雑誌や新聞は三〇社ほどが集まり、これがまたかなりの数である。あたりを行き交う人々の流れも、これから何か特別なことが始まりそうな雰囲気を感じ取り、立ち止まって千歳の握手会を眺める人が増え始めていた。

　日毬のゲリラスピーチは必ず報道されるはずで、その目的が後輩アイドルのプッシュとなれば、『朝霧ちとせ』の名前は自然にメディアに乗って伝わるはずだった。

　握手しにくる人がいなくなると、千歳は用意してある小さな演台の上に立ち、大声で叫ぶ。

「朝霧ちとせです！　朝霧ちとせと言います！　デビューしたばかりのアイドルですが、これからいっぱい頑張ります！　よろしかったらぜひ応援してください！」

　まるで選挙演説のようだった。もっとも千歳は、そんなことは意識していないはずだが。

　人が近づいてくると演台を降り、千歳が自らチラシを渡す。やっていることは、メイド喫茶のアルバイト店員が近辺でやっているチラシ配りと大差ない。そしてまた演台に乗り、自分の名前を高らかに叫び、通りかかる人たちに自分の名前を覚えてもらおうと必死だった。
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　由佳里が家庭用ビデオカメラで千歳の握手会を撮影し、俺はデジカメで時々あたりの写真を撮っていた。今日は日曜日で、由佳里にも手伝ってもらっていたのだ。

「頑張る子ですね～。今どき、ここまで果敢に取り組む子はなかなかいませんよ。千歳ちゃんをオーディションで選んで正解だったというものです」

　そう言う由佳里に、俺は一枚シャッターを切ってうなずく。

「まぁな。努力家だよ。応援してやりたくなるよな」

　由佳里にはステッチラインの経緯を打ち明けていた。その話を聞いた由佳里は感動し、「自分が千歳ちゃんを売り出してみせる」と言い張り始めていた。下町にどっぷり浸かって育ってきたからだろうか、由佳里は義理人情に厚いのだ。

「アイドル兼、事務員としても雇ったんですよね？　事務員としての働きはどうなんですか？」

「てんでダメ。サッパリ使えない。コーヒーもまともに淹れられないし、ちょっとした事務を安心して任せることもできないんだよ。なんなんだろうな、最初は大事に育てられたお嬢様なのかと思ったが、案外そうでもない。これはもう性格によるものだろう」

「それって可愛らしいじゃないですか。なんだか男性にモテそうなタイプじゃないですかねー？」

「俺もそう思うよ。だが事務員として雇った俺の身にもなってくれ。どうして雇用主の俺が、事務員を常にサポートしてやらねばならないんだ」

　苦笑交じりに俺は続ける。

「日毬はこっちが望んだ以上にしっかりやりすぎて予想外のことが起こるけど、千歳は努力に結果がついてこないタイプだ。本人は熱心なだけに、なんともな」

「その分、周りが助けてあげたくなるタイプってことですよ。それも実力の内ですって」

「おっと、そろそろ日毬が到着する時間だ。千歳の方を見ててやってくれ」

「合がっ点てん承しょう知ちです」

　この場は由佳里に任せ、俺はビルの中に入って裏口に回った。もうすぐ日毬がやってくる。

　時間を少し過ぎたころ、タクシーが俺の前で停まり、帽子とサングラスを身につけた日毬が降りてきた。

「おつかれさん。『エイティーン』の撮影、どうだった？」

　さっそく俺が声をかけた。

「……控え室でまた杏奈が胸を……。なんとかならないものだろうか……」

　日毬はもじもじしながら、眉をひそめて小さく言った。日毬にとって杏奈は最大の天敵で、その度合いが増しているらしい。

　続いて、代金を払い終えた凪紗が降りてきた。凪紗はスーツ姿で、ボストンバッグを肩にかけている。

「凪紗もおつかれ。度々肩代わりしてもらって助かるよ」

「ご苦労様です。織葉殿」

　凪紗はメガネをかけていた。先日、多摩にステッチラインを訪ねた際、俺が日毬の変装のために調達した度が入っていないメガネを凪紗は愛用していた。細めのメガネで澄まし顔の凪紗は、企業広告に出ていても不思議ではないインテリ美人に見える。こうして見れば見るほど、モデルとして申し分なかった。

　アイドルとしてはともかく、せめてモデルとして所属してもらう方法はないものだろうか。モデルならイメージ広告の撮影だけで、一言も喋らなくて済む。凪紗でもなんとかこなせるはずだ。だがそんなことを切り出せば凪紗は嫌がるに決まっているから、提案するタイミングは見計らわなくてはならない。

「さあ日毬、行こう。千歳を応援してやってくれ」

「うむ。全力を尽くそうと思う」

　元来たビルの内部を抜け、俺たちはイベントスペースへと向かった。

　凪紗が日毬に並び、ボストンバッグをかざして確認する。

「日毬、これは必要ないのですか？」

「颯斗、拡さんを使ってもいいか？」

　日毬の問いかけに俺はうなずく。

「許可は取ってる。ただ、あまり長くやると人波がすごいことになって周りの店が大変なことになっちまうから、一〇分くらいな」

「わかった。では利用しよう」

　凪紗が抱えていたボストンバッグから拡さんを取り出し、日毬が大事そうに受け取った。そして被っていた帽子やサングラスを取り、凪紗に手渡した。

　再びビルの外に出て、演台の上で自分の名前を連呼している千歳の下へと日毬は向かう。

「千歳、応援に来てやったぞ」

「日毬先輩！　ありがとうございます！」

　千歳の顔はパッと輝いた。

　一番早く日毬に反応したのは、やはりマスコミ各社だった。事前に伝えていたのだから当然だ。各社はカメラを回し始めたようだった。

　日毬と千歳が一緒に演台の上に立つ。

　すぐに、日毬に気づいた人々の驚く様子が伝わってきた。演台の上を指差す人もいるし、目を見開いている人や、何やら叫んでいる人もいる。日毬の姿を見て取ると、全員が啞あ然ぜんとして演台に目を向けた。

　拡さんを持ち上げた日毬は、朗々と声を響かせる。

「日本国民諸君！　真正なる右翼は、日本に私ただ一人である。諸君の輝ける未来のために、私は命をかけ、日本の敵と戦い続ける者である。いずれ私は日本の為い政せい者しゃとなり、新しい時代を創り上げるだろう」

　人々は立ち止まり、一斉に演台を注目し始めた。

「今日私がここにやってきたのは他でもない。私と同じプロダクションに所属する同志を紹介するためだ。この子──朝霧ちとせが、私とともに活動していくアイドルの一人である。デビューしたばかりだから応援し甲斐があると思う。ぜひとも見守ってやってほしい」

　日毬は拡さんを差し出した。

　千歳はうなずき、それを受け取る。

「みなさん！　朝霧ちとせです！　今日は集まって頂きありがとうございます！　お騒がせします！　日毬先輩と同じプロダクションに所属する新人アイドルなんです！　えっと……先週、『週刊ジリオン』でグラビアに登場させて頂きました！　どうぞよろしくお願いします！」

　不慣れでどこか妙な自己ＰＲだったが、熱意が伝わってきた。立ち止まっている人々の間で、パラパラと拍手が響く。

　再び拡声器を日毬が受け取る。

「聞いての通りだ。ちとせとは今後も一緒にグラビアなどで活動していくことになるだろう。ちとせは新人アイドルだが、かく言う私自身も新人アイドルだ。わずかな期間しか経っていないのに、私は多くの人に支援してもらっていると思う。ちとせもきっと、すぐに多くの支持を集めるようになるはずだ。そのときは諸君らに──」

　日毬が登場して間もなかったが、すさまじい人波になっていた。十分な余裕のあるはずの大通りが人で埋めつくされ、全員が立ち止まって演台を注目している。店から飛び出してきた人々も多いのだろう。

　毒気を抜かれたように群衆を見やっていた由佳里が声をかけてくる。

「日毬ちゃん、すごい注目度ですね……。蒼通が全力でサクラをめいっぱい用意したイベントをやったって、一瞬でこんなに人で埋めつくすことなんてできないですよ」

「アイドルとしての知名度を遥かに超えたからな。芸能界やタレントに興味がない人だって、神楽日毬の名前はよく知ってる。海外にも少なくないファンがいるくらいだ。これも日毬の実力だったんだろうよ」

　壁ぎわに真面目な表情で直立していた凪紗に、由佳里が問いかける。

「これだけ有名な妹を持った気分ってどんなもの？」

「ただただ驚きです。政治家を目指していると聞いていたのに、いつの間にかアイドルになっていただなんて……」

「凪紗ちゃんもデビューすればいいのに。日毬ちゃんと姉妹デビューなんていったら、一気にメジャー確定よ」

「あんまり虐いじめないでください……。あんな風になったら、私の心臓は止まってしまいます……」

　由佳里が不思議そうに凪紗を覗き込む。

「ん～、でも普段から日毬ちゃんについて回ってマネージャーができるんなら、ちょっとしたタレント業くらいはできるじゃないの？」

「そんなことはありません。日毬と一緒だからやれることです。私はただ立って見ているだけですし、男の人から話しかけられたりしたら、必ず日毬が助けてくれるんです。日毬がいつも私を気に懸けてくれているから安心していられます。他の子のマネージャーをやれと言われたら、私には絶対にできません」

　思わず俺は吹き出した。

「ハハハ、どっちがマネージャーかわからんな。それでも日毬一人で行かせるわけにはいかないし、いてくれるだけで助かるけどさ」

「臆病な私でもできる仕事を与えてくれた織葉殿には感謝しています。道場収入では食べていくだけで一杯なので、とても助かっています。たまには母上を旅行に連れていってあげたり、病気に備えて貯金したりもしておきたいですから」

「最近は道場を空けることが多くなったと思うけど、そっちに支障は出てないか？」

「師範代を務められる門弟がしっかりやってくれています。それに母上も必要なときには道場に出てくれます。足が悪いので長い時間に亘って剣を振るうことはできませんが、母上は指導者として不足はありません」

「日毬ちゃんとセットで活躍できるのに、もったいないなぁ。この服とかもバッチリ似合ってるわよ？　こんなイメージで、お色気ＯＬ系でいけば、凪紗ちゃんならいい線いけるのに。私が選んだ服なのに、なんか嫉妬しちゃう」

　そう言いつつ、由佳里は凪紗の丈の短いスカートの裾を引っ張った。

「やっ、やめてください……。ちょっと私には短すぎました。男の人から変な目で見られているような、邪よこしまな気配を頻繁に感じます。健城殿みたいに着こなすのは無理でした。できればもっと地味なものが良かったのですが……でも今はこれ一着しかなくて……高かったですし……」

「だろうよ。どう見てもエロい」

　俺が苦笑すると、由佳里がこちらへ顔を向けてくる。

「へー、じゃあ私もエロく見えたりします？」

「それがだな、似たような格好してても、不思議と由佳里からはまったくそんな印象を受けないんだよ」

「どういうことなんですか先輩！　私に魅力がないとでも⁉」

　由佳里は色をなした。

「怒るな。由佳里はなんつーか違う。たぶん慣れきってて、堂々としてるからだろうよ。だけどさ、凪紗は歩くときとかいかにも恥ずかしそうだろ。それが人目を引く原因だろうな」

「ほうほう、なるほどなるほど……。それはいいことを聞きました。私もこれからは恥ずかしそうにしてみます。ちょっと可憐で、不慣れな感じで」

「好きにしろ。誰も止めないから」

　それからしばらく、俺たちはビルの壁ぎわで軽い会話を交わしながら、日毬と千歳のスピーチを見守ったのだった。
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　日毬とセットで千歳の話題がテレビで流れたことによって、千歳の営業はさらにやりやすくなっていた。普通の視聴者は一度名前を聞いただけだと流して終わってしまうが、業界人は注目しているものなのである。

　これもすべて日毬のおかげだ。うちのような小さなプロダクションにとって、日毬の存在はもはやなくてはならないものになっていた。

　営業を終えて事務所に戻ると、日毬と千歳と凪紗の三人がリビングで話し込んでいた。日毬と凪紗も仕事から帰ってきたところのようだ。

　三人はそれぞれ、労ねぎらいの言葉をかけてくる。

「おつかれさま、颯斗」

「おつかれさまです、織葉殿」

「社長、おかえりなさい！　コーヒー、淹れますか？」

「ただいま。千歳のコーヒーはマズすぎて有名だからな。帰ってきて早々、コーヒーで死亡事故を起こすのは願い下げたいところだ」

　俺が苦笑しながら言うと、千歳は立ち上がって息巻く。

「ひどい！　凪紗さんに教えてもらいながら、頑張って練習したんですよ！　もう一度試してから言ってください！」

「わかったわかった、じゃあ淹れてみてくれ。それより千歳、おめでとう。テレビの仕事が決まったぞ。深夜番組にゲスト出演するだけだが、好評だったらレギュラーにしてくれることになった」

　そう言うと、千歳は目を見開いた。

　日毬と凪紗が口にする。

「よかったじゃないか。おめでとう千歳」

「おめでとうございます、朝霧殿」

「本当ですか……⁉　大事件ですよ！　頑張ります！」

　千歳は跳び上がるようにして喜んだ。

「だが、本当に喜ぶのはレギュラーが決まってからだ。今回は、あくまで一回こっきりだからな」

「どんな番組に決まったんだ？」

　日毬は訊いてきた。

「木曜の深夜に三〇分流れる『テレビの作法』っていう深夜バラエティーだ。テレビで話題の特別ゲストが出演するんだけど、千歳の口から、事務所の先輩である日毬の日常を聞いてみたいんだってさ」

「任せてください！　いっぱい日毬先輩をＰＲしてみせます」

「そこでどうして私が出てくるんだ」

「メディアで面白いニュースをピックアップする番組だからな。日毬は今一番ホットな話題だろう。それにこういうのはさ、日毬本人に出てもらうよりも、身近な人の言葉で、いかにも裏話っぽい感じで話してもらった方が映はえるものなんだよ。同じ事務所に所属してる千歳なら、視聴者には日毬の裏側を誰よりも知ってるように見えるわけだ」

「私には裏などない。常に公明正大であるべきだと考えている」

　日毬は胸を張り強情に言い張ったが、俺は冷静になるよう促す。

「そりゃわかってるさ。別に悪い部分を探そうって話じゃなくて、日毬の話題なら今は何でもいいんだよ。とにかく視聴者は、日毬のことを知りたいんだ。千歳から見た日毬の話ってのは、視聴者も興味を持ってくれるだろうな」

「そういうものなのか……」

「カッコ良くお話ししてみせます。私、心の底から日毬先輩のことを尊敬してます」

「私に気を遣う必要などないぞ。千歳がやりたいようにやればいい」

「ありがとうございます！」

「そして番組スタッフのお眼鏡に適えばレギュラーだ。一度ゲストで出してみて、受けが良かったらレギュラーに採用と約束してもらってる。レギュラーをもぎ取れるよう、頑張れよ」

「気合入れていきます！　いよいよ待ちに待ったチャンスが回ってきたって感じです！　たくさん稼いでみせますからね！」

　千歳は嬉しくて仕方がない様子だった。

「それから、千歳の専用ウェブページも作っていこう。そのなかでブログもやってもらうから、毎日更新してくれ」

「どんなことを書けばいいんですか？」

「何でもいい。今日あったことの報告で十分だ。それから今やってる仕事の話とかな。とにかく徹底してライトに書いてくれ。軽ければ軽いほど多くの読者が付いてくれる。あんまり背伸びせず、千歳の年齢一七歳相応の日記でいいから」

「わかりました。毎日ですね」

「ブログのタイトルは……そうだな……『ちとせの約束』あたりにしておくか。何でもいいんだが、まぁいいか、それで」

　俺は大して悩みもせずブログのタイトルを決めた。こういうのはパッと思い浮かんだイメージでいい。なんとなく千歳に合っている気がしたのだ。

「わかりました。ブログだってツイッターだってやっちゃいます。一刻も早く日毬先輩に追いつきたいです」

　千歳は勢い込んで口にした。
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　巣鴨の直営店。

　俺は録画してあったディスクを持ち込み、雪哉と一緒に、千歳がゲスト出演した『テレビの作法』を視聴していた。

　勇み立って千歳が語っている。

「──そうです！　日毬先輩はお侍さむらいさんみたいなんですよ。ううん違いますね、本物のお侍さんがタイムスリップしてきた感じです」

「切腹とかしちゃうかも？」

　メインのタレントが軽口を叩いた。

「あー、きっと約束を違えたりしたらしちゃうかもです。もうそのくらい義理堅いですし、信じられないくらい厳格です。でも、それがすっごく可愛いんですよ。たまに抱きしめたくなりますから」

「やっぱマジなんだー。なかにはまだキャラを作ってるって声があるけど」

　タレントの言葉に千歳は首をふる。

「ちゃんちゃらおかしいですよ。もし日毬先輩がキャラ作ってたとしたら、逆に聞きたいです。『あんなすごい女の子を演じようと思って演じられますか？』って」

「無理無理。それ絶対に無理。どんな名役者だってできないよね」

「ですよねー。日毬先輩は超本気ですよ。本気だからこそ伝わるものってあるじゃないですか。その想いがたくさんの人に伝わってるからこそ、大ブレイクしたんだと思いますね」

「ところで、どうして先輩って呼んでるの？　ちとせちゃんの方が一個上でしょー？」

「えっ？　でも先輩じゃないですか。私と並んだら、どう見たって日毬先輩の方がしっかりしてます。私なんてミスしてばかりなんですけど、日毬先輩は──」

　千歳の一生懸命さが手に取るようにわかった。

　画面を見ながら、雪哉はポツリとつぶやく。

「千歳がこんなに頑張ってるのか……。ぼくも頑張らないと……」

「収録ではこの数倍の会話を懸命に喋ってましたよ。トークも悪くない。千歳はドジを踏みがちなんで最初は不安だったんですが……意外にも矢継ぎ早に対処できてて、安心して見ていられました」

「会話は千歳らしいんですが、でもこんなにスラスラと対処できるなんて……。なんだか一気に大人になった千歳を見てるような気がします」

「きっと収録日までに、頭のなかで何度も何度もシミュレーションを重ねてきたんでしょうね。千歳も必死なんでしょう。今後はこういうのを考えなくてもできるようになれば、バラエティーにも使ってもらえるようになります」

「この放送を見ている視聴者は大したことだと思わないでしょうが……千歳が相当に努力したことは、ぼくには手に取るようにわかりますよ……」

「ちょうど今、この番組のプロデューサーと、千歳をレギュラーで使ってもらえないかと出演交渉してるところです。今は条件詰めをやってるんで、もうすぐ決定しますよ。深夜なんで視聴率は低いですが、イメージは悪くない番組です。なかなか面白いエンタメですし。小さい案件でもテレビの仕事を積み重ねていけば、いずれチャンスが巡ってくるでしょう」

「ありがとうございます、織葉さん……。会社のことといい、千歳のことといい、何から何まで……。なんてお礼を言っていいか……」

「千歳がそれだけの努力をしたということですよ。ぼくなんて、まだ大したことはやれてません。ステッチラインを綺麗に再生させることが千歳の唯一の望みなんで、まずはそれをきっちりとやりましょう」

「そうですね……」

「そこで提案があるんです。もしステッチラインの再生が見えてきて、千歳のレギュラーが決まったらのことですが──」

　温めてきた案を伝えると、雪哉は心の底から喜び、すぐに同意してくれた。
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　ひまりプロダクションで申請していた融資が次々と決まってきた。

　プロダクションを経営するだけなら、ほとんど資金は必要なかった。しかしステッチラインに資金を投入するために、ひまりプロダクションでお金を集めるという手法を採ることにしたのだ。ステッチラインは銀行借入を目一杯行っており、なおかつ街金にまで手を出している状況で、新しい借入はおこせない。そのため、無借金経営だったひまりプロダクションを経由させることにした。

　いささか奇抜な手法だが、この方法が最もスムーズだと思ったのである。一度ひまりプロダクションで融資を受けてしまえば、その資金を俺がどんな事業に投入しようが自由だ。誰にも文句を言われる筋合いはない。

　必要書類をまとめて提出し、俺個人が連帯保証をするだけで、今ならかなりの額を融資してもらえる。政府は経済成長を成し遂げるために形なり振ふり構わぬありとあらゆる施策を打ち、事業の新規創業を促そうと必死だ。かなりの増税を課すか、あるいは大幅な経済成長を目指さなければ、膨大な公的負債を抱えた日本の財政が行き詰まるのは必至である。そのため、意外にも新規創業における融資の選択肢は増えていて、超低金利で資金を調達することが可能な情勢になっていた。

　それでも新しく創業しようとする人の数は急激に冷え込んでいて、経済状況は落ち込む一方だ。それが世界的な流れなのだから、日本一国だけでどれほど努力をしようとも、限度というものがある。こんな時期に、誰が資金を借りて果敢にリスクに挑戦しようと言うのか。俺だってオヤジに強い反発心を抱いていなければ、単独で事業を始めようなどとは思わなかったはずだ。

　とにもかくにも、現在は極めて資金を借りやすいことは間違いなかった。それに俺は過去に一度も借金をしたことがないから、どこを調べてもまっさらな状態だ。俺なら住宅ローンを申し込んでも、何千万円でもすぐに審査が下りるに違いない。

　俺はひまりプロダクションの資金計画を検討しながら、金融機関から集めた資金を確認していた。




日本政策金融公庫　一五〇〇万円

渋谷区の助成金　三〇〇万円

いずほ銀行　一〇〇〇万円

五井住共銀行　八〇〇万円




　以上で三六〇〇万円だ。

　金利は、最も低いのが渋谷区の助成金の〇・四％。自治体が運営するものだけあって、貸出額は少額だが、プライムレートより低い金利で貸してくれる。

　銀行からの借入金利は、五井住共銀行が二・二％、いずほ銀行が二・二五％と、無担保にしてはなかなかの低金利だった。銀行は、最初は創業一期目では貸せないの一点張りだったが、すったもんだの末、最終的には資金を投げてきた。ひまりプロダクションの売上の急増を見て考えを変えたのと、やはり日毬の存在が大きかっただろう。それに俺自身は金がないが、元蒼通に勤務していた実績などを考慮すれば、信用力は人並み以上にあったんだと思う。銀行がまともな商売感覚を持っていれば、ちょっとした額なら貸し付けて当然だった。

　しかし……ここからが上手くいかなかった。

　気をよくして足を運んだ東京五菱ＵＪＣ銀行を始め、りぞん銀行や信用金庫には、「借入が急激に増えている」として追い返されてしまったのだ。当然、資金を集めていることは会社の財務諸表を見れば一目瞭然だし、資金需要もないのに何千万円を急に借り入れたとなれば不審がられる。かと言って、まさか他の借入のことを隠して交渉するわけにもいかない。どこを回ってもダメだった。

　俺としては五〇〇〇万円くらいまで一気に銀行から調達しようと思っていただけに、予定の見込みに達しなかったのはやや誤算だった。

　ステッチラインが当面の資金繰りを乗り切るには、最低七〇〇〇万円は必要だ。金融機関への返済を一時的に止めて、街金に借金を返し、支払いの猶予をお願いできる取引先に頭を下げても、それだけの資金が必須になる。

　目下のところ、金融機関から手っ取り早く集めた三六〇〇万円。

　加えて、ひまりプロダクションから直近の資金繰りのために六〇〇万円をすでにステッチラインに融資している。それから会社に残っている余力からさらに三〇〇万円ほどをひねり出すことが可能だ。俺の個人的な手持ち資金も二五〇万円ある。

　それらをすべて加えると、四七五〇万円だ。

　日毬の活躍のおかげでプロダクションの売上は定期的に入ってくるが、それを悠長に待っている余裕はない。どうしても残り二二五〇万円を今すぐ調達する必要があった。

　ここからが本番だ。

　俺はパソコンに向かい合い、今後の方策に頭を巡らせたのだった。
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　独立系のベンチャーキャピタルを俺は訪問していた。

　本来、ベンチャーキャピタルは新しい事業を創業したり、自分の事業を大きくしていきたい相手に対して事業資金を出資する。だがなかには、企業買収にも積極的に資金を出すタイプのベンチャーキャピタルもあり、そのなかで一番感触のよかった相手に狙いを定めて交渉していた。

　重厚なテーブルを挟んで向かい合った相手は、ベンチャーキャピタルを運営する社長だ。赤あか坂さか見み附つけの高層インテリジェントビルに入居する派手な会社だったが、社員は数名しか抱えておらず、社長が案件のほとんどを取り仕切っている独立系のベンチャーキャピタルである。

　社長は四五歳。ＩＴバブル華やかしきころ、自分の会社を売却して六〇億円のキャピタルゲインを得た。その資金を元にしてベンチャーキャピタルを設立し、投資活動に使っているという。

　投資した企業は幾つか株式公開を達成しているし、なかなか名前も通ったベンチャーキャピタルではある。しかし、こんな経済情勢でベンチャーキャピタルが成功するはずもない。仮に投資先が上場を達成しても、大して株価が上がらず、結局は損になりかねないほど景気が悪いのだ。今でもこうして立派な事務所を構えて営業しているのは、半なかば社長の趣味のようなものだろう。

　分厚い書類をテーブルの上に乗せ、社長は丁寧な口調で言う。

「書類は拝見しています。ひまりプロダクションのことも、ステッチラインのことも、最速で我々は調査しました。今回、織葉さんとは、どうにかしてお付き合いする糸口を見つけたいですね」

「ぼくもそのつもりで来ています。あんまり時間に猶予はないんで、手早く結論を出してください。ダメなら他を当たります。資料を渡すときにも申し上げましたように、まさに今すぐ決めてください」

　投げ遣り気味に俺は言った。交渉ごとに付き合うつもりはなく、結論を急がせるためだった。他にも同じようなベンチャーキャピタルや金融関連は幾つかある。どこか特定の一社にこだわる必要などないのだ。

　しかし、俺が急がせたにもかかわらず、社長は乗ってこなかった。

「織葉さん、蒼通だったそうですね。どうしてお辞めになったんですか？」

　そんな社長の話に、当たり障りない範囲で付き合っていった。

　資金をやり取りするなら、たしかに確認しなくてはいけないことだろう。

　話がひまりプロダクションに及ぶと、社長は財務書類に目を落としながら、物欲しそうな声で口にする。

「ひまりん、いいですよね～。実にいい。ひまりプロダクションに出資したいくらいですよ」

「すみません、ひまりプロダクションへの出資はお断りします。もともと資金需要はない会社なんで」

「それにしても……ひまりプロダクションの業績は驚くほど伸びている。私たちの出資先のなかでも、これほど急成長する会社はありませんよ」

「抱えてるタレントが当たるかどうかですからね。丁ちょう半はん博ばく打ちにたまたま勝っただけです。ほとんどのプロダクションはまったく泣かず飛ばずで消えていく業界です。運が良かったんですよ」

「いやいや、謙遜する必要なんてありません。織葉社長の実力ですよ。……うーん、諦めきれませんねぇ。なんとか、少しでいいから出資させてもらえませんか？」

　あまりにしつこいので、さすがに俺はイラッとした。

　すぐにでも資金が必要な会社ならまだしも、なぜ業績好調のひまりプロダクションの株式を、よく知りもしない他人に分け与えなくてはならないのか。日毬や由佳里に与えるというならわかるが、こんなベンチャーキャピタルに恩も義理もあるわけではない。

　こっちは「買収資金を一時的に用立てろ」とビジネス交渉に来ているだけだ。それ以外のことに興味などない。

「だから、絶対にノーですって。もっと良い会社はいっぱいあるじゃないですか。自分でやっておいて何ですが、芸能事務所なんて適当な業界ですよ。ひどいものです。まともな会社が出資するような業界じゃない」

「ですが織葉さん。誰でもね、『自分の業界はひどいもんだ』って言うんですよ。たしかにそうなんです。すべての業界がひどい。公務員も一流企業も、どんな会社の内部も業界もメチャクチャだ。それなのに、世の中はなぜか成り立ってしまってる。そう考えていくと……社会ってつくづく不思議なものですよねぇ」

　まぁそうだろう。その通りだ。だが、なぜ今ここで哲学的な議論をしなくてはならないのか。

　おそらく社長は、どうしてもひまりプロダクションに出資したくて、話の糸口を窺うかがっているのだろう。

　馴れ馴れしい口調で社長は続ける。

「ぶっちゃけるとね、ベンチャーキャピタルなんて大層なことを言ってますが、この業界もひどい。ちっとも儲からないんですよ。これじゃまるで盛大に慈善奉仕をしているか、それともマゾかのどちらかです。御社のような企業も探せばあるにはありますが、なかなか出資させてくれません。だからどうしても微妙な企業への出資になるんですが、これが外れてばかりでして……。我々が企業買収にも積極的に資金を出してるのは、新興企業がダメダメだからです。良くない傾向なんですがね～」

「どんな話をしようとも、ひまりプロダクションへの出資はまったくの見当外です。今日の話は、ステッチラインの買収資金を貸し付けてくれるかどうか、それだけなんです。企業買収の資金関連も扱っているキャピタルだという触れ込みだったんで来てみたんですが」

　俺は確として言った。この流れを打ち切るためだった。

「ふう……。わかりました。ひまりプロダクションへの出資は、やっぱり無理ですよね、わかりますよ」

　わかってるなら最初から言うなと思ったが、営業上仕方ない側面もあるのだろう。

「ステッチラインの話をしましょう。もちろん興味ありますよ。いえ、それどころか、ぜひともうちに一枚かませてください」

「それは、御社が資金を出す意志があると考えてよろしいんでしょうか？」

「もちろんです。いろいろ資料は拝見しましたが、なかなかいい会社です。Ｕ９さんの煽りさえなければ何の問題もなかったでしょうねぇ。直近の資金手当てさえできれば平常運転に戻せます」

　俺の考えとまったく一緒だった。

　ベンチャーキャピタルは曲がりなりにも企業調査のプロだ。彼らとて企業の未来予測は外してばかりに違いないが、少なくとも現時点の企業業績を検討するにあたっては銀行などよりもずっと能力が高いはずで、信を置いていい意見だった。

「それに今は、まとまった規模で、高品質製品の生産が可能な国内のアパレル工場って、あまりなくなってしまったんですよ。大半が海外に出てしまってる。海外の人件費も上がってますし、少し辛抱すれば、必ず国内工場が脚光を浴びるタイミングが来るはずですよ。そしたら勝ちですね」

「それはステッチラインの社長も仰っていましたね。国内工場が盛り返すタイミングが来るだろうって」

「でしょう？　私どもも、多くのアパレルやショップさんとお付き合いがあります。営業面でも協力できると思いますね」

「では条件なのですが、どのように考えていますか」

　俺が答えを促うながすと、社長はもったいぶったように言う。

「これはご提案ですが、私どもに、ステッチラインを一億円で買収させてもらえませんか？」

「は？　お宅が、ステッチラインを買収？」

「そうです。どうでしょう？」

　社長は顔色を窺うかがうように聞いてきた。

　俺はため息交じりに口にする。

「あのですね……当初のお話は、ひまりプロダクションがステッチラインに出資して五一％の株式を取得するというお話でした。そのために七〇〇〇万円を用立て、そのお金をステッチラインの経営危機を乗り切るためのものとして活用するんです。御社から借りる資金の金利は高くていい。あるいは買収ファンドのようなものを組成して、利益を配分していってもいい。それがどうして御社が買収することになってるんでしょうね……」

　この時点で、あまり信用のおける相手ではないと理解した。

　ステッチラインの再生は必ず達成できると判断してのことだろうが、これではただのハイエナだ。俺とて魅力的な要素があることを理解しているから資金を出すわけだが、このキャピタルほどには我を剝むき出しにできない。朝霧一家と直接やり取りしている俺と、数字面しか追っていないキャピタル会社との違いだろう。

「御社が買収ということになれば、経営陣も総入れ替えするんでしょうね？」

「むろん買収ですから、新しい経営者を送り込むことになります。織葉さんにも役員に就いて頂き、ご協力を仰ぎたいと思っています。ステッチラインは素晴らしい利益を上げる会社になりえますよ。売上を盛り返して、ポンと上場させちゃいましょう。簡単です。任せてください」

　それはとりもなおさず、朝霧一家を会社から追い出すことになる。もちろん朝霧家は借金から解放されるし、ある程度の生活資金も確保できるだろうから、そこまでひどい話ではない。朝霧社長の二〇億円の連帯債務も外れるし、その債務はそもそも会社の土地建物が担保に入っているから問題にはならない。

　だがしかし、もともとステッチラインを守ろうとしているのは、車椅子生活を送る雪哉が末永く活躍できる職場を用意してあげたいと考える千歳の想いからなのである。それがすべてであって、端金をもらうもらわないの話ではないのだ。

　それに今の朝霧社長が退任すれば、ステッチラインで雇用しているハンディキャップの従業員たちも、職場を追われる可能性があった。それは朝霧一家の意志に反することになる。

　これ以上の話し合いは意味がないと思い、俺は席を立った。

「大変申し訳ありませんが、話はなかったことにしてください。やはりベンチャーキャピタルとは話が嚙み合いそうにないことがわかりました。借入できる方法を他に探ることにします」

「待って下さい！　ではこんな提案は──」

　社長は追いすがってきたが、時間を割いてくれたことへの礼を丁重に伝え、キャピタル会社を後にした。

　他にもコンタクトしていた独立系ベンチャーキャピタルが複数あったが、どこも似たり寄ったりの話ばかりだった。

　出資じゃダメだ。お金を借り入れるだけで済ませなくてはならない。

　ステッチラインは出資だろうが借入だろうが、資金手当てさえできれば危機を乗り切れるはずだったが、乗り切った後に会社が赤の他人のものになっていたなんてことになったら話にならない。朝霧社長や雪哉も今と同様の形で働いてもらわなければ意味がないし、従業員たちもできるだけリストラしない形で再生させたかった。なにせハンディキャップは一度職場を失うと、次の職場がそうそう簡単に見つかるものでもない。千歳だってそれがわかっているから、雪哉のために何があってでもステッチラインを残そうとしているのだ。

　なんとかして、他から資金手当てを受ける方法を考えなくてはならなかった。
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　いつ雨が降り始めてもおかしくないような曇どん天てんの空そら模も様よう。

　悩みに悩んだ末、最も頭を下げたくない男の家の前に俺は立っていた。

　見上げる無骨な邸宅は、主が経団連会長まで務め、東王印刷に大きな影響力を持つ織葉一族の家だった。

　苦渋に顔を歪ませながら邸宅を見上げ、俺は自分自身に対し、あらゆる言い訳を並べ立てていた。

──生まれて初めてオヤジに頼み事をするだけの価値があることなんだ。これは人生で最後の頼み事だ。千歳を助けるためなんだ……。

　念じるように、幾度も幾度も俺は心のなかで繰り返した。

　だが、考えれば考えるほど胸苦しくなる。

　道路の真ん中、苦々しく俺は邸宅を見上げ続けた。やはり来るべきではなかったか。いったん引き返して、もう一度じっくり考え直してみようと元来た道を戻りかけたとき……監視所から中山爺じいさんが出てきて、おそるおそる声をかけてくる。

「ぼっちゃん……。深刻な顔で、いったいどうされたんです？」

「ちょっとね。オヤジに用があってやってきたのに、実はあんまり話したくないんだ。このまま帰ろうかとも思ってる。オヤジから呼びつけられたことなら幾度もあったけど、ここ何年かは俺から用件を持ちかけることなんてなかったからさ」

「そういうことですか。いいじゃないですか、多少喧嘩するくらいでも。ささ、そんなところに留まっておらず、中に入ってください。リビングでゆっくり休んで考えて、それでも話したくなければ帰ればいいんです。中に入っていってください」

「でもねー」

「ぼっちゃんがここまで来られたというのに、そのまま帰したとあっては私が𠮟られてしまいます。どうぞ中へ……」

　強く中山爺さんから促され、俺は邸宅の門をくぐったのだった。
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「か……」

　オヤジを前にして、俺はなんとか言葉を絞りだそうと全力を尽くしていた。

　苦しい。人生でこれほど嫌なことなど他にないのではないかとさえ思った。

「さっきから何だ？　俺も忙しいんだ。早く言え」

　オヤジはイライラを隠そうともしなかった。

「……か……金を、貸してほしい」

　俺は全身全霊を込めてなんとか口にした。

　しかし、そんな俺の思いを知ってか知らずか、オヤジはバカにしたように切り返してくる。

「帰れ。今すぐだ」

　オヤジは、内容や金額すら聞こうとしなかった。端っから、俺にビタ一文たりとも貸すつもりなどないのだ。

　そのオヤジの態度に、今度は俺が腹が立ってきた。

　俺は大声を出す。

「たったの二五〇〇万やそこらなんだぞ！　なぁ、ちょっと事業をするだけなんだ」

「フッ」

　オヤジは鼻で笑っただけだった。頭にくる。

「オヤジにとって二五〇〇万なんざゴミのような額だろうが！　いいから黙って貸せ！　貸してくれ！」

　子供のような言い方になってしまったことは自覚していた。しかしオヤジの前では感情を剝むき出だしにしないと、まともに話せないのだ。

「金の多た寡かの問題じゃない。自分で必要額を調達もできないなら、その案件はお前の手に余るということだ。貸すことは容易いが、そんな安易さに寄り添って事業が上手くいくわけがない」

「正論ぶりやがって……！　資金調達が上手くいけばこんなお願いするわけがねえだろ。つまり、どっちにしても貸すつもりなんざねえじゃねえか」

「そういうことだな」

　あっさりと、オヤジは何があっても俺に資金を貸すつもりがないことを認めた。

「俺が破産してもいいのか⁉」

　投げ遣りな俺の言葉に、オヤジが呆れ果てる。

「破産？　事業に失敗したら、破産など当たり前だろう？　何を言っているんだお前は」

「一族から破産者が出てもいいっていうんだな？」

「どういう理屈だ。本人の問題だろうが。二〇年ほど前にも親戚から破産者が出ている。お前は小学校に入るか入らないかの頃だから、憶えてすらいないだろうがな。それが実業家というものだ」

　そうオヤジは吐き捨てた。

　正論すぎて反論できない。まったくオヤジの言う通りだが、そこには何か情愛のようなものが普通はあるだろう。

「二度と来ねえよ畜ちく生しょう！」

　俺は半泣きで立ち上がり、蹴りつけるように扉を開け、そのままオヤジの部屋を後にした。

　来て失敗だった。オヤジに物事を頼むことは、金こん輪りん際ざい二度とあるまい。





◇






　実に不快だ。オヤジの顔を見るだけでも腹立たしいのに、頼みをあっさり却下され、嘲ちょう笑しょうされたとあっては尚更だ。こんな結果になるのは、わかっていたのだ。成果と言えば、ただ俺がオヤジの前で大恥をかいただけ。まったくバカげてる。

　玄関を飛び出すと、心配げに中山爺さんは訊いてくる。

「……話し合い、どうでしたか？」

「ダメダメ。オヤジに頼み事をした俺がバカだったよ。死んでしまいたい気分だ。もう二度とこんな間違いは繰り返さない」

　俺は歩きながら答えた。

　中山爺さんは追いすがってくる。

「ぼっちゃん……。本当は、旦那様はぼっちゃんのことを心配しておられますよ。どちらかが矛をおさめれば、きっと感情的なわだかまりは解消するはずです……」

「ないない。絶対ないよ。アレはもう父親なんかじゃない。何か別のものさ」

「ぼっちゃん──！」

　中山爺さんはまだ何か話したがっているようだったが、俺は手を振り別れを告げ、足早に坂道を下り始めた。
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「あっ、由佳里さん！　おつかれさまです！」

　事務所のリビングでパソコンに向かっていると、玄関から千歳の声が飛び込んできた。由佳里がやってきたらしい。今日は土曜日だから、遊びにきたのだろう。

「こんにちはー。ホントに土日も働いてるのね？」

「はい。約束ですから。でも、大した仕事なんて私にはできませんけどね。社長に𠮟られてばかりです」

　由佳里のスリッパ音が聞こえてきた。

「ちわーす」

　言いながら由佳里はこちらへやってきて、俺の真向かいに腰かけた。

「よう」

　俺はステッチラインの財務資料から顔を上げた。

　由佳里は顔を近づけてきて、声をひそめる。

「資金調達、うまくいってますか？」

　由佳里には資金調達の状況もすべて伝えてあった。由佳里は実質的に、ひまりプロダクションのナンバー２のような位置付けである。俺が社長だとすると、由佳里が副社長といったところだろうか。

「そこそこだ。心配すんな」

　もぞもぞとバッグを漁あさった由佳里は、膨らんだ封筒をテーブルの上に乗せて、俺の方へと押し出してきた。

　封筒を受け取って中を確認すると、帯封で閉じられた一〇〇万円の束だ。

「おいおい、なんだよこれ。どういうことだ？」

「私も少しは協力しようと思いまして。会社に貸し付けておきます」

　由佳里は誇らしげに言ったが、俺は封筒を由佳里の方へと押し戻す。

「いいっつーの。持って帰れ。金のことで由佳里が気を遣う必要なんてないんだ」

「先輩！　どうしてそんなこと言うんです？　私は先輩を手伝うって言ったじゃないですか！」

　由佳里は気色ばんだ。

「気持ちはありがたいよ。由佳里がいろいろ心配してくれるのは本当に感謝してる。だけど一〇〇万だからな。一〇〇〇万ってならまだしも、一〇〇万は意味がない。ぜんぜん影響しない額だから、それなら由佳里が大事にとっとけってことだ」

「そんなこと言うなら、消費者金融を回ってジャンジャン借りてきちゃいますよ！　私だって超一流企業の看板背負ってるんです。本気を出せば五〇〇万くらいすぐですからね！」

　由佳里は意地を張って息巻いた。

「こら、声が大きいっつうの。千歳に聞こえたらどうする。落ち着け」

　千歳には事務所の掃除をさせている。今は応接室から掃除機の音が聞こえた。ステッチラインのために俺が資金調達に励んでいることは、もちろん千歳には内緒である。

「だったら受け取ってください。うちはお金持ちじゃないし、一〇〇万円でも内心はドキドキだったんです！　その心意気を先輩は無む下げにしようって言うんですか⁉」

「わかった、わかったから……。だったら、そうだな……この一〇〇万は、ひまりプロダクションの株を買ったという処理をしとくからな。由佳里がひまりプロダクションに出資したってことだ。だからこの金は由佳里に戻らないが、その代わりに由佳里はひまりプロダクションの株主ってことになる。それでいいだろ？」

　他人であるベンチャーキャピタルに株を渡すつもりは毛頭なかったが、由佳里となれば話は別だ。由佳里は間違いなく、ひまりプロダクションの創業メンバーなのだから。

「こちとら江戸っ子でい。宵よい越ごしの金は持たねえ。金勘定に興味はないんで、先輩のご自由に！」

　由佳里は得意げにそう言った。
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　事務所は千歳に任せ、今日は日毬のテレビの仕事でマネージャーとして俺が付いてきた。今後の営業も兼ねて、ディレクターや関係者らに挨拶しておかなくてはならなかったのである。

　その帰り、後部座席に礼儀正しく腰かけている日毬が、運転している俺に問いかけてくる。

「ステッチラインの方は上手くいっているのか？」

「ああ、それがなぁ……直近の資金繰りは最初に送った資金でなんとか回しているんだが……俺の方が予定の調達ができないんだよ。もう少しなんだが……」

「あとどのくらい必要なんだ？」

「残り二三〇〇万あればなんとかなるだろう。大した額じゃないのに、まだ手が届かない。……いや、金を出したいって相手は少なくないんだけど、条件が折り合わないんだ。下手な相手から金を引っ張ると、経営権を取られてしまう。自分の実力のなさを痛感するよ」

「私も何か手伝えることはないだろうか」

「心配してくれてすまんな。だけど、日毬に金の心配をさせるわけにはいかない。ひまりプロダクションの仕事が増えれば、それだけ資金も増えるわけだからさ」

「じゃあ仕事を頑張れば頑張るほど、ステッチラインを救うことになるのだな？」

「そんな単純な話でもない。日毬が今から仕事をしても、収入になるのは数ヶ月先だ。ステッチラインは七〇〇〇万近い金が今月と来月でどうしても必要になる。それがないと手形決済ができず、倒産という可能性までありえるんだ。こればかりはどうにもできない。本当に最悪の場合は、たとえ経営権を譲り渡しても、条件が合わない相手からも資金調達することになるだろう」

　どんなときでも最悪のケースは想定しておかねばならない。その場合は、先に相談をもちかけたベンチャーキャピタルに一億円を出させるという選択もせざるを得ないだろう。その場合はもちろんステッチラインは別の人間に渡ってしまうし、朝霧社長らも会社から追い出されることになるのだが、こればかりは仕方ない。朝霧一家にとっても、資金繰りが立ち行かなくなり破産に追い込まれ、今の自宅を追い出されてしまうような窮きゅう状じょうに陥おちいるよりはずっとマシだろう。

　日毬は運転席に身を乗り出すようにして口にする。

「私の仕事から得る収入分を、前借りなんかはできないものだろうか」

「前借りなぁ……。なんせ相手も資金がカツカツな制作会社だったり、融通の利かない局や出版社だったりするからな……」

　そこまで話して、俺はふと思い当たることがあった。

「いや待てよ……ひょっとすると、日毬の将来の収入を担保にして……別の相手から資金を借りる方法もあるかも……」

　売うり掛かけ金きんを担保にして、資金を融資してくれる会社がある。日毬の活動から入ってくる売上を、多少の金利を支払って先に受け取ることができるということだ。

「どういうことだ？」

「ひまりプロダクションは無担保で金融機関から四〇〇〇万近くを調達したけど、さすがにこれ以上は無理なんだよ。かといって、担保になる土地や建物を持っているわけでもない。だから代わりに、日毬の仕事の売掛金を担保にすれば、貸してくれる相手はすぐに見つかるかもしれない」

　日毬を事務所に降ろしたら、さっそく売掛金を担保にして融資が可能な金融機関を当たってみようと決めた。
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「金利一六・五％⁉　冗談でしょう？」

　ノンバンクの窓口で、俺は素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

　売うり掛かけ金きん担保融資を手広く行っているノンバンクを探し当て、俺は急いでやってきたのだった。大手都銀の系列ノンバンクで、会社自体はしっかりした金融会社だ。

　しかし提示された金利が一六・五％という大変なもので、さすがに俺は狼狽したのだった。俺が他の金融機関から調達した金とは比べものにならないほどの高金利である。何を好き好んでこんな金に手を出さなくてはならないのか。ありえない選択だ。

　しかしノンバンクの担当者は平然と言う。

「一六・五％なんて普通ですよ。うちの貸出先のなかでは最も安い金利です。一八％や二〇％なんて相手がゴロゴロいますからね。私どもとしても、御社とは長く付き合っていきたいので、ずいぶん控え目にしたつもりですが？」

「無理無理。うちが銀行から借りたお金なんて二％より少し上くらいですよ。八倍じゃないですか。このご時世に、そんな暴利なんてありえない」

「しかし、こんなに早く売掛金担保融資を審査できる金融機関なんて他にありますか？　うちなら即日融資可能ですよ。銀行に行ってみてください、そんなに簡単に売掛状況を審査してくれたりしません。多くの経営者さんは文句を言いつつも、結局うちに来るんです」

　俺は「検討する」と返事をして、ノンバンクを後にした。ベンチャーキャピタルと同じように、最終手段として残しておくべきだが、率先して話を進めるような相手でもない。

　金利一六・五％ということは、二五〇〇万円を借りれば、年間で四一二万五〇〇〇円もの利息を支払わなくてはならないということだ。今どき、そんな暴利の相手から借りて事業が成り立つわけがない。

　もちろん商工ローンや街金に手を出せば、さらに高い金利を提示されることくらいは知っている。金利二〇％超えはザラだ。しかしよほど起死回生の手がない限り、そういう金利のところから事業資金を引っ張った時点で、ゲームは終わっているのである。





◇






　スタジオの端で台本に目を通していたところ、声をかけられた。

「これは織葉社長。ひまりんを見かけたから、もしや織葉社長もいるかなと」

　アステッドプロの狩谷常務だった。

「あっ、どうも狩谷さん。お世話になってます」

　俺は台本を閉じ、丁重に挨拶した。

「ずいぶん景気が良さそうですね。ひまりんだけでなく、新しい子の方も」

「おかげさまで。これも日毬のおかげですよ。日毬が出演するグラビアには、大抵、ちとせも一緒に押し込んじゃってます」

「ちとせちゃんは、お金になっていくにはまだまだかかるでしょうが、堅実な成長です。初々しさがあって清せい楚そな印象のあるアイドルですよね」

「ありがとうございます。いつも気にかけて頂いて……」

「今後もアイドルの募集、かけてくつもりですか？」

「ちとせが軌道に乗ったのを見届けたら、別の子の募集も考えていくつもりです」

　そう応じると、狩谷常務は何かを考える仕草をする。

「……それならたとえば、アステッドで使わなくなったタレントなどいますが……契約解消する前に、今後はいったん御社に紹介しましょうか？　うちでは使えなくても、もしかしたら織葉社長のところで何かできるかもしれない。なにせ、ひまりんを発掘した人です。私たちが気づかない女の子の特長を見極められるかもしれない」

「いやいや、ぼくを過大評価しすぎです。日毬を見つけたのは本当に偶然の産物ですよ。そうですね……損になるお話でもないですし、解雇予定の女の子などがいれば、せっかくですのでプロフィールなど見せて頂いてもいいですか」

　こちらに損になることはひとつもない。他のプロダクションが解雇を検討している子に逸材がいるわけがないが、それでも一応は即戦力として使える可能性の子が混じっているかもしれないだろう。アステッドプロのような大きな会社には小さな収入しかもたらさない子に見えても、ひまりプロダクションのような小企業ならば堅実な収入となるかもしれない。

「では今後そうしましょう。たまにプロフィール持っていきますよ」

　狩谷常務はそう言ってから、不思議そうに俺を覗き込んでくる。

「……なんだかお疲れ気味じゃないですか？　寝てない？」

　今朝、鏡で向き合ったとき、クマがある自分の顔を見ていた。気づかれるのは仕方ない。

「ええ、多少……。いささか金絡みで悩んでおりまして」

　苦々しく俺は言った。世間話程度のつもりだった。

　しかし狩谷常務は、考えていた以上に反応を示す。

「……金？　まさかの金ですか？　なんだ、そんなこと？　ちょっと待って下さいね」

　何をするかと思えば、狩谷常務は携帯を取り出した。

「おつかれさまです社長。今、織葉社長と話しているのですが……はい、はい」

　狩谷常務の電話の相手は、仙石社長らしかった。

「金絡みで悩んでいるそうですよ。どうです？」

　何を話しているのだろうか……。

「はい、わかりました。では今すぐお連れします」

　携帯を閉じた狩谷常務は、ニコニコ顔で俺を見やってくる。

「行きましょう。社長が時間を作ってくれるそうですよ」

「……え？　どういうことです？」

　俺は何も話していないのだ。金絡みで困っているとしか言っていないし、どのような悩みで、額がいくらなのかすら伝えていない。それなのに、どういうことなんだろうか。

「だって金でしょう？　ひまりんたちの出番はまだ終わらないから、すぐ行って帰ってくれば大丈夫ですよ。ささ」

　強く促され、側のスタッフに日毬への伝言を頼み、俺は狩谷常務に付いて行ったのだった。
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「二五〇〇万なぁ。よし、狩谷、今日中に振り込んでやってくれ」

　話を聞き終えた仙石社長はサラリと口にした。

「わかりました。今すぐ経理に手配させます」

　狩谷常務はうなずいて、俺を見やってくる。

「織葉社長。口座番号、教えてもらえますか？」

「しかし……」

　さすがに俺は戸惑った。ほんの一〇分ほど概要を説明しただけで、大して詳しいことは伝えていない。それなのに、いきなり貸すという話があるのだろうか。

　俺が口ごもっていると、仙石社長は手を払うようにして言う。

「しかしもクソもない。この程度の金、なぜもっと早く相談に来なかったんだ？」

　そんな風に𠮟られると、逆に困ってしまう。

「契約書すらありませんが、本当にいいんですか」

　俺は確認した。

「経理上、無いと困る。だから後でそっちで作って送ってくれ。定型でいいから」

「金利なども話し合ってませんし……」

「だからそちらで決めて契約書にして送ってこいと言っているだろう」

「……」

　返答に困っていると、仙石社長が滔々と口にする。

「誤解があるかもしれんから言っておくが、この程度の金を貸し付けることで織葉社長に求めることなどひとつもない。何も要求しない。何の紐ひも付つきでもない。安心して借りておくんだな」

　逡巡した末、俺は話を受けることにした。ここまで言ってくれる相手の善意を断るのは、逆に失礼にあたる。素直に厚意を受けておくべきだ。

「……何と言っていいか……。お礼のしようもありません……」

「俺とて一〇億二〇億と言われたら困る。しかし、たかだか数千万程度だ。この程度なら用立ててやるよ。ひまりプロダクションのためならな」

　仙石社長は強い調子でそう言った。
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　日曜日。

　由佳里がやってきたことで、ちょうど関係者全員が会社に顔を揃えることになった。そこで千歳には「トイレットペーパーの安売り店を探して三つ買ってこい」と指示して出て行かせ、俺はテーブルに残りのメンバーを集めた。千歳は要領が悪いから、トイレットペーパー一二個入りを三パックも持ってくるだけで大変な仕事だろう。本人はサボっているわけではないのだが、千歳はどんな仕事を任せても、普通の人の数倍の時間がかかる。

　テーブルを囲むと、由佳里が不思議そうに俺を見やってくる。

「どうしたんですか、なんだか畏かしこまっちゃって」

「話がある。千歳には内緒のな」

「なぜ千歳には秘密なんだ？」

　日毬が首をかしげた。

「千歳に関係したことだからな。ついさっきメールがあったんだ。千歳が、『テレビの作法』に正式にレギュラーが決定したんだ」

「おおー、早かったですね！」

　由佳里は手を叩いて喜んだ。

　日毬と凪紗も続く。

「それは良かった。千歳も喜ぶだろう」

「おめでとうございます。朝霧殿のために何かお祝いした方がよさそうですね」

「まぁ、ちっとも収入にはならないけどな。ギャラは雀の涙以下だ。会社として見れば、千歳がちゃんと利益を出していけるタレントになるのは、まだ先のことだろう」

　由佳里がうなずく。

「そうでしょうね。仕方ないですよ。テレビで堅実にレギュラーをこなしていけば、きっと大成するときが来ますって。千歳ちゃん、グラビアでも人気出てきてるし」

「均整の取れたスタイルだからな。あの容姿とプロポーションのバランスは絶妙だ。日毬ほどのインパクトはないけど、千歳は安定感があるよ」

「そこでどうして私を見るんです⁉　私だってなかなかのものです！　Ａカップ好きのマニアだって多分たくさんいると思いますよ⁉　日本中探せばきっと万単位でいるはずです！」

「聞いてねーよ。つーか由佳里、Ａカップなんだな。ギリギリでＢくらいだと思ってたけど」

「なんのことですかね⁉」

　由佳里が慌てふためいた。

「……あー、そう言えば、蒼通のディレクターが以前、ズバリ指摘してたっけ。由佳里はパット使用してるか、それとも無理に寄せて上げてるかのどっちかだって。なるほど、わかる人にはわかるんだな」

「くううー……やっぱしディレクターは死刑ですよ……。ついでに先輩も……」

　半泣きになった由佳里は口惜しげに唇をかんだ。

「とにかく千歳が注目され始めてるのは、素直に喜ぶべきことだ。あと一歩のところまで来てる。もっと資金に余裕が出てきたら、うちも音楽プロダクションと提携して、本格的に歌の方にも進出してみよう。先陣は日毬と千歳でな」

「朝霧殿は、清楚で可愛らしい方ですからね。先週の漫画誌で水着を着ていた朝霧殿を見て、思わずドキッとしてしまいました」

　そんな凪紗の話に、俺は言う。

「清楚で可愛い？　凪紗もな」

「そうそう、凪紗ちゃんもね。私、凪紗ちゃんのマネージャーやってみたいんだけどなぁ」

　早くも立ち直っていた由佳里も同意した。

「なっ、何を言っておられるのですか、織葉殿や健城殿は……。冗談はやめてください……」

「ダメだぞ。姉上はそういうことを大の苦手としている。私のマネージャーを時々引き受けてくれているだけでも、姉上にとっては大変なことなのだ」

　日毬がすかさず凪紗に助け船を出した。

「日毬だって苦手だったろう？」

「私には政治的な目標があった。だから清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる覚悟でアイドルになったのだ。しかし姉上の幸せは剣の道であって、アイドルとは微塵も相容れない。時々マネージャーを手伝ってくれるのは、剣道場の経営だけでは食べていくことがやっとだからだ。私がアイドルとして稼いだお金も、姉上はガンコだから受け取ろうとしない」

「わかったって……。そのうち気分が向いたら考えてくれる程度でいいよ」

　由佳里が話を切り替える。

「ところで……この話し合いを、千歳ちゃんに内緒にするのはなぜなんですか？」

「そうそう、そのことで相談だ。実は千歳のお兄さんとも話し合っていたことなんだが……千歳のレギュラー出演が決まったら、ちょっとした祝賀会を開いてやろうと考えていたんだ」

「いいことじゃないか。うん、ぜひやるべきだ」

「賛成です。朝霧殿はきっと喜んでくれるでしょう」

　日毬と凪紗はすぐさま賛同してきた。

「ここにいる全員は、千歳がアイドルになろうと考えた理由や、ステッチラインの経緯を知っているだろう？　でさ、ステッチラインの出資金も無事に集め終わって、やっと会社を再生させる道筋がつけられそうなんだ。だから千歳のレギュラー決定のお祝いだけじゃなくて、ステッチラインのことまでぜんぶ含めて、いっちょう盛大にやってやろうかなと思ってさ」

「だから千歳ちゃんには祝賀会のことを内緒にしておいて、驚かせてやろうと言うわけですね？」

　由佳里の話に俺はうなずく。

「そういうことだ。そこでパーティーの計画を話し合いたいんだが──」

　それから俺たちはテーブルを囲み、顔を突き合わせて話し合ったのだった。
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　俺はステッチラインに出向き、社長室で朝霧社長とサシで向かい合い、ひまりプロダクションからの出資の最終的な条件詰めなどを行った。

　詳細が決まったのち、朝霧社長は殊勝に頭を下げてくる。

「織葉さん、ご助力頂き、本当にありがとうございました」

「この機会にステッチラインに資本参加できるなら、私の仕事としても割に合うものでした。金融会社的に言うなら、良い案件に巡り合えたというところです」

「私たちとしても、経営支援をしてくれた相手が織葉さんで満足しています。最近、事業再生会社を名乗る方が来ましてね。ぜひともステッチラインを一億円で買収させてほしいという話があったんですよ。もし織葉さんと出会っていなかったら、心が動いていたかもしれません。もう他で話しているからと追い返しましたが……」

「えっ？　提示金額、一億円でした？」

「はい、ぴったり一億です」

　どう考えても、俺が交渉していた赤坂見附のベンチャーキャピタルが、別法人を使って営業しにきたに違いない。なんというハイエナだろうか。

「一億円で丸ごと譲り渡すなんて安すぎますよ」

「しかし、肝心の資金繰りが行き詰まっておりましたので……」

「経営者は総入れ替えが当たり前で、まったく別の会社になりますよ。新経営陣が純然たるビジネスを考えるのであれば、ハンディキャップの方たちも会社を追われるかもしれません。巣鴨の直営店も、真っ先に整理の対象になるでしょうね。それに加えて、半数の従業員をリストラし、派遣労働に切り替えてくるはずです。それで利益幅を増やしておいて、他の会社に遥かに高い価格で売却するか、上場させてあとは野となれ山となれといったところでしょうか」

「それは困る……」

　朝霧社長はうなった。

「今回の資金繰りさえ乗り切れば、それだけの余力が御社にはあるということです。しかしその余力を、あえて事業の利益とはすぐに直結しないところに使っている。それを大切にしたいなら、やはり朝霧社長は経営陣として残る方法を考えるべきですよ」

「今回、織葉さんとお会いできて良かった……。なんとお礼を言っていいか……」

「千歳のおかげです。あの子が頑張ったからこそ、今回このような決着が図れたんですよ」

「そうですね、本当に……。ところで今後のステッチラインの体制のことですが──」

　俺は朝霧社長の話を遮り、口にする。

「将来的な経営体制のことは、いずれ詳細を詰めていきましょう。それよりも、朝霧社長に提案したいことがあったんですよ。千歳のレギュラー決定、それからステッチラインの事業再生を祝して、ちょっとしたパーティーを開こうと考えているんです。実は雪哉さんとも話し合ったことなのですが──」
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　千歳のグラビア撮影の帰り、車で都内ホテルへと向かっていた。行き先は千歳に内緒だ。

　俺が運転席、千歳は助手席に座っている。

「私、最近、意識して運動するようにしたんです。以前ファミレスでアルバイトしていたときなんてグッタリ疲れるほど歩き回っていたんですが、今はそんなこともないし……運動不足がたたってやっぱり身体に出てくるっていうか……。鏡で自分の身体をチェックしてみると、ちょっと弛たるんできてるような気がするんですね」

　千歳はお腹や腕をつまんだりしながら言った。

「うちのプロダクションは日毬だけだったから、体調管理なんて何もしてなかったな。日毬は毎日家で剣道の訓練を積んでるし、生活態度や食生活もグラビアアイドルとしては完璧に近い。さすがに日毬みたいにしろとまでは言えないから、これからはプロダクションでちゃんと考えていこう」

　ふとアイデアを思いつき、千歳に提案してみる。

「そうだ、千歳に事務員として、初めてまともな仕事を与えよう。これから女の子を採用する際、どういう体調管理をしていけばいいか考えて、メニューを作ってみてくれ」

「いい仕事ですね！　自分自身のためにもなりますし、頑張ります！」

「近々、千歳にはきちんとしたトレーナーも付けてやる。でもその前に、自分でいろいろ試行錯誤してみな」

「おっけーです。日毬先輩がどんな管理をされてるのか、まずは聞いてみます」

「日毬のは参考にならんと思うぞ……。あれは意識して管理してるわけじゃなくて、修行僧みたいな生活がごく普通なんだ。真似なんてできない」

「日毬先輩の胸が大きいのは、やっぱり定期的に筋トレしてるからでしょうか。バストアップの方法もいろいろ試してみてるんです。グラビアに出てる以上、もっと大きくならないとと思って」

　千歳が真剣に言っているようだったので、俺は苦笑する。

「今から始めたところで効果ないよ、そんなもん。日毬は剣道の訓練の一環として筋トレしているうちに、ああなったんだろう。そりゃ子供のころから両腕を使って木刀や剣を振るってれば、普通に胸の筋肉はつくよ」

「適度に引き締まった抜群のスタイルですよね……。胸の形とか最高で、羨ましいです……」

「日毬は一〇年以上も、ただの一日も欠かさず剣を振るってるわけだからな。比べちゃいけない。でも別に千歳が遅れを取ってるわけじゃないと思うぞ。千歳は千歳でいい」

「本当ですか？」

　千歳は期待したように訊いてきた。

「まぁな。日毬より背丈があって、バストは標準、ウエストはスラリとしてる。グラビアでやるには必要十分なレベルだろう。ただし、たるまないようにだけ注意しとけ」

「了解です」

「そういや、『テレビの作法』のディレクター、千歳の身体ばかり眺めてやがったからな。レギュラーもらえたからといって油断するな。千歳の身体を差し出してレギュラーをゲットしたわけじゃない。マジでその辺を勘違いしてるテレビマンもいるから注意しろよ。少しでも変なことを言い始めたら、すぐに俺に報告してくれ」

「大丈夫です。初めて抱かれる相手は社長にしようって決めてますから。約束したじゃないですかー。前はお金を得るためにって思いましたけど、でも今は違うんです」

　俺はチラと千歳を見やり、ハンドルから片手を離して、拳骨で頭をゴツンとやった。

「あいたっ！　コブになっちゃう……」

　千歳は頭を押さえ、うなだれた。

「バカ野郎。大人をからかうんじゃない」

「からかってなんかいませんよ……。私バカだから、恋の駆け引きとか上手くできないんです……」

　ちょうど車はカーブに差し掛かったので、表情を見やりもせずに口にする。

「とにかく、千歳もやっとテレビのレギュラーが一本決まって、いよいよ軌道に乗ってきた感じだ。思ってた以上に良い成果だぞ」

「やだなー、大げさですよ。まだまだこれからですね。私は絶対にすごいアイドルになって、たくさんお金を稼ぐって決めてるんです。私、ヘマばっかりですけど、これだけはやり遂げてみせます。絶対にやらなくちゃいけないんです」

　そこまで明るい口調で言った千歳は、居ずまいを正して俺を見やってきた。ふいに千歳の雰囲気が変わったような気がした。

「社長……。こんな私を採用してくれて、本当にありがとうございました……」

「どうしたんだよ、急に？」

「まだちゃんとお礼を言ってませんでしたので……。特例で事務員にまでしてもらってますし、お給料もいいですし……。こんなに熱心にやってくれて、ドジばかりな私なのに一回も事務員を辞めろなんて言わないし、何てお礼を言っていいかわかりません……。社長がこんなに素敵な人だとは思いませんでした……。いつかきっと、お礼はします……」

「なら、有名になってみせろ。それが俺にとって一番ありがたいことだからな。会社にとっても利益になる」

「はい！」

　千歳は嬉しそうに声を上げた。

「……あっとそれから、せめてコーヒーくらいはまともに淹れられるように勉強しろ。事務員としてな」

「任せてください！　すごく美味しいコーヒーを淹れられるようになって、もう私のコーヒーなしじゃ社長が生きられないようにして差し上げますからね。覚悟しておいてください」

「期待して待ってやるよ」

　そう言いながら、俺は車の速度を緩めた。目的の場所に着いたのだ。

　場所は西新宿。予約してあった高層ホテルの地下駐車場へと入っていく。

「あれ、社長……どこ行くんですか？」

　千歳はキョロキョロと、四方がコンクリートの駐車場を眺め回した。

「事務所には戻らない。今日は特別にホテルを予約してあってな。ちょっと付き合ってもらうぞ」

「えっ⁉　……い、いきなり今日？　私まだ心の準備が……。だって社長は一言もそんなこと……」

　千歳は急に狼狽しつつ、何やら慌てているようだった。

　駐車場に車を入れ、俺はドアを開けながら、身体を震わせている千歳に声をかける。

「ほら、着いたぞ。行こう」

「わっ、わかりました……。でもやっぱり今日はキスだけで……」

「荷物はここに置きっぱなしでいい。上で日毬たちが待ってる」

「………………はい？　日毬先輩たちが……？」

　千歳は目を白黒させた。
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　予約してあったフロアに入ると、日毬と凪紗と由佳里が揃って待っていた。俺と千歳も含めて、この五人が、現時点でのひまりプロダクションのメンバーと言ってもいいだろう。

「おつかれさま千歳。撮影、どうだった？」

　日毬が声をかけてきた。

「今日は水着になるのがちょっと寒かったですが、なんとか無事に終わりました。でも、みなさんお集まりになられて、どうしたんですか？」

　千歳は、取り囲む日毬と由佳里と凪紗を交互に眺めやった。

　由佳里が口にする。

「実はね、千歳ちゃんのレギュラー決定のお祝いをしようと思ったの。小さな第一歩だけど、記念すべきことだからね」

「朝霧殿、おめでとうございます」

　凪紗は礼儀正しく言った。

「そうだったんですか……。私のために、こんな風にお祝いして下さるなんてとても嬉しいです……。でも、なんだか場違いな気がしますが……」

　困ったように千歳はあたりを眺めやった。

　千歳が戸惑うのも無理はない。なぜならこのフロアは、一〇〇人は優に入れそうなほどの大広間だったからだ。そこに料理が並べられていて、壁ぎわには二〇人ほどのホテルマンたちが控えている。彼らは料理を搬送するための役目だ。

　一方で、広いフロアの真ん中にいるのは日毬、由佳里、凪紗に加えて、俺と千歳のたった五人である。ぽつねんと俺たちが突っ立っていて、壁ぎわでは俺たちの数よりずっと多いホテルマンたちが待っている。この五人で小さなお祝いをするには、あまりに不釣り合いな場所だった。

　俺が説明する。

「実は今日、特別ゲストを迎えてるんだ。数が多いから、この部屋でもギリギリかもしれない」

「そんなにゲストが来てくださるんですか？　有名アイドル？　それともメディア関係者とかですか？　でも小さな仕事がたった一つ決まっただけですよ……。大げさすぎるような気がします……」

　恐縮したように千歳が言った。

「じゃあ早速、ゲストを迎え入れるか。由佳里、頼む」

「らじゃー」

　由佳里は壁ぎわに歩を進め、奥の扉を開け放った。

　隣の部屋には、一〇〇人を超えるステッチラインの従業員たちが待っていた。そのなかに混じって、朝霧社長と奥さんもやってくる。

「お嬢！　おめでとう！」

「いつもお嬢が活躍するのが自分のことのように嬉しいよ」

「お嬢が雑誌に出るのを、みんな楽しみに待ってるんだ」

　千歳を取り囲んだ社員らは、口々に言った。

　戸惑ったように千歳が頓狂な声を上げる。

「えっ？　みんな、どうしてここに？」

　輪の中央に、朝霧社長と母親が進み出てきた。

「お父さん、お母さん？」

「千歳、いろいろ心配ばかりかけてしまったな。でも、ステッチラインはもう大丈夫だ。経営危機を乗り切ったんだ。織葉社長にも助けてもらって、きちんと再生していけると思う。今日はステッチラインの新しい門出を祝うために、みんなでこの場を準備したんだ」

　朝霧社長の言葉に、千歳が口元を押さえる。

「う、噓……」

「不安な思いばかりさせちゃったわね。千歳が会社のために一生懸命やってくれているんだってこと、私たち知らなかったの。てっきり、千歳が望んでアイドルになったものとばかり……。でも、織葉社長と話し合ってみて、ぜんぶわかったわ。もう二度と心配しないで」

　母親が切々と言った。

「お母さん……」

　千歳の目から涙が溢れ、頰を伝ってこぼれ落ちた。

　頃合いを見て、俺は言う。

「さあ、特別ゲストに登場してもらうか。日毬、凪紗、頼む」

　日毬と凪紗はうなずいて、隣の控え室へと向かっていった。

　すぐに戻ってきたときには、二人で車椅子を押していた。

　千歳は目を見開く。

「お兄ちゃん……どうして……？」

「千歳、レギュラー決定、おめでとう。誰よりも嬉しいよ」

　雪哉はそう言って、千歳の手を取って続ける。

「ぜんぶ聞いた。千歳がアイドルになった理由。そんなの間違ってるぞ。だって今、俺はすごく幸せなんだからな」

「お兄ちゃん……ごめんなさい……。私のせいで……私の──」

　震える千歳に、雪哉は優しく語りかける。

「俺にとって一番嬉しいことは、千歳が幸せになってくれることだ。ずっと応援してやるからな。千歳が頑張ってる姿を見て、俺も頑張ろうって思えたよ」

　すると千歳は、誰はばかることなく声を上げてすすり泣き始めてしまった。

　しばらく俺たちは、千歳が落ち着くまで見守っていた。

　やがて千歳は涙を流しながらも、恨めしげに俺を見やって口にする。

「ずるい……社長……私を騙したんですね……。こんなの反則じゃないですかぁ───」

　そう間延びしたように言いながら、今度は声を大にして千歳は泣いた。

　俺は雪哉の隣に進み出て口にする。

「朝霧社長の言うように、ステッチラインはもう大丈夫だ。経営の心配を千歳がする必要もなくなったんだ。これからは、千歳自身とファンのために、良いアイドルを目指してみるといい。わかったな？」

「あう……あうう……」

　千歳は喋ろうと必死だったが言葉にならないようだった。懸命に涙を拭きながら、代わりに何度か小さくうなずいた。
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「さあ、主役が泣き止まないところだけど、いつまでもこうしているわけにもいかない。早速、始めようか」

　俺がそう言うと、由佳里がうなずく。

「そうですね。でもまずは乾杯の前に、主役にスピーチをしてもらいたいところです。みんな、千歳ちゃんの言葉を聞きたいですから」

「だな。ほら千歳。みんなの前で、ちゃんと話せるか？　千歳はプロフェッショナルなアイドルなんだぞ。このくらいはちゃんとこなさないとな」

　千歳は口元を押さえて言葉を発しなかったが、何度も何度もうなずいた。

「よし。そこの演台の上でスピーチしてくれ。これからの自分の芸能活動の抱負についてな。軽くでいいぞ」

　俺が背中を押して促すと、健気にも千歳は演台へと上がった。

　そこから千歳は俺たちを眺めやったかと思えば、再び涙が止まらなくなったようだった。

　日毬がマイクを差し出すと、千歳はそれを受け取った。そして震えながら、口元にマイクを近づけて語り始めた。

「あうあうあうあう。あうっ、あうあうあうあう」

　千歳は一生懸命に語っているようだった。しかし、その言葉は体をなしていなかった。

「あううっ、あうあう」

　相変わらず千歳の言葉は理解不能なものだったが、身体を震わせながら、熱心に思いを口にしているようだった。目には涙がいっぱいだ。

　千歳は必死で喋り続けていたが、結局、一言も聞き取ることができなかった。

　その様子に微笑みながら、日毬が俺に顔を近づけてくる。

「千歳は何て言ったんだ？」

「さあな。でも、想いは伝わったんじゃないか」

「そうだな」

　日毬は笑顔でうなずいた。

　千歳のスピーチが終わると、由佳里が俺を向いて言う。

「先輩、乾杯の音おん頭どをお願いします！」

「では不肖ながら私──ひまりプロダクション代表取締役、織葉颯斗が、乾杯の音頭を取り仕切らせて頂きます。お手元の飲み物はよろしいですか？」

　俺は皆を見回した。全員が飲み物を手にするまで待ってから、俺はグラスを持ち上げた。

「朝霧ちとせの成功を祝して、乾杯！」

『乾杯！』

　フロアいっぱいに、千歳の将来を祝う一同の声が高らかに響き渡った。
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